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は じ め に 


この た び は 、「 ア イ ・ オ ブ ・ ザ ・ ビ ホル ダー II」 を お 買い 上 げ い た だ 寺 誠 に あり 
が と う ご ざ いま し た 。 

ご 使用 に 関し まし て は 、 必 ず 本 解説 明 書 を よく お 読み に な っ て 正しい 操作 に 
よっ て ご 利用 下さ いま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 


商品 構成 は 、 下 記 の と お り で す 。 





ユー ザー 登録 ・ 保 証書 ・ 





ご 注意 : この ゲー ム は ディ スク の バッ クア ッ プ を と る こと が で きま せん 。 
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アイ ・ オ プ ・ ザ ・ ビ ホル ダー 』 の 世界 に つい て 

"ププ ダブ ・ ゲ が * と ん み ダ デー BL Ser 

・ ダ ブダ ー ク スー ン "は 、 ア メリ カ は TSR 社 の テ 
ー プ ブル トー ク RPG、AD&DW 第 2 版 ル ー ル に 
基づい た 3D コ ンピュータ ー ロ ー ル プレ イン グ ゲ 
ー ム で す 。 ス トー リー は この ゲー ム 用 に 新た に 書 
か れ た オリ ジ ナ ル の も の で 、 ゲ ー ム の 舞台 と な る 
の は "フォ ー ゴ トン ・ レ ルム "の 世界 に 位置 する 、 

ダー クム ー ン 寺院 と その 周辺 の 地域 で す 。 
アア ダブ ・ ゲ "と か ん ダー7 で は 、 す べ て の 物 
体 が プレ ー ヤ ー の 視点 か ら 見 た 状態 で 表示 さき 
れ ま す 。 た と えば 、 ゲ ー ム 中 森 の 中 を 移動 する 際 
に は 、 木 が 自分 の 左右 を 流れ て 行く 様子 が 表 
示さ れ ま す 。 画 面 に 見 える アイ テム は 、 実 際 に 捨 





つて 持っ て 行く こと が で き 、 ゲ ー ト は 、 錦 を 使っ た り 、 


ボタ ン を 押し た り 、 レ バー を 引く 〈 こ と に よっ て 開け る 
こと が で きま す 。 モ ンス ター に 尋 過 する と 、 彼 ら は 
プレ ー ヤ ー の 方 へ と 集まっ て きた り 、 攻 撃 の た め 
に 近寄っ て きた り し ます 。 キ ャ ラク ター に 持た せ た 
武器 で 攻 喉 し た り 、 億 信 や パラ ディ ン の ホー リー 
シン ボル .、 度 術 師 の スペ ルプ ブッ ク に よっ て 呪文 を 
唱え る こと も で きま す 。 パ ー テ ィ ー の 前 列 に 位置 
する キャ ラク ター は 、 剣 や メイ ス な どの 武器 に よっ 
て 攻 買 する こと が で きま すし 、 後 列 の キャ ラク タ 
ー は 、 呪 文 また は 弓 や スリ ング の よう な 飛び 道具 
で 攻 買 が で きま す 。 こ うし た 世界 の 中 で 、 プ レー 
ヤー は 与え られ た 使命 を 果たし て いく 〈 の で す 。 


この ゲー ム に 付属 し て いる も の 
この ゲー ム に は 、 次 の も の が 付属 し て いま す 。 パ ッ 
ケー ジ を 開け た ら 、 ま ず 内 容 と 確認 し て くだ さい 。 

・ マ ニュ アル | 部 

・ デ ィ ス ク 3.5 イ ンチ また は 5 イン チ フ ロッ ピー 

ディ スク 3 枚 

この ゲー ム は 、NEC の PC-9801VM、UV 以 降 と 
P C-9821 シ リー ズ に 対応 し て いま す 。FM サ ウン 
ド ボ ー ド 以外 に GM 音 源 と MT-32 の MID] 普 源 
対応 し て いま す 。MIDI ボ ー ド は ロー ラン ド 社 
MPU-PC98 IT また は 同等 品 に 対応 し て いま す 。 
フロ ッ ピ ー 起 動 も で きま す が ハ ー ド ディ スク に イン 
スト ー ル する こと も 可能 で す 。 ゲ ー ム を スム ー ズ に 
進行 させ る た め に は ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル 
し て プレ イ す る こと を お 勧め し ます 。 





フロ ッ ピ ー で の 超 動 

フロ ッ ピ ー で の 起動 の 場合 、 ゲ ー ム デー タ の セ 
ー プ ・ ロ ー ド が シス テム ディ スク の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク に 対し て 行わ れ ま す 。 初 期 デ ー タ を 保存 し て 
お きた い 場 合 は 、 あ ら か じ め MS-DOS の 
DISKCOPY コ マン ド を 使用 し て 、 シ ステ ム デ ィ ス 
ク の バッ クア ッ プ を 取っ て お いて くだ さい 。MS 一 
DOS の DISKCOPY コ マン ド の 使い 方 は 、 お 手 
持ち の MS 一 DOS の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
シス テム ディ イス ク の バッ クア ッ プ が 済ん だ ら 、 パ ッ 
クア ッ プ し た ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ ト し て 、 デ 
ー タ ディ スク # 1 を ドラ イブ 2 に セッ ト し 、 リ セッ ト ボ 
タン を 押し て くだ さい 。 し ば らく する と 「 ア イ ・ オ プ ・ 
ザ ・ ビ ホル ター II 」 が 自動 的 に 立ち 上 が り ま す 。 





ハー ド デ ィ スク で の 起動 

快適 な プレ イ を 楽し むために も ハー ド デ ィ スク で 
プレ イ す る こと を お 勧め し ます 。 し か し 、 ハ ー ド ディ 
スク に イン スト ー ル する に は MS 一 DOS の 知識 が 
ある 程度 必要 で す 。 誤操作 で 起こ っ た トラ ブル に 
対し て 弊社 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 自信 の 
無い 方 は 避け た ほう カ よ いで し ょ う 。 


ハー ド デ ィ スク へ の イン スト ー ル 方 法 
1 . ハー ド デ ィ スク か ら バ パー ジョ ン 3.1 以 上 の MS 
ーDOS を 起動 し ます 。 
2 . イ ンス トー ル を 行う ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 
に 移動 し ます 。 
例 . ハー ド デ ィ スク の A ドラ イブ に 
DARKMOON と いう サ プ デ ィ レ クト リ を 作 
っ て 、 そ こ に イン スト ー ル する 場合 
>A : リタ ー ン キー 
>MD DARKMOON リタ ー ン キー 
>CD DARKMOON リタ ー ン キー 
3 . システム ディ スク を ドラ イブ 1 に 入れ ます 。 こ 
の と き ド ライ ブ 1 が C ド ライ ブ だ っ た ら 、 次 の よう 
に キー ボー ド か ら 入力 し ます 。 
>C : INSTALL C: リ ター ン キ ー 
ドラ イブ 1 が B ド ライ ブ だ っ た ら 次 の よう に キー 
ボー ド か ら 入 力 し ます 。 
>B : INSTALL B : リタ ー ン キー 
あと は 画面 の 指示 に し た が っ て ディ スク を 入れ 
換え て くだ さい 。 
※ 注 意 イン スト ー ル プロ グラ ム を 起動 する 
と き は 、 必 ず イ ンス トー ル 先 の ディ レ 
クト リ に 移動 し て 、 そ こ か ら 起 動 し て 
くだ さい 。 


イン スト ー ル の 作業 が 完了 し た ら 、 デ ー タ ディ スク 
# 2 を ドラ イブ 1 また は 2 に 入れ て 〈 だ さい 。 次 に 
プロ グラ ム が イン スト ー ル し て ある ディ レク トリ に 移 
動 し て 、 キ ー ボ ー ド か ら 「START」 と 入 力 し リタ ー ン 
キー を 押し て くだ さい 。 し ば らく 〈 す る と 「 ア イ ・ オ プ ・ 
ザ ・ ビ ホル ター II 」 が 立ち 上 が り ます 。 

※ 注 意 プロ グラ ム の 実行 に は 640KByte 
(552960Byte) 以上 の 空き メモ リ を 必要 と し ます 。 
メモ リ が 不足 し て いる 場合 は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 
ー な ど 登 録 を し て いな い MS 一 DOS の シス テム フ 
ロッ ピー を 作成 し て 、 そ の フロ ッ ピ ー か ら 起 動 し 
て くだ さい 。MS 一 DOS の シス テム フロ ッ ピ ー の 作 
り 方 は お 手持 ちの MS 一 DOS の マニ ュ ア ル を ご 覧 
くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ 

この セッ ト ア ッ プ を 行う こと に より 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 
(16 色 256 色 ) の 変更 、FM サ ウン ド ボ ー ド の 使 
用 二 未 使 用 .MIDI 音 源 (未 使 用 .GM 音 源 
MTー32) の 変更 、 マ ウス の 使用 未 使 用 な ど 
細か い 設 定 が 可能 で す 。 

た だ し 、 ア ナ ロ グ 16 色 の 機種 で 256 色 に 設定 し て 
も 自動 的 に 16 色 モー ド で 起動 し ます し 、MIDI ボ 
ー ド が 無い の に MIDI 音 源 を 選ん で も 自動 的 に 
FM 音源 で 起動 し ます 。 


セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム の 起動 方 法 

1. MS 一 DOS を 起動 し ます 。 

2.SETUP.EXE の 入っ て いる ディ レク トリ (ハー 
ド デ ィ スク の 場合 は イン スト ー ル し た ディ レク ト 
リ 、 フ ロッ ピー の 場合 は と ステ ム デ ィ ス ク の 入っ 
て いる ドラ イブ ) に 移動 し ます 。 

3 . キー ボー ド よ り 「SETUP」 と 入力 し て リタ ー ン キ 
ー を 押し て くだ さい 。 

4 . カ ー ソ ルキ ー の 1 」 で 変更 し た い 項 目 を 反 
転 きせ 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 リ ター ン 
キー を 押す た びに 内 容 が 変わ り ます 。 

5 . 各 項目 の 内 容 を 変更 し た ら 「 設 定 終了 」 を 選 
択 し て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 





クイ ックス ター ト の 方 法 

と りあ え ず 遊ん で みた いと 言う 方 は 、 ク イッ クス ター 
トト 用 の セー ブ デ ー タ を 使用 し て 遊ぶ こと が で きま 
す 。 こ の セー ブ デ ー タ は 4 人 の 冒険 者 が すでに 
いま すか ら 、 面倒 な キャ ラク ター の 作成 を 省略 し 
て ゲー ム の 雰囲気 を と りあ え ず 味わう の に は も っ て 
こい で す 。 ア ニメーション の イン トロ ダク ショ ン を マ 
ウス の クリ ッ ク ま た は キー を 押し て 抜け て くだ さい 。 
メイ ン メ ニュ ー の "セー ブ ゲ ー ム か ら 始 め る "を 選 
択 し 、 一 番 上 の "QUICK START PARTY" を 選べ 
ば ゲー ム を 始め られ ます 。 も し 自分 の オリ ジ ナ ル 
の キャ ラク タ 一 を 作成 し た いな ら 、 メ イン メニ ュー 
か ら " 新 し く パ ー テ ィ ー を 作っ て 始め る "を 選ん で 
くだ さい 。 


「 ア イ ・ オ プ ・ ザ ・ ビ ホル ダー」 か ら の 
パー ティ ー コ ン バ ー ト 方 法 
「 ア イ ・ オ プ ・ ザ ・ ビ ホル ダー」 か ら の パー ティ ー コ 
ン バ ー ト に は 、MS 一 DOS の COPY コ マン ド を 使 
用 いし ます 。COPY コ マン ド の 使用 方 法 は 、 お 手 
持ち の MS 一 DOS の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
1. 前 作 の デー タデ ィ ス ク 中 に ある 
「E0BDATA.SAV」 と いう ファ イル を COPY コ 
マン ド を 使用 し て 「 ア イ ・ オ ブ ・ ザ ・ ビ ホル ダ 
ー II」 の 入っ て いる ディ レク トリ (ハー ド デ ィ ス 
ク の 場合 は イン スト ー ル し た ディ レク トリ 、 フ ロ 
ッ ピ ー の 場合 は シス テム ディ スク の 入っ て い 
る ドラ イブ ) に コピ ー し ます 。 
2 .「 ア イ ・ オ プ ブ ・ ザ ・ ビ ホル ダー TI 」 を 起動 し ま 
す 。 
3 . メ イン メニ ュー か ら "EOBI か ら の コン バー 
トド "を 選択 し ます 。 
4 . し ば らく する と コン パー ト 画 面 が 立ち 上 が り 
ます の で 、 コ ン パ ー ト し た い キ ャ ラク タ を 選択 
し ます 。 
5 . 選択 し 終わ っ た ら 「0K」 を 押し て 下さ い 。 コ 
ン パ ー ト で き な い アイ テム や 魔法 を 削除 し た 
後 、 ゲ ー ム が 始ま り ます 。 








マウ ス の クリ ッ ク と は ? 
この マニ ュ ア ル 内 で は 、“ マ ウス を クリ ッ ク す る “と 


いう 表現 を 頻繁 に 使い ます 。" ク リッ ク “ と いう の は 、 


マウ ス の カー ソル を 必要 な 場所 へ と 移動 きせ 、 
マウ ス の 右 、 ま た は 左 の ボタ ン を 押す こと を 意味 
し ます 。“ 右 クリ ッ ク “ は マウ ス の 右 ボ タン を 、 左 クリ 
ッ ク は 左 ボタ ン を 押す こと を 表し ます 。 


キー ボー ド を 使用 する 場合 

この マニ ュ ア ル は 、 ほ と ん ど マ ウス を 使っ て の プ 
レー を 中 心 に 書か れ て いま す が . アイ ・ オ プ ・ ザ ・ 
ビ ホ ル ダ ー II は キー ボー ド の み で も 遊ぶ こと が で 
きま す 。 


キャ ラク ター メイ ク 時 に は 、 ま ず カ ー ソ ルキ ー を 
使っ て 選択 ボッ クス (明る < 表示 され る 部 分 ) を 動 
か し 、 選 択 し た い オ プシ ョ ン に 合わ せま す 。 そ し て 
リタ ー ン キー を 押し て 選択 し て 下さ い 。 


ゲー ム 中 、 キ ャ ラク ター が * 手 に 持っ て いる か 、 持 
ち 物 と し て 持っ て いる アイ テム の うち 、 ど れ か ひと 


つが アイ テム 選択 ボッ クス に 囲ま れ て いま す 。W、 


A、S、Z の 各 キ ー を ちょ うど カー ソル キー の よう に 
し て 使い 、 ア イ テ ム 選択 ボッ クス を 動か し て くだ さ 
い 。 


… ア イ テ ム 選択 ボッ クス を 上 に 動か す 
… ア イ テ ム 選択 ボッ クス を 左 に 動か す 
… ア イ テ ム 選択 ボッ クス を 右 に 動か す 
… ア イ テ ム 選択 ボッ クス を 下 に 動か す 


nup= 


キャ ラク ター が 手 に 持っ て いる アイ テム を 選ぶ に 
は 、 右 に 示し た 画面 写真 に 対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー を 押し て 下さ い 。 手 に 持っ た アイ テム は 、 
"メイ ン 画 面 T の キャ ラク ター 肖像 の 横 に 表示 さ 
れ て いま す 。 ま た 、“ 装 備 画 面 " で も 手 の グ ラフ ィ ッ 
ク の 横 の 灰色 の ボッ クス に 表示 され ます 。 





パー ティ ー の メン バー 隊列 を 変更 し た い 場合 に 
は 、 シ フト キー を 押し な が ら 変 更 し た い キ ャ ラク タ 
ー の うち の ひと り に 対応 する ファ ンク ショ ン キ ー を 
押し て 下さ い 。 次 に これ も シフ トキ ー を 押し な が ら 、 
も う ひ と り の キャ ラク ター に 対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー を 押し ます 。 こ れ で この ふた り の キャ ラク タ 
ー の 位置 が 入れ 替わる こと に な り ま す 。 


“ 拾 ず (G)、“ 捨 て る "(D)、“ 投 げ る "(T)、“ 操 
作 す る "(M) な ど と いっ た コマ ンド は 、 マ ウス を 使 
用 し た 場合 の だ クリ ッ ク と 同様 の 働き を する こと 
に な り ま す 。 こ うい っ た コマ ンド を 出す に は 、 ア イ テ 
ム 選 択 ボ ックス を コマ ンド の 対象 と な る アイ テム 
か 、 あ る い は アイ テム を 置き た い 場 所 に 合わ せ 、 

それ ぞ れ の コマ ンド に 対応 し た キー を 押し ます 。 


メイ ン 画 面 で は 、“ 使 の コマ ンド キー(U) を マ 
ウス の 右 クリ ッ ク と 同様 に 使用 し ます 。 こ れ に は 、 
武器 を 使っ て 敵 を 攻撃 する 、 呪 文 の 書 を 開く 、 魔 
法 の アイ テム を 使用 する 、 ボ ーション (飲み 薬 ) を 
飲む 、 と いっ た 動作 も 含ま れ ま す 。 ア イ テ ム を 使用 
する に は 、 キ ャ ラク ター が 手 に 持つ て いる アイ テ 
ム ( キ ャ ラク ター の 肖像 の 横 に 表示 され て いま 
す ) に 選択 ボッ クス を 合わ せ 、“U" キ ー を 押し て 
下さ い 。 








キー ボー ド を 使用 し て 呪文 を 唱え る に は 、 ま ず ス 
ベル プ ブック に 選択 ボッ クス を 合わ せ 、"U" キ ー を 
押し ます 。 呪 文 メ ニュ ー が 開き ます か ら 、 こ こ で 唱 
えた い 呪 文 の レベ ル を 、1 か ら 6 の 数 字 キ ー で 選 
び ま す 。 こ の 時 、 テ ン キ ー で は な く 〈、 キ ー ボ ー ド の 
数 字 キ ー を 押し て 下さ い 。 こ れ で 選ん だ レベ ル 
の 呪文 が 表示 され ます か ら 、" く "また は ">" キ ー 
で カー ソル を 唱え た い 呪 文 に 合わ せ て 下さ い 。 ス 
ペー スキ ー を 押せ ば 、 選 ん だ 呪文 を 唱え る こと 
が で きま す 。 


“装備 画面 "を 開く に は 、“I" キ ー を 押し て 下さ い 。 


"装備 画面 "と "キャ ラク ター 画面 "を 切り 替え る 
に は 、"P" キ ー を 押し て 下さ い 。 


“"C" キ ー で 、 キ ャ ンプ メニ ュー が 開き ます 。 カ ー ソ 
ルキ ー で 選択 ボッ クス を 動か し 、 希 望 の オプ ショ 
ン に 合わ せ て リタ ー ン キー を 押し て 下さ い 。 ま た 、 
キャ ンプ メニ ュー の ほとん どの オプ ショ ン に は 、 シ 
ョ ー ト カッ トキ ー が 用 意 き され て いま す 。 


パパ パーティー を 移動 させ る に は 、 テ ン キ ー を 使用 し 
ます 。 メ イン 画面 の 移動 ボタ ン に 対応 する キー を 
押す と 、 そ の 方 向 に 移動 し ます 。 つ まり "8" キ ー な 
ら 前 進 、"2" キ ー な ら 後 退 、"7" な ら 左 へ 向き を 変 
える 、 と いっ た 具合 で す 。 





テン キー に よる 操作 
7 : 左 を 向く 8 : 前 進 9 : 右 を 向く 
4 : 左 へ 移動 5: 後 退 5: 右 へ 移動 


2: 後退 


キー ボー ド に よる 操作 





W : 選択 ボッ クス を 上 に 移動 

A : 選択 ボッ クス を 左 に 移動 

S : 選択 ポッ クス を 右 に 移動 

Z : 選択 ボッ クス を 下 に 移動 

F1 一 F6 : キャ ラク ター を 選択 

シフ トキ ー 

十 F1 一 F6 : キャ ラク ター の 位置 変更 

G : メイ ン 画面 の 床 に ある アイ テム を 
谷 う 

D : メイ ン 画面 の 床 に アイ テム を 
捨て る 

T : メイ ン 画 面 で アイ テム を 投げ る 

M : メイ ン 画 面 内 で 何 か を 操作 する 


(ボタ ン を 押す 、 レ バー を 引く な ど 。 
メイ ン 画 面 内 で 床 以外 の 位置 に あ 
る アイ テム に 対し て は 、“" 拾 3" と し 
て も 機能 ) 

U : メイ ン 画 面 で アイ テム を 使用 (攻撃 、 
アイ テム の 使用 、 呪 文 メニ ュー を 開 
く 、 飲 み 薬 を 飲む な ど ) 

1-6 : 呪文 レベ ル の 選択 

< : 呪文 カー ソル を 下 に 移動 

> : 呪文 カー ソル を 上 に 移動 

スペ ー ス キー : 呪文 を 唱え る 

1 : 装備 画面 の 開閉 

P : 装備 画面 の キャ ラク ター 画面 の 切 
VER 

C : キャ ンプ メニ ュー を 開く 





キャ ンプ メニ ュー 時 の ショ ー ト カッ トキ ー 
R : 休息 する 

M : 呪文 を 記憶 する 

P : 祈り を 捧げ る 

S : スク ロー ル を 書き 写す 

G : オプ ショ ン 

E/ESC : EXIT 

















戦闘 早わかり 

敵 を 攻撃 する に は 、 キ ャ ラク ター が 武器 を 手 に 
持つ て いて 、 な お か つ そ の 武器 が 使用 可能 の 状 
態 に な けれ ば な りほ せん 。 手 に 持っ た 武 虹 の グラ 
フィ ッ ク が 灰色 に な っ て いる 場合 は 、 そ の 武器 は 


使用 で き な い こと を 表し て いま す 。 そ う で な い 場 合 、 


その 武器 は 使用 可能 の 状態 に ある こと に な り ま 
す 。 


敵 を 攻 繋 する に は 、 メ イン 画面 上 で 使用 可 
能 の 状態 に ある 武器 を 右 クリ ッ ク し て 《 だ さ 
い 。 こ の と き 誤 つ て 左 ク リッ ク し て し まう と 、 敵 を 
攻撃 する 代わ り に 武器 を 装備 か ら 外し て し 
まう こと に な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


武 竹 を 手 に し て いる か ら と いっ て 、 常 に その 武器 
が 使用 可能 状態 に ある と は 限ら な いこ と に 注意 
し て 〈 だ さい 。 た と えば 、 両 手 武器 を 装備 し て いる 
場合 も う 一 方 の 手 に 他 の アイ テム を 持た せ 、 使 
用 可能 の 状態 に する こと は で きま せん 。 両 手 武 
器 を 使用 中 に は 、 も う 一 方 の 手 は 灰色 で 表示 さ 
れ て いま す 。 ア イ テ ム を こち ら の 手 に 持た せる こと 
は で きま す が 、 灰 色 で 表示 され た 手 に 持っ た アイ 
テム は 使用 可能 状態 に な ら な いわ け で すか ら 、 
何 の メ リッ ト も あり ませ ん 。 





キャ ラク ター の 使用 する 武器 





は 、 大 別して 3 種 


類 の も の が あり ます 。 接 近 戦 用 武器 、 投 て き 武 笑 、 


飛び 道具 で す 。 


接近 戦 用 武器 ( 剣 、 浴 な ど ) を 持っ た キャ ラク タ 
ー は 、 前 列 に 位置 し て いる 場合 の み 、 敵 を 攻撃 
する こと が で きま す 。 メ イン 画面 で 、 キ ャ ラク ター 
の 肖像 が 上 の 段 に 表示 きれ て いる キャ ラク ター 
が 、 前 列 の キャ ラク ター に な り ま す 。 そ の 他 の キ 
ャ ラクター は 、 後 列 に いる も の と 思っ て 下さ い 。 





ダー クム ー ン 寺院 の 衛兵 





投てき 武器 、 飛 び 道 具 を 装備 し て いる キャ ラク タ 
ー は 、 ど の 位置 か ら で も 攻撃 する こと が で きま す 。 
投てき 武器 で 敵 を 攻 屋 する に は 、 メ イン 画面 上 
で 使用 可能 状態 に ある 武器 を 右 ク リッ ク し て 〈 だ 
さい 。 戦 闘 終了 後 、 投 げた 武 問 を 拾い に 行か な く 
て は な り ま せん 。 








飛び 道具 に は 、“" 弾 "が 必要 と な り ま す 。 た と えば 
号 を 使う に は 、 矢 筒 の 中 に 矢 が 入っ て いな けれ 
ば なり ませ ん 。 ス リン グ 用 の 石 は 、 そ の キャ ラク タ 
ー の 装備 画面 内 で あれ ば 、 ど こ に 置か れ て いて 
も 構い ませ ん 。 飛 び 道 具 で 敵 を 攻撃 する に は 、 メ 
イン 画面 上 で 使用 可能 状態 に ある 武器 を 右 クリ 
ッ ク し て 〈 だ さい 。 戦 闘 終了 後 、 落 ち て いる " 弾 "を 
谷 い 、 装 備 画面 に 置き な お し て や る 必要 が あり ま 
す 。 


武器 0 使 用 可 能 状态 、 武 器 下 CO) 攻 紧 、 武 器 0) 
移動 に 関し て は 、17 ペ ー ジ の "冒険 を 始め る "を 
。 装 FRE RN er を 






参照 し て だき さい 。 戦闘 シス テム の 』 細 に つい て 
は 、47 ペ ー ジ の "冒険 に お ける 戦術 "を 参照 し て 
くだ さい 。 





呪文 の 唱え 方 早わかり 

魔術 師 や 僅 介 は 、 戦 闘 や 治療 を 魔法 の 力 で 行 
3 更 文 の 使い 手 で す 。 呪 文 の 使い 手 は 、 呪 文 を 
準備 する た め に 休息 し な けれ ば な り ま せん 。 呪 文 
を 記憶 、 あ る い は 神 か ら 授かる と 、 呪 文 は 準備 状 
態 と な り ま す 。 し か し 、 呪 文 は 一 度 使 っ て し まう と 、 


使い 手 は 唱え 方 を 
だ さい 。 彼 ら は 再び 
ば な ら な い の で す 。 


ぶれ て し まう こと に 注意 し て く 
息 し 、 呪 文 を 準備 し な けれ 






厳し い 戦い が 予想 きれ る 場合 に は 、 戦 い の 
前 に 魔法 使い 、 僧 偶 に 呪文 を 準備 きせ る た 
め に 休息 さき せ て くだ さい 。 


魔術 師 は 、 自 ら の スペ ルプ ブッ ク に 新た な 呪文 を 
書き 込む た め に 、 新 た な 呪文 を 探す 事 に 人 生 を 
費やし ます 。 彼 ら は 呪文 を 使用 する 前 に 、 記 憶 し 
て お か な けれ ば な り ま せん 。 


僧 偶 と 高 レベ ル の パラ ディ ン は 、 呪 文 を 授かる た 
め に 祈り ます 。 こ れ は 、 彼 ら の 呪文 が 神 か ら 与 え 
られ る も の で ある か ら で 、 魔 術 師 の よう に 呪文 を 
記憶 する わけ で は な い の で す 。 


呪文 を 準備 する に は 、“ キ ャ ンプ メニ ュー" を 開き 、 


"呪文 を 記憶 する "、 あ る い は "祈り を 捧げ る "の オ 
プシ ョ ン を 選択 し て くだ さい 。 複 数 の キャ ラク ター 
が 呪文 を 記憶 、 あ る い は 授 か れ る 場合 どの キ 
ャ ラク ター に 呪文 を 準備 させ る か を 選択 し て くだ 
さい 。 呪 文 リス ト の 上 方 に 表示 され る 呪文 の レベ 
ル を 表す 数 字 を クリ ッ ク し 、 次 に 準備 し た い 呪 文 
の 名 前 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 こ れ を その 呪文 の 


使い 手 が 知っ て いる すべ て の レベ ル で 繰り 返し 、 


"EXIT" ボ タン を クリ ッ ク し て キャ ンプ メニ ュー に 
戻っ て 下さ きい 。 こ れ を 全て の 呪文 の 使い 手 に つ 
いて 繰り 返し ます 。 


こう し て すべ て の 呪文 を 使え る キャ ラク ター に つ 
いて 、 準 備 す る 呪文 を 選択 し 終え た ら 、" 休 息 " を 
選択 し て て だ さい 。 キ ャ ラク ター は 、 選 択 さ れ た 呪 
文 を 準備 し ます 。 こ れ 以 後 、 パー ティ ー が 休息 を 
と る ご と に 、 呪 文 の 使い 手 た ち は 同 じ 呪 文 を 準備 
する こと に な り ま す 。 


パー ティ ー が 冒険 を 経験 し 、 呪 文 の 使い 手 に 異 

な る 呪文 を 準備 させ た い 場 合 に は 、 キ ャ ンプ メニ 

ら " 呪 文 を 記憶 する "、“ 祈 り を 捧げ る "を 選 

備 す る 呪文 を 一 遇 消し て か ら 、 
再び 新た に 準備 させ る 呪文 を 選ん で 下さ い 。 





呪文 は すべ て 、 メ イン 画面 で 唱え られ る こと 
に な り ま す 。 呪 文 を 唱え る に は 、 メ イン 画面 上 
で 、 魔 術 師 の スペ ルプ ッ ク 、 僧 伺 の ホー リ 
ー シ ン ボル を 右 ク リッ ク し て くだ さい (この と き 
誤っ て 左 ク リッ ク し て し まう と 、 呪 文 を 唱え る 
代わ り に スペ ルプ ブッ ク 、 ホ ー リ ー シ ン ボル を 
装備 か ら 外 し て し まう こと に な り ま す の で 注 
意 し て くだ さい )、 呪 文 メ ニュ ー が 画面 下部 
の コン パス の 所 に 表示 され ます 。 唱 えた い 
呪文 の レベ ル を 選択 し 、 次 に 呪文 を 選択 し 
ます 。 そ の 呪文 が パー ティ ー の メン バー に 
向け た も の な ら 、 呪 文 の 対象 と な る キャ ラク 
ター の 肖像 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


魔法 の 準備 に 関す る 詳細 は 、23 ペ ー ジ の "キャ 
ンプ "を 参照 し て くだ さい 。 魔 法 の 唱え 方 に 関す 
る 詳細 は 、17 ペ ー ジ の "冒険 を 始め る "を 参照 し 
て 《 だ さい 。 各 呪文 の 効果 に 関し て は 、34 ペ ー ジ 
か ら の “呪文 "を 参照 し て くだ さい 。 





ATINGSRRENDFR 5 
ウォ ー タ ー デ ィ ー プ の 首長 た ちの 魔術 願 問 、 ケ ル ベ ン ・ プ ラッ クス タッ フ か ら 、 あ な た が た あて に 手 
紙 が 届い た 。 








ウォ ー タ ー デ ィ ー プ の 英雄 た ち へ 


謀 君 ら が 、 ウ ォ タ ー デ ィ ー プ の 地下 に 広がる 下水 道 で の 試 錯 を 乗り 越え た 
こと を 、 大 い に 圭 ば し 思う)。 我 が 市 の ヒー ラー た ち は 、 君 た ち を 瑞 び 戦え 
る 状態 に 回 板 さ せる の に 、 喜ん で 協力 し て くれ た の だ 。 ウォー ター ディ ー プ 
市 の 収穫 拓 に お いて 族 君 は 次 寅 と し て 迎え られ た そう ) で 、 こ れ ま た 喜ば し い 
こと だ 。 お祭 双 ぎ の 噂 は 私 の 耳 に も 入っ て お り 、 六 君 も 収穫 祭 を 楽し ん だ こ 
と と 思う)。 ま た 、 疾 君 が 地下 より 持ち 帰っ た 礎 束 的 遠 物 を 寄付 し て くれ た こ 
と に 、 才 が 市 の 学者 た ち は 大 い に 感 謝 し て いる 。 あの 老 物 や 鍵 、 そ し て 石造 
り の アイ テム を 華 完 す れれ ば 、 表 が 市 の 麻 丈 に 重 記 な 欧 見 を も た ら す こと が で 
きる だ ろう 。 

さて 、 残 欠 な こと に 、 我 が 市 を 用 か すす 可能 性 の ある 事件 が 再び 起き た 。 こ 
この と ころ 、 市 の 北 、 そ し て 西 に ある 村々 で 、 村 人 た ち が 行 方 不明 に な っ て 
いる と いう 噂 が 吹か れ て いる の だ 。 表 々 は また 、 浅 い 基 矢 に 埋 非 され た 前 毅 
が 人 欧 見 され た と いう 報告 を 受け 取っ て いる 。 邪 如 な 軍 芝 と 古代 の 着 物 が 、 こ 
の 事件 に 関わ っ て いる 可能 性 が ある の だ 。 

こう し た 事件 の 起き て いる 市 の 北方 な ら び に 西方 地域 に 、 諸 君 が 進 ん で 調 
査 に 赴 い て くれ る こと を 期待 し て いる 。 この 手 抵 と 共に 、 我 々 の 懸念 の 元 と 
な っ た 書類 を 同封 する 。 諸君 の 放 の 準 代 は 、 有 既に 差 っ て いる 。 
FELIMZ, 


BHENA 
ケル ベン 

















AANFTIINBERE 
ケル ベン は 、 手 紙 と と も に ウォ ー タ ー デ ィ ー プ 市 守備 隊長 オル テッ ク の 報告 書 を 同封 し て いた 。 








プラ ックス タッ プ 記 


ウォ ー タ ー デ ィ ー プ 市 付近 で 、 再 び 面 倒 が 起こ っ て いる よう な の で ご 報知 
Welle Eee, 

大 年 恒例 の 収穫 奈 の 後 、 守 備 隊 は いつ も の よう に 、 行 方 知れ ず に な っ て い 
る 酔っ 払い ども の 技 索 を 行ない まし た 。 DEP, Kuba rd 
か ら そ 札 て 一 竹中 の 路地 で 、 ひ っ くり 返っ た 馬車 の 残 融 を 発見 し た の で す 。 

HARCHULIANALLUHTIEMUTEN, ELnAFLUFEnMm 
が 残さ れ て お り ま し た 。 LayL, 中 は 同率 の 傍ら で 革 を 食 ん で お り 、 御 者 の 
財布 は コイ ン で いっ ぱい で し た 。 2Z0HPESELENnSETHAU, ba 
イン も 奪わ な か っ た と いう こと は 、 こ の 事件 が 半 な る 物 取 り の 犯行 で な いこ 
と を 示し て お り ま す 。 KZEOAWBRLKENLTLEENTT, 

未 々 の トラ ッ カ ー は 、 得 車 か ら 和 柔らか い 妙 地 へ と 続く 役 か な 競 の 導 跡 を た 
どっ て いき まし た 。 その 効 地 で 、 傘 か が 重たい 荷物 を 運ん で いた か の よう な 、 
RKIRAET-VORKUERINAELK, この 馬 訓 を 攻 事 し た 者 は 、 戦 開 
の 後に 乗客 を 運び 去っ た に 科 い あり ませ ん 。 

付近 を 披 索 し まし た が 、 北 方 の 地面 が 現 く な っ て いる あたり で 足 丈 を 操る 
こと が で き な く な りり まし た 。 投 索 の 容 一 の 成 素 は 、 犯 人 の 逃 道 に 沿っ た 茂み 
の 下 に 落ち て いた 木 規 の 小さ な 箱 で し た 。 箱 の 中 に は 、 羊 で 共 丁 され た 日 基 
が 入っ て お り 、 その 日 甘 の 茎 交 は 、 あ の 変わ り 者 の 学者 、 ウ ェ ン トリ ー・ ケ ル 
ソー の も の だ っ た の で す 。 

私 は 過去 、 ケ ルソー の 日 庄 が 役 に 去っ た 事例 を 知っ て お り ま し た 。 か の 日 
甚 こ を 、 ウ ォ ー タ ー デ ィ ー プ の 地下 の 下水 道 に お ける 邪悪 な 有 成 の 存在 を 
RAWHELTOHHLAAENTLKk. し か し 、 市 で 起き た 送 め いた 事件 
に 対す る ケル ソー の 悪 麻 的 な 調査 は 、 一 度 な ら ず 、 私 の 部 下 の 悩 み の 種 と な 
っ た こと も 確か で す 。 









































INLIIAFNYJ-DERETFR, Ri, RASIUTNV-DnHALHL 
通す こと に し まし た 。 HITZODHRERIEIEN, BRTuUshErA 
で し た 。 なぜ な ら 、 そ の 内 谷 は 、 不 吉 な 出来 事 を 予感 させ る も の だ っ た か ら 
で す 。 日 誌 に は 、 恐 る べき 出来 事 と 非常 な を 圭 っ た 、 あ る 前 物 に 関す る 記 
述 が あり まし た 。 さ ら に 、q 邪 志 な 幻 湖 と 、 地 下 浅 くに 理 葛 さ れ た 道 削 に 関し 
て も 者 か れ て いま すす 。 こ の こと は 、 和 私 の 部 下 が 報 告 し た 、 市 北部 で の 才 怪 な 
茶 欧 事件 に 関連 が ある の で し ょ うか ? 

私 の 情報 源 は 、 か の 学者 ケル ソー が 収穫 祭 の 最後 の 夜 退 くに 、 同 車 に 乗っ 
て いる の を 月 茎 さ れ た こと を 確認 し まし た 。 収穫 祭 の 周 に ケル ソー に 会 っ た 
人 々 は 、 彼 が 新しい 代 の 調査 に つい て 苦し て いた と 証言 し て いま す 。 私 は 、 
彼 の 日 誌 の 内 容 と その 暗示 する 角 成 を 、 本 物 と 考え る べき だ と 皿 い ます 。 

この 事件 は 、 ま だ ウォ ー タ ー デ ィ ー プ に 直接 の 家 成 を 与え を る に は いた っ て 
いま せん の で 、 生 備 隊 の 管 幕 外 で す 。 その た め 、 妃 に お 手 的 を 差し 上 げた 次 
第 で あり ます 。 ま た 、 日 甘 全 部 を お 送り する 代わ り に 、 関 連 の ある 項目 の 写 
し を 同封 いた し ます 。 所 が この 日 甘 を お 読み に な り 、 こ の 事件 が 市 や 市 氏 の 
角 成 と な ら な いよ う 必 要 な 措置 を 取ら れる こと を 太 し て お り ま す 。 








ua 


オル テッ ク 





ウォ ー タ ー デ ィ ー ブ 市 
守备 队长 
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AT7ı7N)- 7NY-DABH 
ケル ベン は 、 風 変わ りな 学者 一 自称 、 有 名 な 考古 学者 ー- ウ ェ ン トリ ー・ ケ ルソー の 日 誌 の うち 、 重 要 
と 思わ れる 部 分 を 抜 出し た 写し も 同封 し て いた 。 








日 誌 356 よ り 

私 が ウォ ー タ ー デ ィ ー プ の 下水 道 か ら 6 中 
い 出 そう と し て いる と き 、 特 に ツル ツル し た 石 
で 手 が す べ っ た 。 私 は 落下 し な が ら 、 石 が 滑 
りや すか っ た の は 私 の 手 か ら の 出血 の せい 
で ある こと に 気がつい た 。 私 は まっ さか さま に 
盛り 土 へ と 激突 し 、 頭 は 大 き な 石 に ぶつ か っ 
た 。 視 界 が 薄れ て いく の を 感じ た 。 

何時 間 そ こ に 横たわっ て いた の か は わか ら 
な い 。 突 然 、 暖 か い 感 じ が 体 中 を 流れ た 。 ゆ 
っ <《⑩ 目 を 開け る と 、 目 の 前 に は ロー プ を まとっ 
た 大 き な 人 影 が 、 こ の 世 の も の と は 思え な い 
光 に 背後 か ら 昭 され な が ら 立 っ て いた 。 ま ぶ 
し い 光 の 中 で 、 フ ー ド の つい た ロー ブ の 下 に 
整っ た 顔 だ ちの 輪郭 と 、 黒 い 肌 だ けが 垣 間 
見 えて いた 。 


「 も うだ いじ ょ うぶ だ 。 私 の 助け な し で は 、 お 前 
が 死ん で し まっ て いた こと は 間違い な い 。 だ か 
ら 私 が 助け て や っ た の だ 」 


私 は 頭 に 手 を や っ た 。 相 変わ ら ず ズ キ ズ キ と 
痛み は し た が 、 頭 か ら も 手 か ら も 出血 は し て い 
な いよ うだ っ た 。 私 は 話 そう と し た が 、 す ぐに は 
言葉 が 出 な か っ た 。 


「 私 を 救っ て くれ た の は 立派 な 行い だ が 、 私 
に 何 を し て 欲し いん だ ?」 


その 人 影 は 少し ば か り 大 き 〈 な り 、 フ ー ド の 下 
の 目 が 赤く 輝い た よう に 思え た 。 


「 私 が お 前 に 求め る の は 、 集 中 し て これ を 見 
る こと の み だ /」 


その 人 物 は 手袋 を し た 手 を 開く と 、 そ の 手 の 


ひら を まだ ズ キ ズ キ し て いる 私 の 頭 に 当て た 
の だ っ た 。 そ の 晶 間 、 私 は 、 強 烈 な 幻影 に 圧 
倒さ れ た 。 


私 は いつ の ま に か 森 の 中 に いた 。 空 は どん よ 
り と 半 っ て いる 。 森 の 中 に は 小さ な 村 が あっ た 。 
農民 た ち は ボ ロボ ロ の 服 を まとい 、 村 の 中 を 動 
いて いた 。 あ る 者 は 物 を 売り 、 仲 間 と 話 を し 、 あ 
る い は た だ ブラ ブラ と 細い 未 舗装 の 道路 を 
歩い て いる 。 銀 の 星 の 飾り の つい た 娠 い ガ ウ 
ン を まとっ た 女性 が 、 村 の 広場 の 端 で 農民 と 
立ち 話 を し て いる 。 

村 を 取り 巻く 森 の 中 で 、 黒 い 人 影 が 動い 
た 。 ロ ー ブ を まとっ た その 人 影 は 、 森 の 端 か ら 
村 の 広場 へ 向け て 、 ゆ っ <0 と 移動 し た 。 広 場 
に 着く と 人 影 は 、 井 戸 を 碧 っ て いる 低い 建物 
に 登っ た 。 人 影 は 手袋 を し た 手 で 、 キ ラキ ラ と 
KL R)EIETWT. 


トー ザッ ク の 住民 た ちよ /」 と 、 彼 は 叫ん だ 。 
「 聞 く が よい /」 


農民 た ち は 、 声 の する 方 に 向き 直る と 、 ざ わ め 
き 立 っ た 。 幾 人 か は 人 周 に 近づき 、 ま た 幾 人 
か は 後 ず き っ た 。 


「 今 この 瞬間 か ら 、 私 が お 前 た ちの 支配 者 で 
ある / 抵 抗 は 許さ ん /」 


住人 た ちの うち 、 あ る 者 は あけ すけ に 笑い 、 あ 
る い は この 人 物 を 仁 っ た 。 し か し 大 部 分 は 、 こ 
の 男 を 無視 し て 歩き 去 ろ うと し た 。 そ の うち 、 ひ 
と り が 進み 出る と 言っ た 。 


「 と ころ で お 前 さん は 何者 な ん だ い ? 俺 た ちの 
新しい 支配 者 っ て の が どなた 様 な ん だ か 、 お 

















顔 で らい 拝見 し た いも の だ ぜ /」 


その 人 物 は 、 空 いて いる 方 の 手 で フー ド を 脱 
い だ 。 ほ っ そり と し た エル プ の 上 顔 は ドロ ー( ダ 
ー ク エル フ の 工 称 ) 特 有 の 青黒 肌 の 色 に 
よっ て 損 わ れ て いた 。 ダ ー ク エル フ の 戦士 は 、 
尊大 な 態度 で 、 恐 ろ し い 顔 を し て 農民 た ち を 
威圧 し た 。 

村 は 静寂 に つつ まれ た 。 農 民 た ちの 多く は 、 
その 場 に 凍り 付い た よう に 立ち 尽く し た 。 何 人 
か は 石 を 拾い 上 げた も の の 、 と て も それ を 投 
げ る 勇気 は な か っ た 。 

星 の 飾り の つい た ガウ ン を まとっ た 女性 が 、 

両手 を 複雑 な パタ ー ン で 動か し な が ら 大 股 
に 進み 出 た 。 
「 嗜 黒 の 戦士 よ 。 私 の 町 で 、 お 前 が 生き た 人 
間 を 支配 する こと な ど あ りえ な い /」 彼 女 が 両 
手 を す 速 く 前 方 に 突き 出す と 、 魔 法 の エネ ル 
ギー で で きた 飛翔 体 が 、 父 慢 な ドロ ー に 向 
か っ て 放 た れ た 。 

ドロ ー は 、 ち ら っ と 邪悪 な 歯 を みせ て 微笑 む 
と 、 腹 の 底 か ら 笑 い 声 を 響かせ た 。 彼 が うん 
ぎり し た よう に 輝く 《 妙 を 振る と 、 魔 法 の エネ ル 
ギー の 飛翔 体 は 跡 か た も な く 消え 去っ た 。 

この 女性 の 攻撃 に 勇気 づけ られ て 、 村 人 
の 幾 人 か が 石 を ドロ ー に 向っ て 投げ つけ た 。 
石 の ほとん ど は は ずれ た が 、 ひ と つが ダー ク 
エル フ の 類 に 当たり 、 類 が 切れ た 。 ド ロー は 
手袋 を し た 手 で 、 め っ < り と 傷口 を な ぞ り 、 そ の 
手 を 見 た 。 そ こ に は わずか な 血 が に じん で い 
た 。 狂 人 の よう な 彼 の 目 が 、 憎 し み に 燃 え 上 
が っ た 。 


「 抵 抗 は 許さ ん 、 と 言っ た は ず だ /」 


村 を 取り 巻く 森 の 中 か ら 、 多 く の 暗黒 の 戦 
土 た ち が 突 撃 し て きた 。 魔 術 師 の 女性 は 、 憶 
て て 呪文 を 唱え よう と し た が 、 唱 え 終わ る 前 に 
矢 に 当たっ て 倒れ た 。 村 人 た ちの ある 者 は 多 


げ よ うと 、 ま た 残り は 戦 お うと し た が 、 結 果 は 同 
じ だ っ た 。 村 は 完全 に 破壊 され 、 村 に いた も 
の は 全員 が 切り 殺さ れ 、 ひ と り と し て 生き 残っ 
た 者 は いな か っ た 。 

私 の 幻影 は ここ で 終わ っ た 。 私 は 、 例 の 大 
き な 石 の 上 に 頭 を 乗せ た 状態 で 目覚 め た 。 
頭 は 以前 に も 増し て 痛ん だ が 、 な ん と か 生き 
の び た よ うだ 。 


日 誌 378 よ り 

私 の 次 の 調査 の 目的 は 、 幻 叉 の 中 で 見 
た 、 あ の 揮 の 由来 と 隠し 場所 を 捜し 当て る こ 
と で ある 。 あ の 娠 は ドロ ー の 文化 の 遺物 の よう 
で あり 、 大 変 な 学術 的 価値 が ある に 違い な い 。 
まず トー ザッ ク の 村 を 見 つけ る こと だ 。 


日 誌 381 よ り 

私 の 見 た 幻影 を 思い 出し て みる に 、 あ の 村 
は ウォ ー タ ー デ ィ ー プ 付近 の どこ か だ っ た に 
違い な い 。 あ の 小屋 の 屋根 の ふき 方 は 、 昔 、 
ウォ ー タ ー デ ィ ー プ 北方 の 気 し い 村 々 で よく 
見 られ た も の だ 。 ま た 、 井 戸 の レン ガ を 作る の 
に 使わ れ て いた 粘土 の 色 は 、 市 の 北方 、 東 
方 の 小川 で よく 見 か ける も の だ 。 市 の 記録 が 、 
この 村 の 位置 の 解明 に 、 光 を 投げ か け て 〈 れ 
る こと だ ろう 。 


日 誌 399 よ り 

私 は 、 市 の 財政 局 の 記録 保管 所 で の 調 
査 を 開始 し た 。 ウ ォ ー タ ー デ ィ ー プ の 首長 た 
ちの 統治 が 始ま っ て 以来 の 記録 に は トー ザ 
ッ ク の 村 に つい て 言及 し た も の を 見 つけ る こと 
は で き な か っ た 。 


日 誌 408 よ り 

私 が 、 そ の 非常 に 古い 税 に 関す る 記録 を 
発見 し た の は 、 も う 調 査 を や め て 、 あ の 出来 
事 すべ て を まぼろし と し て 片付け て し まお うか 、 
と 思い 始め た と きだ っ た 。 
その 記録 に は 、 次 の よう な 記述 が あっ た 。 

















トー ザッ ク 卿 

我々 の 記録 に よる と 、 あ な た の 領民 3 名 が 、 ま 
だ 今年 の 年 買 を 収め て お り ま せん 。 こ の 件 に 
関し て 、 調 査 を お 願い で きま す で し ょ うか ? 次 
の 新 月 まで に 、 新 し い 通 商 協定 に つい て の 
話し 合い を する た め に お 会 いし た いと 思い ま 


私 は また 、 税 務 器 あて の 次 の よう な 手紙 も 発 
見 し た 。 


RER 我々 は 、 指 示さ れ た 道順 どおり に 進ん だ 
の で す が 、 何 も 発見 する こと は で きま せん で し 
た 。 村 も トー ザッ ク 帰 も 、 影 も 形 も あり ませ ん で 
し た 。 考 え 得る の は 、 村 の 住人 全員 が どこ か 
へ 移住 し 、 移 動 に 先立っ て 村 を 破壊 し つく し 
た 、 と いう 可能 人 性 で や らい な も の で す …… 


この 手紙 に は 、 村 へ の 道順 も 町 し て あっ た 。 こ 
れ は 大 き な 前 進 で あり 、 村 と 娠 の 発見 は 、 時 
間 の 問題 と な っ て きた / 


日 誌 420 よ り 

愛す る ミル ティ イン ダ に 別れ を 告げ た 後 、 私 
は 探索 行 を 開始 し た 。 物 資 は 十分 で 、 期 侍 
に 胸 は 高鳴る 。 


日 誌 427 よ り 

つい に 村 の 跡 らし きも の を 発見 し た 。 木 造 
の 建物 は 残っ て いな い が 、 石 造り の 建物 の 
跡 の 配置 は 、 幻 叉 の 中 の あの 村 と 完全 に 一 
致す る 。 村 の 広場 だ っ た 場所 に は 、 大 き な 木 
が 生え て いる 。 そ の 木 の 大 き さ か らし て 、 村 が 
破 圭 さ れ た の は 、 か な り 茸 だ っ た に 違い な い 。 


日 誌 429 よ り 
私 の 調査 の 助け と し て 、 地 元 の が イド を 刻 
つた 。 イ ン サ ル と いう 名 の ハー フリ ング だ 。 以 


前 に 雇っ た ガイ ド と 同様 、 イ ン サ ル は 非常 に 
知 任 が 低い 。 こ の 地域 の 森 は 狼 で あふ れ て 
いる よう だ 。 我 々 は 、 移 動 し つづ け て 、 な る べく 
狼 の 興味 を 引か な いよ うに し な けれ ば な ら な 
が つた だ た 。 


日 誌 431 よ り 

我々 は 、 浅 く 、 ぞ ん ざい に 掘ら れ た 墓穴 を い 
《 つ か 発見 し た が 、 死 体 は 最近 理 め られ た も 
の ば か り で 、 従 っ て トー ザッ ク の 人 々 で は あり 
えな い 。 こ の 地域 に は 誰 も 住ん を で いな いよ う で 、 
喜ば し いこ と で ある 。 な ぜ な ら 人 々 は 、 い つも 
我々 の 邪魔 を し 、 考 古 学 上 の 適切 な 調査 を 
此 し くす る か ら だ 。 私 は 、 こ の 地域 で 、 地 下 の 
ドロ ー の 遺跡 な ら 釣 も まだ そこ に ある 可能 性 も 
ADD, 


日 誌 451 よ り 

今夜 、 ふ た り の 女 戦士 が 、 我 々 の キャ ンプ 
に 次 を 現 わ し た 。 私 は 、 付 近 の 地下 遺跡 、 ま 
た 揮 の 目撃 談 に つい て 話 を 聞こ うと し た 。 し か 
し 、 彼 女 た ち は 非 協 力 的 な の か 、 本 当 に 何 も 
知 ち ない の か 、 役 に 立つ 情報 を 得る こと は で 
き な か っ た 。 イ ン サ ル が 彼女 た ち に 色目 を 使 
っ つた の で 、 女 戦士 た ち は む っ と し て 立ち 去っ た 。 


日 誌 456 よ り 

私 は 、 ド ロー の 遺跡 の 存在 を 示す 何 か が 
地上 に な いか どう か 探索 し た が 、 何 も 見 つか 
ら な か っ た 。 ウ ォ ー タ ー デ ィ ー プ に 戻っ て 物資 
を 補給 し た ら 、 こ の 地域 の 建物 で 、 地 下 の ド 
ロー の 建造 物 を 隠し て いる よう な も の が な い 
か どう か を 調査 せ ね ば な る まい 。 

私 は 、 旅 の 速度 を 上 げ る た め 、 イ ン サ ル を 
解雇 する こと に し た 。 彼 は 不満 そう だ っ た が 、 
安物 の 光 物 と 銭 つい た 武器 、 へ こん だ 銅 貸 
数 枚 を 報酬 と し て 払っ た 。 巡 が よけれ ば 、 愛 
する ミル ティ ンダ と 収穫 祭 を 一 緒 に 過ごす の 
に 間に合う か も し れ な い 。 


























選択 ウィ ンド ゥ 











キャ ラク ター 作成 画面 写真 





キャ ラク ター を 作る 
パー ティ ー は 、4 人 の キャ ラク ター で 編成 され ま 


す 。 つ まり 、 ひ と つの パー ティ ー を 編成 する の に は 、 


4 人 の キャ ラク ター を 作ら な けれ ば な ら な いわ け 
で す 。 置 険 を うま く 進め る た め に は 、 種 族 と クラ ス 
が うま く ッ クス され た パー ティ ー を 編成 する こと が 
大 切 に な り ま す 。 フ ァ イ タ ー、 パ ラディ ン 、 レ ンジ ャ 
ー と いっ た 戦士 系 の キャ ラク ター は 、 行 〈 手 に 立 
ち は だ か る モン スタ ー を 就 散 ら す た め に 必要 に 
な り ま す 。 僧 人 や 魔術 師 は 、 魔 法 の 力 で クエ スト 
の 進行 を 助け ます 。 億 伺 は 、 治 療 や 防御 系 の 魔 
法 を 持ち 、 魔 術 帥 は 神秘 的 な 力 で 敵 を 攻撃 し ま 
す 。 冒 険 の 途中 で 鍵 の 掛か っ た ゲー ト に ぶつ か 
り 、 ゲ ー ト を 開け る た め の 鍵 も な く 、 そ れ 以 上 進め 
な く な っ て し まっ た 、 と いう よう な 場合 に は 、 盗 賊 が 
活躍 し ます 。 

ここ で は 、 新 し く パ ー テ ィ ー を 作る 方 法 を 簡単 に 
説明 し ます 。 パ ー テ ィ ー を どの よう な 構成 に する 
か に つい て は 、25 ペ ー ジ の “キャ ラク ター と パー 


ティ ー" を 参照 し て くだ さい 。 

新しい キャ ラク ター を 作る に は 、 ま ず キ ャ ラク ター 
作成 画面 で 、4 つ ある キャ ラク ター ボッ クス の ひと 
つ を クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 キ ャ ラク ター ボッ クス を 
選択 し た ら 、 キ ャ ラク ター の 種族 、 性 別 、 ク ラス 、 
属性 、 そ し て 肖像 を 決め て 下さ きい 。 途 中 で 決め 
た 要素 を 変更 し た い 場 合 に は 、"BACK" を 押せ 
ば ひと つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


種族 

この ゲー ム に は 、 次 の 6 つの 種族 が 用 意 き れ て 
いま す 。 

HUMAN( 人 間 ) や ELF( エ ルフ ) 

#%# HALF-ELF( ハ ー フ ェ ル 7) % DWARF (ドワーフ ) 
GNOME(/—A) HALFLING( ハ ー フ リン グ ) 
それ ぞ れ の 種族 に 、 長 所 や 短所 が あり ます 。 
種族 に よっ て 、 選 べ る クラ ス も 異な り ま すし 、 体 力 、 
知恵 と いっ た 基本 能力 に も 影響 を 与え ます 。 詳 
細 は 、27 ペ ー ジ の "種族 "を 参照 し て くだ さい 。 
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クラ ス 

クラ ス と は 、 職 業 の こと で す 。 種 族 に よっ て は 複 
数 の クラ ス を 兼ね る こと も で きま す が 、 基 本 的 に 6 
種類 の クラ ス が 選べ ます 。 

党 FIGHTER(77T2 一 ) RANGER( レ ンジ ャ ー) 
合 PALADIN( パ ラディ ン ) MAGE (魔術 師 ) 


“CLERIC (僧侣 ) 学 THIEF (AR) 

冒険 に 必要 と な る スキ ル を 得る た め に 、 パ ー テ ィ 
ーー に は 色々 な クラ ス の キャ ラク ター が 必要 と な り 
ます 、 た だ し 、 パ ラディ ン は 属性 が イ ビ ル の キャ ラ 
クタ ー の いる パー ティ ー に は 加え る こと は で きま せ 
ん 。 パ ー テ ィ ー に すでに イ ビ ル の 属性 を 持つ キャ 
ラク ター が いる 場合 に は 、 パ ラディ ン を 作る こと は 
で きま せん 。 詳 し く は 、27 ペ ー ジ の "クラ ス " を 参 
昭 し て くだ さい 。 


属性 

属性 と は 、 そ の キャ ラク ター の 生き か た 、 周 囲 の 
人 々 に 対し て どう 振る 銘 う か 、 と いっ た 人 生 哲 学 
の よう な も の で す 。 キ ャ ラク ター の クラ ス に よっ て 
は 選べ な い 属 性 も あり ます が 、 共 本 的 に は 以下 
の 9 種類 が あり ます 。 

学 LAWFUL GOOD( ロ ー フ ル ・ グ ッ ド ) 
“NEUTRAL GOOD( ニ ュー トラ ル ・ グ ッ ド ) 
CHAOTIC GOOD( ケ イオ ティ ッ ク ・ グ ッ ド ) 
&LAWFUL NEUTRAL( ロ ー フ ル ・ ニ ュー トラ ム ) 
TRUE NEUTRAL( ト ゥ ルー・ ニ ュー トラ ル ) 
&CHAOTIC NEUTRAL( ケ イオ ティ ッ ク ・ ニ ュー トラ ル ) 
“LAWFUL EVIL( ロ ー フ ル ・ イ ビル ) 
NEUTRAL EVIL( ニ ュー トラ ルイビル) 
CHAOTIC EVIL( ケ イオ ティ ッ ク ・ イ ビル ) 
属性 に つい て の 詳し いこ と は 、29 ペ ー ジ の " 属 
性 "を 参照 し て くだ きい 。 























キャ ラク ター の 肖像 

キャ ラク ター を 作る 際 に 選ん だ 肖像 は 、 ゲ ー ム 
中 、 そ の キャ ラク ター を 表わす グラ フィ ッ ク と し て 
使わ れ ま す 。 肖 像 の 横 に ある 矢印 を クリ ッ ク し て 、 
肖像 を 変え る こと が で きま す 。 気 に いっ た 肖像 を 
見 つけ た ら 、 肖像 の 上 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 キ ャ 
ラク ター の 肖像 が 決定 され ます 。 


能力 値 

キャ ラク ター の 肖像 を 選ぶ と 、 コ ンピュータ ー が 
その キャ ラク ター の 能力 値 を 決め ます 。 こ の 一 連 
の 数 値 は 、 キ ャ ラク ター の 生ま れつ き の 能 力 、 身 
体 機能 を 表し ます 。 キ ャ ラク ター は 、 以 下 の 6 種 
類 の 数 値 を 能力 と し て 持っ て いま す 。 

京 体力 (STRENGTH : STR) 

京 知性 (INTELLIGENCE : INT) 

& ANER (WISDOM : WIZ) 

Rs Fl& (DEXTERITY : DEX) 

PR (CONSTITUTION : CON) 

«WE I) (CHARISMA : CHA) 

詳し は 、29 ペ ー ジ の "能力 値 " を 参照 し て くだ さい 。 
プレ ー ヤ ー は 、 コ ンピュータ ー の 決め た 能力 値 
を 変更 し た り 、 キ ャ ラク ター を キー プ で きま す 。 こ 
れ は 、 能 力 変更 / キ ャ ラク ター キー プ 画 面 で 行 
いま す 。 


その 他 の 数 値 

キャ ラク ター は 、 そ の 他 に も 次 の よう な 数 値 を 持 
つて いま す 。 

アー マー クラ ス (ARMOR CLASS : AC) 

※ ヒ ッ ト ・ ポ イン ト (HIT POINT : HP) 
レベ ル (LEVEL : LVL) 

これ ら の 数 値 に 関す る より 詳し い 説明 は 、30 ペ ー 
ジ " そ の 他 の パラ メー ター" を 参照 し て くだ さい 。 





能力 の 変更 と キャ ラク ター の キー プ 





REROLL( 数 値 を 決め 直す ) 一 これ を 選 . ぶ と 、 
全て の 数 値 が 決め 直さ きれ ま す 。 


MODIFY( 能 力 値 を 変更 する ) 一 能力 値 と ヒッ 
ト ・ ポ イン ト を 変更 する こと が で きま す 。AD&D 
テー ブル トー ク で 自分 が 使っ て いる キャ ラク ター 
と 同じ 数 値 を 持た せ た り する 場合 に 使っ て くだ さ 
い 。 能 力 値 の 変更 を する に は 、“MODIFY" を 選 
択 し た あと 、 変 更 し た い 能 力 を クリ ッ ク し て 〈 く だ さい 。 
その 後 、 十 /ー- ボ タン を クリ ッ ク し て 、 能 力 値 を 変 
更 し ます 。 変 更 し 終わ っ た ら 、"OK" ボ タン を クリ ッ 
ク し て 〈 だ さい 。 


FACES( 肖 像 の 変更 )ー"FACES" ボ タン を ク 
リッ ク す れ ば 、 そ の キャ ラク ター の 肖像 を 変更 す 
る こと が で きま す 。 


KEEP( キ ャ ラク ター の キー プ ) 一 "KEEP" ボ タ 
ン を クリ ッ ク す る と 、 キ ャ ラク ター を パー ティ ー に 加 
える こと が で きま す 。 


キャ ラク ター を キー プ し た ら 、 そ の キャ ラク ター に 
名 前 を 付け て 下さ きい 。 名 前 を 付け 終わ れ ば 、 そ 
の キャ ラク ター は パー ティ ー に 加わ り ま す 。 


キャ ラク ター の 削除 

"PLAY" を 選ん で ゲー ム を 始め る 前 に 、 キ ャ ラ 
クタ ー を 削除 する こと が で きま す 。 キ ャ ラク ター を 
削除 する に は 、 削 除 し た い キ ャ ラク ター の 肖像 を 
クリ ッ ク し て か ら 、"DELETE~ ボ タン を クリ ッ ク し 
で くだ さい 。 


パー ティ ー を 編成 し 終わ っ た ら 

4 人 の キャ ラク ター を 作り 終え る と 、 パー ティ ー の 
メン パー の 肖像 の 下 に "PLAY" ボ タン が 表示 
され ます 。 こ れ を クリ ッ ク す れ ば 、 ゲ ー ム を 始め る 
こと が で きま す 。 


NPC( ノ ンプ レー ヤー キャ ラク ター) に つい て 
NPC と は 、 プ レー ヤー が 作っ た キャ ラク ター で は 
な く 、 ス トー リー の 展開 に 伴っ て 次 場 す る キャ ラク 
ター た ち で す 。 ゲ ー ム の 展開 に よっ て 、 最 高 2 人 
まで の NPC が パー ティ ー に 加わ る 可能 性 が あり 
ます 。 司 険 を 進め る うち に 、 こ うし た NPC た ち が パ 
ー テ ィ ー に 加え て 〈 れ 、 と 中 し 出 て 《 る こと が あり ま 
す 。 プ レー ヤー が NPC た ち を 受け 入れ る と 、 通 
和 常 パ ー テ ィ ー の メン パー と 同じ よう に 、 プ レー ヤ 
ー が コン トロ ー ル する こと が で きる よう に な り ま す 。 
また 、NPC が アド バイ ス や 情報 を 与え て くれ る 場 
合 も あり ます 。NPC は 、 自 ら バ パー ティ ー を 離れ る 場 
合 も あり ます し 、 プ レー ヤー が いつ で も パー ティ ー 
か ら 外 すこ と も で きま す 。 
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隊 移し た キャ ラク クー 





メイ ン 画 面 2 ン 





冒険 を 始め る 

FEST が * と 泳 と ダー で は 、 上 の 写真 よう 
な メイ ン 画 面 で 、 ゲ ー ム を 進め ます 。 移動 、 戦 
開 、 呪 文 を 唱え る 、 擦 索 と いっ た 行動 は 、 す べ て 
この 画面 で 行ない ます 。 他 の 画面 を 開く 場合 に 
は 、 こ の メイ ン 画 面 の 一 部 に 重なる よう に 開場 
合 も あり ます 。 ま た 、 攻 撃 は この メイ ン 画 面 か ら の 
み 行 な うこ と が で きま す 。 装 備 画面 か ら は 攻撃 す 
る こと が で きま せん 。 

ゲー ム 中 、 画 面 の 上 方 に 表示 され て いる 2 名 の 
キャ ラク ター は 、 前 列 に いる キャ ラク ター た ち で 、 
下部 に いる 2 人 は 、 後 列 に 位置 し て いる キャ ラク 
ター で す 。 前 列 に は 戦士 系 の キャ ラク ター を 、 呪 
文 を 使う キャ ラク ター を 後列 に 配 し て お く と よい で 
し ょ う 。 


XTOFM 

モン スタ ー を 攻撃 する モンスター を 攻 繋 する に 
は 、 キ ャ ラク ター が 手 に 持っ て いる 武器 を 右 ク リ 
ッ ク し て くだ さい 。 近 接戦 闘 用 の 武器 ( 剣 、 メ イス 
等 ) で 攻撃 で きる の は 、 前 列 に 位置 し て いる モン 
スタ ー の み で す 。 後 列 に いる キャ ラク ター は 、 投 
て き 武 器 や 飛び 道具 ( 弓 、 ゲ ー ツ 等 ) で 攻撃 す 
る こと が で きま す 。 武器 を 使用 し て モン スタ ー を 攻 
壁 す る と 、 再 び 使用 可能 に な る まで その 武器 は 
灰色 の 影 が か か っ た よう に 表示 され ます 。 フ ァ イ 
ター、 パ ラディ ン 、 レ ンジ ャ ー は 、 ふ た つの 武器 
持っ て 攻撃 する こと が で きま す が 、 攻 撃 能 力 が 
落ち る 可能 性 が あり ます 。 


障害 物 を 壊す 障害 物 を 破壊 する に は 、 モ ンス 
ター を 攻撃 する の と 同様 に 、 手 に 持っ た 武器 を 
右 ク リッ ク し て 〈 だ さい 。 





キャ ンプ 画面 の 右 下 に ある "CAMP~ ボ タン を 
押す と 、 キ ャ ンプ メニ ュー が 開き ます 。 こ の メニ ュ 
ー で は 、 ゲ ー ム の セー プ ブ 、 音 の オン / オ フ 、 麻 法 
を 使う そ キャ ラク ター に 呪文 を 覚え させ る な どの オ 
プシ ョ ン が あり ます 。 詳 し く は 23 ペ ー ジ の "キャ ン 
プ " を 参照 し て くだ さい 。 


僧 但 の 呪文 を 唱え る キャ ラク ター の 持っ て い 
る 、 ホ ー リ ー シ ン ボル を 右 ク リッ ク し て 呪文 メニ ュ 
ー を 開い て くだ さい 。 メ ニュ ー で 呪文 の レベ ル を 
選び 、 表 示さ れ た 呪文 の 中 か ら 唱 えた いも の を 
選ん で く 〈 だ さい 。 パ ー テ ィ ー の メン パー を 呪文 の 
対象 と する 場合 は 、 か けた い キ ャ ラク ター の 肖像 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 






スク ロー ル ア ッ プ / 
ダウ ン ポ タン 








魔術 師 の 呪文 を 唱え る キャ ラク ター の 持っ て 
いる スペ ルプ ッ ク を 右 ク リッ ク し て 、 呪 文 メ ニュ ー 
を 開い て くだ さい 。 メ ニュ ー で 呪文 レベ ル を 選択 
し 、 表 示さ れ た 呪文 か ら 、 唱 えた いも の を 選ん で 
クリ ッ ク し て くだ さい 。 パ ー テ ィ ー の メン バー を 対 
象 と する 場合 に は 、 か けた い キ ャ ラク ター の 肖像 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


代 信 / 魔 術 師 の 巻物 を 使っ て 呪文 を 唱え る 
キャ ラク ター の 手 に 持た せ た 巻 物 を 、 右 クリ ッ ク 
し て 《 だ さい 。 こ うし て 呪文 を 唱え る と 、 使 っ た 巻物 
は な 〈《 な っ て し まい ます 。 


キャ ラク ター の 隊列 を 変更 する パー ティ ー 内 
の キャ ラク ター の 位置 を 変え る に は 、 ま ず ひ と り の 
キャ ラク ター の 名 前 を 右 ク リッ ク し 、 次 に 別 の キ 
ャ ラク ター の 名 前 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 こ れ で そ 
の ふた り の キャ ラク ター の 位置 が 入れ 替わり ます 。 


キャ ラク ター の ステ ー タ ス を チェ ッ ク す る キャ 
ラク ター の 肖像 が 普通 に 表示 され て いれ ば 、 
その キャ ラク ター は 意識 の ある 状態 で す 。 灰色 
の 影 が か か っ た よう に 表示 され て いる 時 、 そ の キ 
ャ ラク ター は 意識 を 欠 っ て いま す 。 肖 像 の 代わ り 
に 石像 が 表示 され て いれ ば その キャ ラク ター が 
石化 し て いる こと を 、 骸 骨 が 表示 され て いれ ば キ 
ャ ラク ター が 死ん で し まっ て いる こと を 示し ます 。 
キャ ラク ター の 名 前 の 部 分 が 明る く 〈 表 示さ れ て 
いる 時 は 、 毒 を 受け て いる か 、 麻 痺 し て いる 状態 
で す 。 


各 キ ャ ラク ター の ボッ クス を 取り 囲む よう に 細い 
線 が あり ます が 、 こ れ は 呪文 効果 ボッ クス で す 。 
その キャ ラク ター が 魔法 で 守ら れ て いる 場合 、 こ 
こ に 表示 され る の で す 。 呪 文 効果 ボッ クス が 黄 
色 〈 表 示さ れ て いる 場合 は 、 主 に 物理 的 な 攻撃 
( 剣 や 弓 な ど の 攻撃 ) に 対す る 防御 護法 が か け 
られ て いる こと を 表し 、 赤 く 表 示さ れ て いる 場合 に 
は 、 魔 法 に 対す る 防御 魔法 が か けら れ て いる こ 
と を 表し ます 。 黄 色 と 赤 が 交互 に 表示 され て いる 
場合 、 両 方 の 魔法 が 効果 を 持っ て いま す 。 


HP ゲー ジ の 色 も 、 キ ャ ラク ター の 状態 を 表し ま 
す 。 緑 な ら 、 キ ャ ラク ター は 多少 の 怪我 を し て い 
る 可能 性 は あり ます が 、 基 本 的 に 元気 で す 。 黄 
色 は 、 重 傷 を 負っ た 状態 で す 。 赤 な ら 、 キ ャ ラク 
ター は 意識 不明 で す 。HP を 数 字 表 示 に し た け 
れ ば 、 キ ャ ンプ メニ ュー の "環境 設定 "の と ころ 
で 変更 で きる よう に な っ て いま す 。 


ポー ショ ン ( 飲 み 薬 ) を 飲む キャ ラク ター の 手 
に 持た せ た ボ ーション を 、 右 クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 





アイ テム を 捨て る アイ テム を 左 ク リッ ク す る と 、 
動か せる 状態 に な りほ ます 。 そ し て その アイ テム を 、 
3D ウ イン ドウ まで 運び 、 も う 3 一度 左 クリ ッ ク し て くだ 
さい 。3D ウ イン ドウ の 半分 より 下 を クリ ッ ク す る と 、 
アイ テム を 床 面 に 置き 、 半 分 より 上 を クリ ッ ク す る 
と 、 ア イ テ ム を 投げ ます 。 


キャ ラク ター の 装備 を 見 る キャ ラク ター の 肖 
像 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 壮 備 画面 が 開き ます 。 


キャ ラク ター の 情報 を 見 る キャ ラク ター の 肖 
像 を クリ ッ ク し 、 さ ら に "次 の ペー ジ " ボ タン (ちょ う 
ど ペ ー ジ の 角 が めく れ た よう に 見 える 部 分 で す ) 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 キ ャ ラク ター 画面 が 開き ま 
す 。 


3D ウ ィ ン ド ウ 内 の 物 を 調べ る 3D ウ イン ドウ 内 
の 調べ た い 箇 所 ( 壁 の 落書 き 等 ) を 、 直 接 クリ ッ 
ク し て 〈 だ さい 。 メ ッ セ ー ジ ウィ ンド ウ 内 に 、 そ の 人 箇 
所 に 関す る 情報 が 表示 され ます 。 


飛び 道具 (弓矢 、 ス リン グ ) で 攻撃 する キャ ラ 
クタ ー が 手 に 持っ て いる 、 弓 、 ス リン グ を 右 クリ ッ 
ク し て 〈 だ さい 。 飛 び 道 具 を 準備 する に は 、 キ ャ ラ 
クタ ー の 利き 手 の ほ うに 武器 を 持た せ て 下さ い 。 
飛び 道具 で 攻撃 する ご と に 、 石 や 矢 が 自動 的 
に 消費 され ます 。 紀 の 場合 は 矢 筒 か ら 矢 が 、 ス リ 
ング の 場合 に は ベル ト ボ ー チ や バッ ク パ ッ ク か ら 
石 が 使わ れ て 行き ます 。 






投てき 武器 (ダガー、 ダ ー ツ ) で 攻撃 する キャ 
ラク ター の 手 に 持た せ た ダ ガー や ダー ツ を 右 クリ 
ッ ク し て くだ さい 。 手 に 持っ て いる ダガー や ダー ツ 
を 投げ た 後 、 了 予備 が あれ ば 自動 的 に ベル ト ボ ー 
ナチ か ら 補 充 き れ ま す 。 


ゲー ト を こじ 開け る 少し 開き か けた ゲー ト は 、 こ 
じ 開 ける こと が で きま す 。 ゲ ー ト の 一 番 下 の 部 分 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 自 動 的 に 、 パ ー テ ィ ー 内 
で 一 番 力 持ち の キャ ラク ター が 試み ます 。 
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移動 移動 カー ソル を クリ ッ ク す る か 、5 ペ ー ジ 
の "キー ボー ド に よる 操作 "の 説明 に 従っ て 、 キ 
ー ボ ー ド の キー を 使用 し て 移動 し て くだ さい 。 


方 角 を 知る 画面 中 央 下 に ある コン パス で 、 現 
在 パ ー テ ィ ー が 向い て いる 方 角 が わか り ます 。 現 
在 位置 の 把握 や マッ ピン グ に 利用 し て くだ さい 。 
呪文 メニ ュー が 開い て いる 場合 コンパ ス は こ 
の メニ ュー で 隠さ れ て 、 一 時 的 に 見 えな く な り ま 
す 。 


ゲー ト を 開け る ゲー ト の そば に ある レバ パー や ボ 
タン を クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 中 に は 鍵 の か か っ た 
ゲー ト や 、 良 の 仕掛 けら れ て いる ゲー ト も あり ます 。 
こう し た ゲー ト は 、 鍵 か 、 何 か 特別 な こと を し な け 
れ ば 開け る こと が で きま せん 。" ゲ ー ト を こじ 開け 
る "と " 鍵 を 外す "も 参照 し て くだ さい 。 


パラ ディ ン の 特殊 能力 に よる 治療 パラ ディ ン 
が 持つ て いる ホー リー シン ボル を 右 ク リッ ク し て 呪 
文 メ ニュ ー を 開き ます 。 そ こ で レベ ル 1 の "LAY 
ON HANDS" を 選ん で 下さ い 。 最 後に 、 対 象 と 
な る パー ティ ー の メン バー を クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 


鍵 を 外す シー フ 道 具 を 左 クリ ッ ク し て 鍵 の 上 
へ 持っ て いき 、 そ こ で も う 一 度 ク リック タ し て くだ さい 。 
ワナ が ある 場合 に は 、 自 動 的 に ワナ の 解除 も 試 
BET, 


ゲー ム の ポー ズ 画面 右 下 すみ に ある キャ ンプ 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 キ ャ ンプ メニ ュー が 
開き 、 ゲ ー ム は 一 時 的 に 止ま り ま す 。 


層 い キャ ラク ター を 守る 弱い キャ ラク ター は 、 
後列 に 配置 し て くだ さい 。 後 列 に いる キャ ラク タ 
ー が モン スタ ー の 近 距 離 攻 撃 を 受け る の は 、 前 
列 の キャ ラク ター が 戦闘 不能 状態 に な っ た 場 
合 か 、 モ ンス ター が ノ パーティー の 横 、 ま た は 背後 
か ら 攻 撃 し て いる 場合 の み で す 。 








ダー クム ー ン 寺院 の 入り ロ 





アイ テム を 手 に 持つ アイ テム を 左 ク リッ ク す る 
と 、 ア イ テ ム を 動か すこ と が で きる よう に な り ます 。 
そし て 、 そ の アイ テム を キャ ラク ター の 手 の 部 分 
まで 移動 させ 、 も う 一 度 左 ク リッ ク し て 〈 だ さい 。 ア 
イ テ ム は キャ ラク ター の 手 の 中 に 収まり ます 。 


アイ テム を 拾う アイ テム を 左 クリ ッ ク し て くだ さ 
い 。 次 に キャ ラク ター の 肖像 を クリ ッ ク し て 、 装 備 
画面 を 開き ます 。 ア イ テ ム を 保管 し て お きた い 場 
所 を 選ん で 、 そ の 部 分 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 そ 


の アイ テム が 身 に つけ られ る よう な も の で あれ ば 、 


装備 させ て や る こと も で きま す 。 ダ ンジ ョ ン 内 で は 、 
財宝 、 食 料 、 武 器 、 そ の 他 の アイ テム を 見 つけ る 
こと が で きま す 。 アイ テム を 拾う た め に は 、 そ の ア 
イ テ ム の すぐ 近く まで 行か な く て は な り ま せん 。 時 
に は 、3D ウ ィ ン ド ウ 内 に アイ テム が 見 えて いる が 、 
太 す ぎ て 拾え な い 、 と いう こと も あり えま す 。 


アイ テム を 投げ る アイ テム を 左 ク リッ ク し て 、3D 
ウイ ンド ウ 内 に 動か し ます 。 画 面 の 中 央 より 上 を 、 
も う 一 度 ク リッ クタ すれ ば 、 そ の アイ テム を 投げ る こ 
と が で きま す 。 ア イ テ ム を その 場 に 置き た い 場 合 
に は 、 画 面 の 中 央 より 下 を クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 こ 
の よう に し て アイ テム を 投げ る や り 方 は 、 ダ ガー や 
ダー ツ を 投げ て 敵 を 攻撃 する の と は 人 違う こと に 注 
意 し て くだ さい 。 


アン デッド の 退散 を 試み る 僧 介 、 ま た は パラ デ 
ィ ン の ホー リー シン ボル を 右 ク リッ ク し て 、 呪 文 メ 
ニュ ー を 開い て 下さ い 。 レ ベル 1 の リス ト の 中 か ら 、 
"TURN UNDEAD" を クリ ッ ク し ます 。 


ゲー ト の 鍵 を 外す パー ティ ー の 持っ て いる 亀 
を 左 ク リッ ク し て 、 ゲ ー ト の 鍵 の 部 分 へ 移動 させ 
て 〈 だ さい 。 そ こ で も う 一 度 ク リッ ク し ます 。 


紙片 を 見 る キャ ラク ター が 手 に 持っ て いる 紙 
片 を 、 右 クリ ッ ク し て くだ さい 。 











キャ ラク ター の 肖像 





パ バック パッ ク 














キャ ラク ター 
切り 替え ポタ ン 





ベル ト ボ ー チ 内 の 
アイ テム 








装備 画面 





装備 

装備 画面 に は 、 全 て の アイ テム が 表示 され ます 。 
キャ ラク ター の パッ ク パ ッ ク 、 ベ ルト ポー チ 内 の 
アイ テム は 、 使 3 準備 が 整っ て いな い ア イ テ ム で 、 
その まま で は 役に立ち ませ ん 。 身 に 付け て いる か 、 
手 に 持っ て いる アイ テム は 準備 が 整っ つて いる と み 
な され 、 そ の アイ テム の 持つ 利益 、 不 利益 が キ 
ャ ラク ター に 影響 を 与え る こと に な り ま す 。 


ZWEIT TORTE 

別 の キャ ラク ター を 表示 する キャ ラク ター 切り 

替え ボタ ン ( 矢 印 の 形 を し て いま す ) を クリ ッ ク す れ 

ば 、 他 の キャ ラク ター の 装備 を 見 る こと が で きま す 。 


矢 筒 内 の 矢 の 数 を 調べ る 矢 筒 の 上 に 表示 さ 
れ て いる 数 字 は 、 そ の キャ ラク ター の 持っ て いる 
矢 の 残り 本 数 を 示し て いま す 。 矢 を 拾っ た ら 、 矢 
筒 の 上 で クリ ッ ク し て 矢 筒 の 中 に 入れ る こと が で 
きま す 。 


キャ ラク ター 画面 に 切り 替え る 次 の ペー ジ ボ 
タン を クリ ッ ク す れ ば 、 キ ャ ラク ター 画面 に 切り 替 
わり ます 。 
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空腹 ゲー ジ キャ ラク ター が 空腹 な と き に は 、 空 
腹 ゲ ー ジ が 普 色 く な り ま す 。 人 負え の 状態 に 近く な 
る と 、 赤 く 表示 され ます 。 こ の ゲー ジ が な く 〈 な る と 、 
錠 え の 状態 に な っ た こと を 表し ます 。 キ ャ ラク ター 
が 負え て いる と 、 呪 文 を 記憶 し た り 、 祈 っ た りす る 
事 が で き な 〈 な り ます 。 


食べ る 食料 を クリ ッ ク し て 、 食 器 の と ころ へ 持っ 
て 行き 、 も う 一 度 クリ ッ ク し て くだ さい 。 こ れ で 食料 
を 食べ た こと に な り ます 。 空 腹 ゲ ー ジ は 、 そ の キャ 
ラク ター が どの 程度 空腹 な の か を 表し ます 。 


他 の キャ ラク ター に アイ テム を 渡す まず 渡し た 
い ア イ テ ム を クリ ッ ク し 、 次 に キャ ラク ター 切り 替 
そえ ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 そ の アイ テム を 渡し た い 相 
手 を 表示 し ます 。 ア イ テ ム を 装備 、 ま た は 保管 し た 
い 場 所 を 選ん で 、 も う 一 度 ク リッ ク し て くだ さい 。 


アイ テム を 投げ る 準備 を 整え る 投てき 武器 は 、 
ベル ト ボ ー チ に 保管 し て くだ さい 。 現 在 手 に 持っ 
て いる 投てき 武器 を 使っ た あと 、 こ の ベル ト ボ ポー チ 
に し まっ て いる アイ テム が 自動 的 に 手 へ と 移り ます 。 








アイ テム を 準備 する アイ テム を 左 クリ ッ ク し て 、 
キャ ラク ター の 手 を 表す ボッ クス まで 移動 させ て 
くだ さい 。 も う 一 度 左 クリ ッ ク す れ ば 、 ア イ テ ム は 手 
の 中 に 入り 、 準 備 状態 に な り ます 。 


メイ ン 画 面 へ 戻る キャ ラク ター の 肖像 を クリ ッ 
ク す れ ば 、 メ イン 画面 へ と 切り 替わり ます 。 


アイ テム を 保管 する アイ テム を クリ ッ ク し て 、 バ 
ッ ク バ パッ ク ま で 運び ます 。 そ こ で も う 一 度 ク リッ ク す 
れ ば 、 ア イ テ ム は パッ ク バ ッ ク 内 に 収まり ます 。 パ 


ッ ク パ バック の 中 に ある アイ テム は 、 準 備 状態 で な く 、 


キャ ラク ター に な ん の 影響 も 与え な いこ と に 注意 
し て で くだ さい 。 


装備 を 身 に つけ る 装備 を 、 キ ャ ラク ター の 体 と 
線 で つなが っ て いる ボッ クス へ 動か し て 、 そ こ で 
クリ ッ ク し て 〈 だ さい 。 鎧 や 服 は 、 胴 体 の ボッ クス 
へ 装備 し ます 。 こ て 類 は 手首 、 指 輪 類 は 指 、 錯 
類 は 頭 、 ネ ッ ク レ ス は 首 、 菱 は 足 へ と 装備 し て く 
だ さい 。 





キャ ラク ター の 肖像 























キャ タク ター 
切り 替え ボタ ン 





能力 値 / ア ー マ ー ク ラス 














次 の ペー ジ ボ タ ン 


キャ ラク ター 面 画 





キャ ラク ター の 情報 


キャ ラク ター 画面 に は 、 そ の キャ ラク ター の クラ ス 、 


属性 、 種族 、 性 別 、 能 力 値 、 ア ー マ ー ク ラ 
ス 、 経 験 値 、 レ ベル が 表示 され ます 。 各 項目 に 
つい て の 詳し い 事 は 、25 ペ ー ジ の "キャ ラク タ 
ー" を 参照 し て くだ さい 。 


#329 -BIEIOOSRTE 

キャ ラク ター の 切り 替え キャ ラク ター 切り 替え 
ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 他 の キャ ラク ター に 切り 替え 
る こと が で きま す 。 


装備 画面 へ の 切り 替え 次 の ペー ジ ボ タ ン を 
クリ ッ ク す る と 、 装 備 画面 へ と 切り 替わり ます 。 


メイ ン 画 面 へ 戻る キャ ラク ター の 肖像 を クリ ッ 
ク す れ ば 、 メ イン 画面 へ 切り 替わり ます 。 
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キャ ンプ メニ ュー 


KAUFE 

休息 を 選ぶ と 、 パ パー ティ ー は 休息 し 、 治 療 や 呪文 の 
記憶 (また は 呪文 を 授かる た め の 祈 り ) を 行ない ま 
す 。 休 息 を 選ん だ 時 点 で 、 パ ー テ ィ ー 内 の 治療 能 
力 を 持つ キャ ラク ター に パー ティ ー の 治療 を 行わ せ 
る か どう か を 聞い て きま す 。 こ こ で Yes を 選択 する 
と 、 治 療 の 呪文 を 持つ キャ ラク ター は 、 ま ず 治 療 系 
の 呪文 を パー ティ ー 内 の 負傷 し て いる キャ ラク ター 
に か け 、 次 に 使っ た 治療 の 呪文 を 記憶 し 直す と 同 
時 に 、 記 憶 を 指示 され た 他 の 呪文 を 記憶 し ます 。 こ 
の と き 、 事 前 に 特に 指示 を し な いか きり 、 以 前 に 記憶 
し た の と 同じ 呪文 を 記憶 し ます 。 パ ー テ ィ ー の 休息 
する 長 さ は 、 記 憶 す る 呪文 の レベ ル と 数 に よっ て 決 
まり ます 。 


空腹 ゲー ジ が 空白 (負え て いる 状態 ) の キャ ラク タ 
ー は 、 何 か 食べ る まで 、 呪 文 の 記憶 を する こと が で 
きま せん 。 
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MELEEIETS 

この オプ ショ ン を 選 . ぶ と 、 魔 術 師 に 記憶 きせ る 呪文 
を 選ん だ り 、 現 在 どの 呪文 を 記憶 する よう に 設定 き 
れ て いる か を 見 る こと が で きま す 。 こ の オプ ショ ン を 選 
択 す る と 、 呪 文 記憶 メニ ュー が 開き ます 。 記 憶 さ きせ 
る 呪文 を 変更 し た いと き に は 、 こ の メニ ュー で レベ ル 
を 選択 し て くだ さい 。 そ の キャ ラク ター が 新た に 記載 
で きる 呪文 の 数 と その 名 前 が 表示 され ます の で 、 記 
人 憶 さ せ た い 呪文 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 呪 文 の 右 に 
表示 され る 数 字 は 、 そ の 呪文 を 何 回 分 記憶 し よ 移 
し て いる か を 表わし て いま す 。 記 憶 さ せる 呪文 を も う 
一 度 決め 直し た いと き に は 、 ク リア ボタ ン を レベ ル の 
違う 見 文 を 選択 し た い 場合 に は 、 そ の レベ ル の 数 
字 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 作 業 が 終わ っ た ら 、“EXIT” 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


BUEHEIFS 

僧 介 系 の 呪文 は 、 魔 術 師 の よう に 本 か ら 記憶 する 
も の で は な く 、 神 に 祈る こと に よっ て 与え られ る も の で 
す 。 こ の オプ ショ ン を 選 . ぶ こと で 、 僧 但 、 ま は 高位 の 
パラ ディ ン が どの 呪文 を 授かる か を 選ぶ こと が で 
き 、 ま た 、 現 在 どの 呪文 を 授かる よう に 設定 され て い 
る か を 見 る こと も で きま す 。 こ の オプ ショ ン を 選択 する 
と 、 呪 文 祈 刊 メ ニュ ー が 開き ます 。 授 か る 呪文 を 変 
更 し た いと き に は 、 こ の メニ ュー で 、 ま ず レ ベル を 選 
択 し て くだ さい 。 そ の キャ ラク ター が 新た に 授かる こ 
と の で きる 呪文 の 数 と その 名 前 が 表示 され ます の 
で 、 授 か り た い 呪 文 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 呪 文 の 右 
に 表示 され る 数 字 は 、 キ ャ ラク ター が 、 そ の 呪文 を 
何 回 分 授 か ろ うと し て いる か を 表わし て いま す 。 授 か 
る 呪文 もう一度 決め 直し た いと き に は 、 ク リア ポタ ン 
を 、 レ ベル の 培う 呪文 を 選択 し た い 場合 に は 、 レ ベ 
ル の 数 字 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 作 業 が 終わ っ た 
ら 、EXIT/ ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


スク ロー/ ル を スズ ペル フッ ク に 書き 写す 

巻物 か ら ス ペル プ ブック に 呪文 を 書き 写す 場合 に 
は 、 こ の コマ ンド を 選ん で 下 きい ぃ 。 そ の 巻物 に 書か れ 
て いる 呪文 の リス ト が 表示 され ます 。 








森 の 中 か ら 見 た ダー クム ー ン 寺院 





ARME 
サウ ンド の オン オフ や HP ゲー ジ の 数 字 プ グラ フ 
切り 替え な どの 設定 を 行ない ます 。 


機能 メニ ュー 

BGM ON/OFF 
効果 音 ON/OFF 
バー グラ フ 表示 ON/OFF 


バー グラ フ 表 示 一 ヒッ ト ・ ポ イン ト を 数 字 で 表示 す 
る か グラ フ 表 示 に する か を 設定 し ます 。 


プン ショ ン 
ロー ド や セー ブ を 行ない ます 。 


オプ ショ ン メ ニュ ー 
ゲー ムロ ー ド 
ゲー ム セ ー プ 
キャ ラク ター を 外す 
ゲー ム を 終了 する 


ゲー ムロ ー ド ー こ の オプ ショ ン を 選ぶ と 、 6 つの セー 
プ フ ァ イ ルス ロッ ト が 表示 され ます 。 セ ー ブ し た ゲー 
ム が あれ ば 、 そ こ に セー ブ 時 に つけ た ファ イル ネー 
ム が 表示 され ます 。 ロ ー ド し た い フ ァイル を 選ん 
で 、 ク リッ ク し て 〈 だ さい 。 


ゲー ム セ ー プ ー こ の オプ ショ ン を 選ぶ と 、 6 つの セー 
プ フ ァ イ ルス ロッ ト が 表示 され ます 。 ゲ ー ム を セー ブ 
し た い ス ロッ ト を クリ ッ ク し 、 フ ァイル ネー ム を 決め て 
リタ ー ン キー を 押せ ば ゲー ム は セー プ さ れ ま す 。 こ ま 
め に セー プ ブ を する こと を お 薦め し ます 。 


キャ ラク ター を 外す 一 NPC( 財 険 の 途中 で 、 パ ー 
ティ ー に 加わ っ た Non-Player Character- ノ ン ・ プ 
レー ヤー・ キ ャ ラク ター ) を 、 パ パー ティ ー か ら 外 し ま 
す 。 


ゲー ム を 終了 する ー ア イ ・ オ プ ・ ザ ・ ビ ホル ダー 
II を 終了 し ます 。 ゲ ー ム の 記録 を 残し た い 場 合 に 
は 、 終 了 す る 前 に 必ず ゲー ム の セー ブ を 行なっ て 
下さ い 。 


EXIT 
キャ ンプ メニ ュー か ら 抜 け て 、 メ イン 画面 に 戻り ま 
す 。 





AErF7II-UN-Fi-H 


キャ ラク ター 
パー ティ ー は 、 4 人 の キャ ラク ター で 構成 され て 
いま す 。 キ ャ ラク ター は 、 そ れ ぞ れ に 異な っ た 長所 
と 短所 を 持つ て いま す 。 キ ャ ラク ター は 、 種 族 、 ク ラ 
ス 、 各 種 能力 値 と いっ た パラ メー ター を 持っ て い 
ます 。 
この ゲー ム で は 、 6 つの 種族 か ら キ ャ ラク ター の 
種族 を 選べ ます 。 ド ワー フ 、 エ ルフ 、 ノ ー ム 、 ハ ー 
フェ ルフ 、 ハ ー フ リン グ 、 人 間 の 6 種類 で す 。 
クラ ス は 、 キ ャ ラク ター の 職業 を 表わす も の で す 。 
基本 と な る クラ ス は 、 倍 但 、 フ ァ イ タ ー、 レ ンジ ャ 
ー、 魔 術 師 、 パ ラディ ン 、 盗 賊 の 6 種類 で す 。 種 
族 に よっ て は 同時 に 2 つ 以 上 の クラ ス を 併せ 持 
つこ と も で きま す 。 複 数 の クラ ス を 同時 に 併せ 持 
つこ と を 、 マ ル チ ・ ク ラス と 呼び ます 。 レ ベル は 、 ど 
の 職業 に つい て も 最大 13 レ ベル まで 上 が り ま す 
が 、 種 族 に よっ て は それ 以下 の 場合 も あり ます 。 

E 力 値 は 、 そ の キャ ラク ター の 肉体 的 、 精 神 的 な 
能力 を 表わし て お り 、 体 力 、 知 性 、 知 恵 、 器 用 さ 、 
体質 、 魅 力 の 6 つが あり ます 。 


E73 

ドワーフ : ドワーフ は 背 が 低く 、 が っ し り し た 体 つ 
き の 人 間 に 近 い 種 族 で す 。 身 長 は 大 体 1 メー 
トル 20 セ ンチ か ら 1 メー トル 35 セ ンチ 程度 で す 
が 、 筋 肉質 の た め 、 体 重 は 70 キ ロ 前 後 も あり ます 。 
寿命 は 350 歳 か ら 450 歳 程度 で す 。 彼 ら は 、 人 金属 
細工 か ら 石 の 細工 まで 、 あ ら ゆ る 技術 に 優れ て い 
る こと で 知ら れ て いま す 。 ド ワー フ の 手 に よる 武器 
は 世界 中 の 市 場 で 高値 で 取り 引き され て いま す 
し 、 ド ワー フ の 装身具 は 、 一 国 の 王 の 身代金 に な 
りう る ほど の 値段 が つき ます 。 ド ワー フ は また 、 非 党 
に 勇気 が あり 、 粘 り 強 いこ と で 知ら れ て お り 、 そ れ 
は ほとん ど 和 狂信 的 な ほど で す 。 ド ワー フ は 生ま れ 
つき 魔法 に は 縁 が な く 、 呪 文 と ほとん どの 毒 に 対 
する 耐性 を 持っ て いま す 。 
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・ 龍 力 値 へ の 修正 ER ー/、 KkE 


ER TESIFR TER, 7P 19 — A, 77 
TS WERE FF II —  ZRE 
・ レ ベル の 上 旗 : WIE LRIL TO BE 


エル フ : エル フ は 人 間 に 似 て いま す が 、 い くら か 
背 が 低く 、 整 っ た 顔 だ ちと と が っ た 耳 で 容易 に 人 
間 と の 見 分 けが つき ます 。 彼 ら は 、1200 年 以上 生 
きる こと も 珍し く は あり ませ ん 。 エ ルフ は 、 文 明 の 栄 
える 地域 を 嫌い ます 。 自 然 の 美 し さ 、 歌 、 の ん き に 
遊び 回 る こと が エル フ の 喜び な の で す 。 見 知ら ぬ 
者 に 対し て は 、 し ば し ば 父 慢 で 冷た いよ うに 見 ら 
れる エル フ で す が 、 友 人 に 対し て は 非常 に 忠実 
な こと で 知ら れ て いま す 。 
どの クラ ス の エル フ も 小さ い 頃 か ら 弓 術 を 教え ら 
れ て いて 、 あ ら ゆ る 種類 の 弓 、 ロ ング ソー ド 、 シ ョ ー 
ト ソ ー ド を 使用 する 際 に は 、 十 1 の ボー ナス を 得 
る こと が で きま す 。 エ ルフ は 、 ス リー プ や チャ ー ム 
の 魔法 に 対し て 、 非 常に 強い 耐性 を 持っ て いま 
す 。 ま た 、 と イズ ・ デ ッ ド た の 呪文 は 、 エ ルフ に 対し て 
は 効力 を 発揮 し ませ ん 。 
BEDIENDBE:BERAA +1, KH 
zone. 一 1 
ER で きる クラ ス : WE, 771 I, BETEN, 
LI Dr BE, Tr I BENSER, 771 
9— BE BEMER/ ZRR, Fr 19 
ME ZRR 
-LRIDER WEHR LRUI2, ファ イタ 
ー…… レ ベル /2、 BER LNILI2 


ノー ム : ノー ム は 、 ド ワー フ の 遠い 同族 に あたり ま 
す が 、 ド ワー フ は ノー ム が 同族 で ある と いう こと を 
認め た が り ませ ん 。 平 均 的 な ノー ム は 、 約 600 歳 ま 
で 生き ます 。 ド ワー フ は 話 黙 で 働き 者 で す が 、 ノ 
ー ム は も っ と の ん き で 陽気 で す 。 彼 ら は 大 変 イ タ 
ズラ 好き で す の で 、 常 に 注意 を 怠ら な い ほ うがい 





いで し ょ う 。 

ノー ム は 、 魔 法 に 対し て 、 そ こそ この 耐性 を 持っ て 
いま す 。 

"BETTEN DIEIE : 知性 …… 十 1 AR 


ff 

・ 選 刀 で きる クラ ス : WIR, 7719 ZETE 
MR 719 EB. FF II — 
E23 

LRAIDER: IE レベ ル 9 、 ファイ タ 
一 レベル 


ハー フエ ルフ : 混血 で ある こと に よっ て 、 様 々 な 
長所 を 受け 継い で いま す 。 顔 だ ち は エ ルフ に 似 て 
いま す が 、 身 長 と 体重 は 、 ほ と ん どの エル フ よ り 高 
く 、 垂 く 、 人 間 に 近 く な っ て いま す 。 エ ルフ ほど 長寿 
で は あり ませ ん が 、 平 均 250 年 程度 の 寿命 を 持っ 
て いま す 。 ハ ー フ エル フ は 、 エ ルフ 、 人 間 、 ど ちら と 
も 共に 旅 を し た り 付 き 合っ た りす る こと が で きま す 
が 、 心 の 底 か ら 受 け 入 れ て も ら え る こと は 、 め っ た 
に あり ませ ん 。 
他 の 種族 に 比べ 、 ハ ー フ エル フ は 選択 で きる ク 
ラス の 組合 わせ が 豊富 で す 。 生 まれ つき の スリ ー 
ズ チャ ー ム の 呪文 に 対す る 耐性 は 受け 継い で 
いま す が 、 純 粋 な エル フ ほ どの 耐性 は あり ませ ん 。 
-BEHNEDIEIE : な し 
・ 選 所 可能 な クラ ス IR, 7713 — BETEN, 
Lr Dr BER Fr II ER, 7713 
— ER, 7719 BEE IE LI 
Ir IBIR/ BEMTEn, ZR BEMEh, 77 
19 BEHSERTIBTA, FF 19 BEMSE 
ZA 
・ レ ベル の . と 在 : 摩 状 盛 …… レ ベル /2 BEE 
u... レベ JLI2 


ハー フリ ング : 小柄 な 種族 で 、 愛 想 の よき と 、 楽 
し いこ と が 大 好き な こと で 知ら し て いま す 。 丸 く 大 き 
な 顔 を し て いて 、 大 抵 、 縮 れ た 髪 を 持つ て いま す 。 
ハー フリ ング は 非常 に 背 が 低く 、 ド ワー ブフ より も さら 
に 小柄 で 、 ふ っ くら と し た 体つき を し て いま す 。 彼 ら 
は 粘り 強く 勤 失 で 、 一 般 的 に 物静か で 平和 的 で 


す 。 彼 ら は 容 を 掘っ て その 中 で 生活 し ます が 、 内 

装 は 大 変 導 っ て お り 、 食 料 庫 は いつ も 満杯 で す 。 

ハー フリ ング は 、 他 の 種族 か ら も 好 か れ て お り 、 特 

に ノー ム は 、 自 分 た ち に 似 た 生き か た や 考え 方 を 

持つ 彼ら を 大 変 に 好み ます 。 

ハー フリ ング は 、 生 まれ つき の 魔法 に 対す る 耐性 

を 持ち 、 ス リン グ を 使用 する 際 に は 十 1 の ボー ナ 

ス を 得る こと が で きま す 。 

BEIIENDBE: BA + / 、 フ ァ イ タ ー 
以外 の クラ ス の 体 カ ……ー / 

・ 選 妃 で きる クラ ス : WIR FF TI BI 
イタ ー グ 次 大 

・ と ベル の . と 大 : ER レベ ペル 8、 フ ァ イ タ 
ーー レベ ル 9 


人 間 : 人 間 は 最も 順応 性 の 高い 種族 で 、 従 っ て 

最も 優勢 な 種族 で す 。 人 間 は 、 他 の 種族 に 比 

べ 、 体 の 大 き さ や 肌 の 色 、 敵 の 色 な ど が 多様 で 

す 。 彼 ら は 平均 70 年 程度 の 弄 命 を 持つ て いま す 。 

人 間 の 社会 $、 他 の 種族 の 社会 に 比べ 多様 で 、 

また 、 よ り 攻 撃 的 で 、 物 質 主義 に 走り が ち で す 。 弄 

命 の 長い 種族 が 辛抱 強く 機会 を 待ち 、 長 い 目 で 

物 を 見 る の に 対し 、 人 問 は 目先 の 利益 の た め に 

努力 する 傾向 が あり ます 。 

-BEDTIENIEE : な し 

・ 選 妃 で きる クラ ス TER, 7 1I— BETEN, 
NIFAALT Dr Ah 

・ と レベ ル の 上 と 万 : S-ANLRET 
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クラ ス 

それ ぞ れ の クラ ス は 固有 の 長所 を 持っ て お り 、 パ 
ー テ ィ ー に 様々 な 能力 や スキ ル を も た らし て くれ ま 
す 。 戦 士 系 の クラ ス ( フ ァ イ タ ー、 レ ンジ ャ ー、 パ ラ 
ディ ン ) は 、 パ ー テ ィ ー の 勝利 と 栄光 へ の 道 に 立 
ち 塞 が る モン スタ ー を 倒し 、 前 進 す る た め に 必要 
に な り ます 。 盗 賊 は 、 パ ー テ ィ ー が ワナ や 鍵 の か 
か っ た ドア に 出くわし た と き に 活躍 し ます 。 魔 術 師 
は 強力 な 呪文 を 唱え 、 僧 介 は 敵 と 戦う こと も で き 、 
負傷 し た パー ティ ー の メン バー を 治療 する こと も 
で きま す 。 

それ ぞ れ の クラ ス に は 、 ひ と つ 、 あ る い は 複数 の 、 
最も 重要 と な る 能力 値 が あり ます 。 地 需 恋 力 訟 
が 16 か それ 以上 ある キャ ラク ター は 、 レ ベル の 上 
直 が ある 程度 早く な り ま す 。 





僧侣 : 僧 信 は 戦う こと の で きる 神官 で 、 自 分 自 
身 の 信 仰 心 と 同時 に 、 彼 ら の 武器 に も 信頼 を 軒 
いて いま す 。 僧 介 の 修業 、 神 の 力 に よる 呪文 と 、 
制限 の ある 武器 の 使用 を 含ん で いま す 。 彼 ら は 
すべ て の 鎧 を 身 に つけ る こと が で きま す が 、 武 器 
に 関し て は 、 メ イス 、 フ レイ ル と いっ た 刃 の つい て い 
な い 打 届 系 の 武器 し か 使用 で きま せん 。 

僧 介 の 呪文 は 、 魔 術 師 の 呪文 と 違っ て 神 の 力 を 
借り る も の で す 。 僧 介 は スペ ルプ ブッ ク を 持つ て いま 
せん 。 役 ら は 、 直 接 神 か ら 力 を 授かり 、 ホ ー リ ー シ 
ン ボ ル を 通し て 呪文 を 唱え ます 。 魔 術 師 が 精神 を 
集中 させ て 呪文 を 記憶 する の に 対し 、 僧 偶 は 史 
想 状態 に 入っ て 、 そ こ で 押 か ら 呪 文 を 授かる の で 
す 。 僧 但 は 、 ス ケル トン な どの アン デッド モン スタ 
ー に 対し て 、 特 殊 な 力 を 持っ て いま す 。 ア ン デ ッ ト 
の 選 蔵 の 能力 は 、 僧 但 の 呪文 メニ ュー の レベ ル 
1 に 加え られ て いて 、 あ た か や 呪文 で ある か の よう 
に 使用 され ます 。 し か し 、 こ の 能力 は 呪文 で は な 
いた め 、 使 用 し て も 呪文 の よう に リス ト か ら 消 える こ 
と は あり ませ ん 。 倍 信 は レベ ル ア ッ プ す る に 従っ て 
より 多く の 呪文 を 習得 し 、 ア ン デ ッ ト に 対す る 力も 
強 《 な り ます 。 知 恵 の 能力 値 が 13 以 上 ある 僧 但 
は 、 よ り 多 く の 呪文 を 授かる こと が で きま す 。(54 ペ 
ー ジ の ^ 僧 但 の 知恵 と 呪文 ボー ナス 表 / を 参照 
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し て くだ さい )。 

@ 最 重 要 の 能力 : 知恵 

@ 僧 信 に な れる 種族 : 人 間 、 ド ワー フ 、 エ ルフ 、 
ノー ム 、 ハ ー フ エル フ 、 ハ ー フ リン グ 

@ 使用 で きる 武器 : メイ ス 、 フ レイ ル 、 ス タッ フ 、 
スリ ング 


ファ イタ ー : ファ イタ ー は 戦士 で 、 武 器 と 戦術 の 
専門 家 で す 。 フ ァ イ タ ー の 訓練 は 、 す べ て の 武器 
と 鎧 の 使用 、 な ら び に メン テ ナ ン ス を 合 ん で いま 
す 。 フ ァ イ タ ー は 、 す べ て の 鎧 と 武器 を 制限 な し に 
使用 する こと が で きま す 。 栄 光 の た めで あれ 、 富 
の た めで あれ 、 フ ァ イ タ ー は 勇気 と スキ ル の み が 
物 を 言う 、 最 も 戦闘 の 激しい 場所 に 赴き ます 。 
ファ イタ ー は 、 呪 文 を 使う こと は 一 切 で きま せん 。 
彼ら の 頼り は 、 剣 の 力 だ け で す 。 し か し 、 彼 ら は 礎 
法 の 武器 や 鎧 、 あ る い は リン グ や こ て な どの 魔法 
の アイ テム を 使用 する こと は で きま す 。 フ ァ イ タ ー は 
レベ ル が 上 昇 する に つれ 、 ス キル と スピ ー ド を 得 
る こと が で きま す 。 高 い レ ベル の ファ イタ ー( レ ンジ 
ャ ヤー、 パ ラディ ン も 含む ) は 、 剣 な どの 近接 戦闘 用 
兵器 を 使っ て 、 他 の キャ ラク ター より も 頻繁 に 攻 
撃 を 行う こと が で きま す 。 

@ 最 重要 の 能力 : 体力 

@ ファ イタ ー に な れる 種族 : すべ て の 種族 

@ 使用 で きる 武器 : すべ て の 武器 





魔術 師 : 魔術 師 は 、 魔 法 と 呪文 を 唱え る ジェ ス 
チャ ー の 、 神 秘 的 な 秘密 を 会 得 し た 人 々 で す 。 





魔術 師 は 接近 戦 が 得意 で な く 、 知 性 と 魔法 の 力 

に 頼る 傾向 が あり ます 。 戦 闘 に な る と 、 戦 士 系 の キ 

ャ ラク ター や 僧 介 は 敵 に 向け て 突撃 し ます が 、 魔 

術 師 は 後方 に 留まっ て 、 魔 法 で 敵 を 打ち の めし ま 

す 。 

魔術 師 は 、 呪 文 を 唱え る 際 の 邪魔 に な る た め 、 ど 

ん な 鎧 も 身 に つけ る こと が で きま せん 。 ま た 、 あ まり 

戦い が 好き で な いた め 、 使 える 武器 も 非常 に 限ら 

れ て いま す 。 レ ベル が 上 が る に つれ 、 魔 術 師 は 非 

常に 強力 に な り ます 。 

@ 最 重 要 の 能力 値 : 知性 

@ 魔術 師 に な れる 種族 : 人 間 、 エ ルフ 、 ハ ー フ 
エル フ 

@ 使用 で きる 武器 : ダガー、 ス タッ フ 、 ダ ー ツ 


パラ ディ ン : パラ ディ ン は 、 真 実 と 正義 の 名 の 下 
に 戦う エリ ー ト 戦士 で す 。 ル ー ル の 遵守 と 善い 行 
い が 、 彼 ら の 柚 な の で す 、 彼 ら は 、 僧 介 き えも が 普 
敬 す る ほど の 、 純 粋 な 信仰 に 基づい た 生活 を 送 
つて いま す 。 パ ラディ ン は 、 イ ビル の 属性 の キャ ラ 
クタ ー の いる パー ティ ー に は 加わ り ま せん 。 他 の 高 
レベ ル の 戦士 系 キャ ラク ター と 同様 、 パ ラディ ン 
は 合 な どの 接近 理 用 兵器 に よっ て 、 他 の クラ ス 
の キャ ラク ター より 頻繁 な 攻撃 を 行う こと が で きま 
Ts 

パラ ディ ン は 、 す べ て の 島 、 武 器 を 使い こなす ス 
キル に 加え 、 僧 偶 系 の 呪文 を 使う 能力 を 持っ て 
いま す 。 パ ラディ ン は 、 魔 法 に よる 攻撃 や 毒 に 対 
する 耐性 を 持ち 、 ま た 、 ど ん な 種類 の 病気 に も か 
か る こと は あり ませ ん 。 パ ラディ ン は 、 そ の ~ 竣 導 旋 
カカ “(LAY ON HANDS) を 使っ て 、 1 日 に 1 度 
だ け 治 療 を 行う こと が で きま す ( 1 レベ ル に つき 、 
2 ヒッ ト ・ ポ イン ト を 回 復 で きま す )。^ 竣 導 旋 カカ” 
は 、 僧 偶 の 呪文 の パ ^ キ ュ ア ・ ラ か ・ ウ ー ン ズ “ の 呪 
文 に 似 て いま す 。 パ ラディ ン は 、 常 に オー ラ に よっ 
て 包ま れ 、 保 護 さ きれ て いま す 。 こ の オー ラ の た め 
に 、 イ ビル の 属性 を 持つ 敵 の パラ ディ ン に 対す る 
攻撃 は 、 不 利 な 修正 を 加え られ ます 。 

















レベ ル 3 に 達し た パラ ディ ン は 、 2 レベ ル 下 の 借 
他 ( つ まり レベ ル 1 の 僅 但 ) と し て 、 ア ン デ ッ ド の 退 
人 散 を 行う こと が で きる よう に な り ま す 。 レ ベル 9 に 達 
する と 、 僧 介 の 呪文 の うち 何 種類 か を 唱え る こと 
が で きる よう に な り ま す 。 し か し 、 僧 但 の 巻物 を 使 
用 する こと は で きま せん 。 パ ラディ ン は 、 僧 但 と 同じ 
様 に 、 呪 文 を 神 か ら 受 け 取 る た め に 祈り 、! 唱 えま 
す 。 

パパ ラディ ン は 、 次 の 僧 介 呪文 を 唱え る こと が で きま 
す 。 

プレ ス 、 キュ ア ・ ラ イト ・ ウ ー ン ズ 、 ディ テク ト ・ マ ジッ 
I, プロ テク ショ ン ・ フ ロス ・ イ ビル 、 スワ ロー・ ボ イズ 
シ 

e 最 重要 の 能力 値 : 体力 、 魅 力 

@ パラ ディ ン に な れる 種族 : 人 間 の み 

@ 使用 で きる 武器 : すべ て の 武器 


レン ジャ ー : レン ジャ ー は 、 訓 練 さ れ た 狩人 で あ 
り 、 追 跡 者 で あり 、 森 の 住人 で す 。 彼 ら は 、 剣 や 弓 
に 頼る の と 同じ ぐら い 、 機 転 と スリ ル に 頼っ て 生き 
て いく よう に 教え られ て いま す 。 フ ァ イ タ ー 同 様 、 レ 
ンジ ャ ー も 全て の 鎧 、 武 問 を 使用 で きま す 。 し か 
し 、 重 い 鎧 は 彼ら の 特殊 能力 の 妨げ と な り ま す 。 
レン ジャ ー が スタ デット ・ レ ザー か 、 そ れ よ り 峰 い 
防具 を 身 に つけ て いる 場合 、 両 手 に 武器 を 持っ 
て も 、 不 利 な 修正 な し に 戦う こと が で きま す 。 他 の 
高 レ ベル の 戦士 系 キャ ラク ター 同様 、 レ ンジ ャ ー 
は 創 な どの 接近 戦 用 兵器 に よっ て 、 他 の クラ ス 
の キャ ラク ター より 頻繁 な 攻撃 を 行う こと が で きま 
す 。 
を 最 重 要 の 能力 値 : 体力 、 器 用 さ 、 知 恵 
@ レン ジャー に な れる 種族 : 人 間 、 エ ルフ 、 ハ ー 
フエ ルフ 
@ 使用 で きる 武器 : すべ て の 武器 
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盗賊 : 盗賊 は 、 ひ と つの グル ー プ と し て 扱う こと 
が 難し い ク ラス で す 。 和 常に 不満 を 持ち 、 彼 ら の こと 
を 疑っ て も いな い 人 々 を 租 う よう な 悪い や つら も い 
ます し 、 基 本 的 に いい や つ な の で す が 、 体 力 に 欠 
ける も の も いま す 。 熟 練 し た 盗賊 が パー ティ ー に 
加わ る と 、 パ ー テ ィ ー の 生存 率 が 高く な る と いう こと 
は 、 冒 険 者 た ちの 間 で は 随分 前 か ら 知 られ て い 
る こと で す 。 特 に 、 ワ ナ の 仕掛 けら れ た ドア を 開け 
る 時 な ど に は 、 盗 賊 の 存在 が 大 変 重要 で す 。 盗 
農 は レベ ル が 上 が る に つれ 、 錠 を 外し た り ワ ナ を 
避け る こと に より 熟達 し て いき ます 。 

盗賊 は 、 自 由 に 、 そ し て 静か に 動き 回 る 必要 が あ 
る の で 、 皮 和製 以外 の 鎧 を 身 に 付け て いる 場合 、 
能力 が フル に 発揮 で き な く な ます 。 人 盗賊 は 、 僧 島 
や 魔術 師 より は 、 多 く の 武器 を 使用 する こと が で き 
ます 。 

@ 最 重 要 の 能力 値 : 器用 さ 

を 盗賊 に な れる 種族 : すべ て の 種族 

@ 使用 で きる 武器 : いく つか の 武器 
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属性 は 、 そ の キャ ラク ター の 物 の 見 方 、 生 き 方 を 
表す も の で す 。 社 会 を 強く 信じ 他人 を 愛す る と いう 
ロー フル ・ グ ッ ド か ら 、 完 全 に 個人 主義 で 他人 の 
こと を 願 み な いと いう ケイ オ テ ィ ッ ク ・ イ ビル まで の 、 
幅広 い 属 性 が あり ます 。 属 性 は 、 2 つの 部 分 か ら 
成り 立つ て いま す 。 ひ と つ は その キャ ラク ター の 世 
界 観 、 そ し て も う ひ と つ は 道徳 観念 で す 。 





世界 観 
※ ロ ー フ ブル …… その キャ ラク ター が 社会 の 枠組 
み と ル ー ル の 制限 内 で 働く こと を 表し ます 。 


ぶ ニ ュー トラ ル …… その キャ ラク ター が 、 時 に は 
社会 を 重視 し 、 時 に は 個人 を 重視 する こと を 表し 
ます 。 











ケイ オ テ ィ ッ ク …… そ の キャ ラク ター が 、 社 会 
や 他人 の こと より も 、 常に 自分 自身 の こと を 重要 





視 し て いる こと を 示し て いま す 。 


道徳 観念 
信 グ ッ ド …… そ の キャ ラク ター が 、 道 徳 的 で 正 
直 な 行動 を 取 ろ うと する こと を 表し て いま す 。 


補 ニ ュー トラ ル …… そ の 場 の 状況 に 応じ て 、 場 
当たり 的 な 道徳 観念 に 治っ て 行動 し ます 。 


* イ ビル …… 他 人 の こと な ど 願 みず 、 あ きら か な 
悪意 に 満ち た 行動 を 取り ます 。 


BETT 

能力 値 は 、 3 か ら 18 ま で の 数 字 が 基本 の 数 値 と 
な り ま す 。 種 族 を 選択 する と 、 コ ンピュータ ー に よっ 
て 、 こ の 基本 数 値 に 種族 に よる 修正 が 自動 的 に 
加え られ る こと に な り ま す 。 能 力 値 の 上 限 は 、 腐 法 
の アイ テム に よる 修正 が な い 限 り 19 で す 。 戦 士 系 
キャ ラク ター は 、 パ パー セン テー ジ で 表わさ れる 付 
加 的 な 体力 値 を 持つ 場合 が あり ます 。 能 力 値 の 
数 字 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 そ の 人 能力 が 優れ 
て いる こと を 示し ます 。 


体力 (STR) : 体力 は 、 肉 体 的 な 力 、 筋 肉 の 藤 、 
スタ ミナ を 統轄 する 数 値 で す 。 戦 士 系 の キャ ラク 
ター は 、 パ バー セン テー ジ 表 示 の 付加 的 な 体力 値 
(18 を 超え る 体力 値 を パー セン テー ジ で 表し た も 
の ) を 持つ 場合 が あり ます 。 こ れ は 01、02、 
03…… 98、99、00 と いう 形 で 、 通 常 の 体力 値 の 
後に 表示 され ます 。 た と えば 、18/23 と あれ ば 、 基 
本 の 体力 値 18 の 上 に 、23 パ ー セ ント の 付加 的 体 
力 値 を 持っ て いる と いう こと に な りな す 。 体 力 値 の 
高い キャ ラク ター は 、 戦 闘 で 有利 に な り ま す 。 剣 
や メイ ス な どの 武器 で 攻撃 を する と 、 体 力 の 高い 
キャ ラク ター は 攻撃 回 数 も 増え ます し 、 相 手 に 与 
える ダメ ー ジ も 大 きく なり ま す 。 ハ ー フ リン グ の 戦士 
系 キャ ラク ター は 、 付 加 的 体力 を 持つ こと は あり ま 
せん 。 














器用 さ (DEX) : 器用 き は 、 邊 擁 性 、 目 と 手 の 協 





調 性 、 反 射 ス ピー ド を 表し ます 。 こ の 能力 の 高い 
キャ ラク ター は 、 敵 の 攻撃 が 当たる か どう か の 判 
定 に 使う アー マー・ ク ラス が 低く ( 敵 の 攻撃 が 当 
た り に <〈 く ) な り ます 。 器 用 さき が 高い と 、 ス リン グ や 弓 
で 攻撃 する 際 に も 有利 な 修正 を 受け ます 。 人 器用 さ 
が 16 以 上 ある と 、 両 手 に 武器 を 持っ て 戦う と き の 
不利 な 修正 が 、 い くら が 軽減 きれ ます 。 


体質 (CON) : 体 の コン ディ ショ ン 、 健 康 状態 、 
体 の 強 爾 き を 表す パラ メー タ で す 。 こ の 数 値 が 
高い と 、 ヒ ッ ト ・ ポ イン ト が 多く な り ます 。 


知性 (INT) : 記憶 力 、 理 解 力 、 学 習 能力 を 表 わ 
し ます 。 魔 術 師 の 腕 の よさ 、 そ し て 生き 残る こと 自 
体 が 、 魔 法 を 学び 、 そ し て 使う こと に か か っ て いる 
の で 、 知 性 は 魔 策 師 の 最 重 要 能 力 と な っ て いま 
す 。 


知恵 (WIZ) : 判断 力 、 啓 発する 力 、 意 志 の カ 、 
直感 力 を 合わ せ た も の で す 。 7 以下 の 知恵 を 持 
つ キ ャ ラク ター は 、 魔 法 に 対し て 無力 で 、15 以 上 
の 知恵 を 持つ キャ ラク ター は 、 魔 法 に 対す る ある 
程度 の 耐性 を 持っ て いま す 。13 以 上 の 知恵 を 持 
つ 僧 介 は 、 よ り 多 く の 呪 文 を 授かる こと が で きま す 
(54 ペ ー ジ の * 僧 偶 の 知恵 と 呪文 ボー ナス 表 / を 
参照 し て くだ さい )。 


魅力 (CHA) : キャ ラク ター の 魅力 、 説 得 力 、 リ 
ー ダ ー と し て の 資質 を 表し ます 。 


その 他 の パラ メー タ 

種族 、 ク ラス 、 能 力 値 の 他 に も 、 キ ャ ラク ター は 、 
ゲー ム 中 に 変化 する 可能 性 の ある いく つか の パ 
ラメ ー タ を 持っ て いま す 。 ア ー マ ー・ ク ラス 、 ヒ ッ ト ・ 
ポイ ント 、 経 験 値 、 レ ベル 、 属 性 と いっ た も の が そ 
れ で す 。 

アー マー・ ク ラス ( A C) : その キャ ラク ター が 英 
に 攻撃 され た と き 、 敵 の 攻撃 の 当たり や すさ 、 ダ メ 
ー ジ を 受け る 可能 性 の 高き を 表し ます 。 ア ー マ 
ー・ ク ラス の 数 値 が 小さ きけ れ ば 小さ い ほ ど 、 そ の 


キャ ラク ター は ダメ ー ジ を 受け に 〈 く な り ま す 。 ア ー 
マー・ ク ラス の 値 が 低い 、 と いう こと は 、 い くつ か の 
異な る 状況 を 表し ます 。 例 えば 魔法 の 鎧 を 身 に つ 
け て いる た め ダ メー ジ を 受け に くい 場合 も あり ます 
し 、 モ ンス ター が 小 き く 、 素 早い 動き を する た め 、 攻 
繋が 当たり に くい 、 と いう 場合 も あり ます 。 ア ー マ 
ー・ ク ラス は 、 ゲ ー ム 中 、 キ ャ ラク ター が 鎧 や 盾 を 
身 に つけ た 場合 に の み 、 変 化し ます 。 器 用 さ が 高 
い キ ャ ラク ター は 、 低 い ア ー マ ー・ ク ラス を 得る こ 
と が で きま す 。 


ヒッ ト ・ ポ イン ト (HP) : キャ ラク ター や モン スタ ー 
が 、 ど れ ぐ らい の ダメ ー ジ を くら うと 、 戦 闘 不能 に な 
っ た り 死亡 し た りす る か を 表わし ます 。 こ の 値 が 高 
けれ ば 、 よ り 多 く の ダ メー ジ に 耐え る こと が で きま 
す 。 攻 撃 が 鎧 や 防御 の 手段 を か い 〈 ぐ っ て 命中 
する と 、 与 えた ダメ ー ジ が ヒッ ト ・ ポ イン ト か ら 差 し 引 
か れ ま す 。 ヒ ッ ト ・ ポ イン ト が ゼロ に 達する と 、 そ の キ 
ャ ラク ター は 意識 不明 の 状態 に な り 、-10 以 下 に 
な る と 、 そ の キャ ラク ター は 死ん で し まい ます 。 


経験 値 (EXP) : その キャ ラク ター が 、 ど れ だ け 
の こと を 成し遂げ た か を 表わし ます 。 モ ンス ター を 
倒し た り 、 宝 を 発見 し た り 、 冒 険 の 一 部 を 終了 する 
こと に よっ て 、 経 験 値 を 得る こと が で きま す 。 キ ャ ラ 
クタ ー が 16 以 上 の 最 重要 能力 値 を 持っ て いる 場 
合 、 そ の キャ ラク ター の 得る 経験 値 は 10 パ ー セ ン 
ト 割 増し きれ ます 。 

一 定 の 経験 値 を 得る と 、 キ ャ ラク ター は 次 の レベ 
ル へ 昇格 し ます 。 す べ て の キャ ラク ター は 、 ゲ ー 
ム 開 始 時 点 で 、 す で に ある 程度 の 経験 値 を 持っ 
て いま す 。 マ ル チ ク ラス の キャ ラク ター で は 、 開 始 
時 の 経験 値 は 、 そ れ ぞ れ の クラ ス に 均等 に 分 け 
られ て いま す 。 


レベ ル (LVL) : キャ ラク ター が 、 自 分 の 職業 
(クラ ス ) に お いて 、 ど れ ぐ らい 腕 を 上 げた か を 表 
わし ます 。 つ ぎの レベ ル に 昇格 する た め の 経 験 値 
を 稼ぐ と 、 そ の キャ ラク ター の ヒッ ト ・ ポ イン ト 、 戦 闘 
能力 、 魔 法 攻撃 や 毒 に 対す る 耐性 が 向上 し ま 
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す 。 魔 術 師 、 僧 伺 、 高 い レ ベル の パラ ディ ン は 、 レ 
ベル の 上 昇 に 伴っ て 、 よ り 多 く の 呪文 を 記憶 ( 授 
か る ) で きる よう に な り 、 ま た 、 新 し い レ ベル の 呪文 
を 唱え られ る よう に な り ま す 。 レ ベル 上 昇 は 、 そ の キ 
ャ ラク ター が 次 の レベ ル に 必要 な 経験 値 を 稼い 
だ 時 点 で 、 自 動 的 に 起こ り ま す 。 す べ て の クラ ス 
の レベ ル ア ッ プ 表 ? は 、54 ペ ー ジ に 掲載 され て 
いま す 。 


強い キャ ラク ター を 作る 

パー ティ ー を どの よう な 編成 に する か に つい て は 、 
多く の 指針 が あり ます 。 あ る 種 の クラ ス と 種族 の 組 
合わ せ は 、 他 の も の より も 断然 優れ て いま す 。 


シン グル クラ ス か マル テク ラス かみ ? 

人 間 以 外 の 種族 の キャ ラク ター は 、 マ ル チ ク ラ 
スキ ャ ラク ター に な る 能力 を 持っ て いま す が 、 必 
ず し も マル チク ラス を 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 
同じ 経験 値 を 持つ キャ ラク ター の 場合 、 シ ング ル 
クラ ス の キャ ラク ター の ほう が マル チク ラス より も 
有利 な 点 が いく つか あり ます 。 

シン グル クラ ス の ファ イタ ー は 、 同 じ 経 験 値 を 持 
つ マ ル チ ク ラス の ファ イタ ー 十 々 の キャ ラク ター よ 
り 、 多く の ヒッ ト ・ ポ イン ト を 持っ て いま すし 、 攻 繋 の 
命中 率 も 高く な っ て いま す 。 

シン グル クラ ス の 魔術 師 や 僧 介 は 、 マ ル チ ク ラ 
ス の 魔術 師 十 々 、 倍 信士 々 と いう キャ ラク ター より 
ずっ と 早い うえ に 、 新 し い レ ベル の 呪文 を 使え る よ 
うに な り ま す 。 同 じ 経 験 値 を 持っ て いれ ば 、 シ ング 
ルク ラス の 僧 但 、 魔 術 師 の ほう が 、 マ ル チ ナク ラス 
の キャ ラク ター より 使え る 呪文 が 多く な り ま す 。 
プレ ー ヤ ー が 十分 注意 深い プレ ー を 心掛け れ 
ば 、 後 列 の を キャ ラク ター が 接近 戦闘 に 巻き 込ま 
れる こと は めった に あり ませ ん 。 こ の こと か ら 、 シ ング 
ルク ラス の 魔術 師 は 接近 戦闘 能力 に 劣り ます 
が 、 後 列 に 配置 すれ ば 実用 的 な キャ ラク ター と 
いえ る の で す 。 ま た 、 こ の ゲー ム の リア ル タ イ ム 性 を 
考え れ ば 、 ひ と り の キャ ラク ター は 同時 に ひと つの 
こと し か で き な い わけ で す 。 し た が っ て 、 多く の こと 
を で きる キャ ラク ター より も 、 ひ と つの こと を より 上 手 
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に こなせ る キャ ラク ター の ほう が 大切 に な る の で す 。 
マル チク ラス の キャ ラク ター の 長所 は 明白 で し ょ 
う 。 マ ル チ ク ラス の キャ ラク ター は 、 ひ と り で 複数 
の クラ ス の 能力 を 併せ 持っ て いる の で す 。 フ ァ イ 
ター 魔術 師 の キャ ラク ター は 、 接 近 戦 は 同じ 
経験 値 を 持つ シン グル クラ ス の ファ イタ ー に 、 呪 
文 は シン グル クラ ス の 府 術 師 に 劣り ます が 、 ど ち 
ら も そこ そこ に こなす こと が で きま す 。 マ ル チ ク ラス 
の キャ ラク ター は 、 パ バー ティー に 能力 を 上 乗せ し 
た いと きた と えば 盗賊 の スキ ル や 補助 の 治療 
呪文 を 持た せ た い と き 一 に は 役に立ち ます 。 マ ル 
チク ラス の キャ ラク ター は 、 経 験 値 を 2 つ 、 ま た は 
3 つの クラ ス に 均等 に 振り 分 ける ぁ た め 、 レ ベル の 
上 昇 が 非常 に 遅い と いう こと を 心 に 留め て お いて 
くだ さい 。 


BRILLE 

ゲー ム 中 、 特 殊 な 状況 や モン スタ ー に よっ て は 、 
ある 種 の 種族 と クラ ス の 組合 わせ が 非常 に 効果 
的 に な ます 。 以 下 に 挙げ る の は 、 そ の 例 で す 。 


ドワーフ の ファ イタ ー : 体質 の 値 が 高い ドワーフ 
の ファ イタ ー は 尋 に 対す る 耐性 が 高く 、 こ の た め 
ジャ イア ント ・ ス パイ ダー と の 戦闘 が 楽に な り ま す 。 
ドワーフ の ファ イタ ー は 、 最 高 19 の 体質 値 を 持つ 
こと が で き 、 こ れ に よっ て ヒッ ト ・ ポ イン ト も 多く な り ま 
す 。 ド ワー フ が パー ティ ー に いれ ば 、 ド ワー ブフ 文 
字 も 読む こと が で きま す 。 


信康 の パラ ディ ン : 人 間 の み が パ ラディ ン に な 
れ ま す 。 パ ラディ ン は 、 他 の 戦士 系 の キャ ラク タ 
ー と 同様 に 戦う こと が で きる 上 に 、 特 殊 な 治 狂 項 
放 を 持っ て お り 、 負 傷 を 治癒 する こと も で きる の で 
す 。 9 レベ ル に 達し た パラ ディ ン は 、 低 い レ ベル 
の 僧 偶 の 呪文 を いく つか 唱え る よう に な り ま す 。 


エル フ の 魔 答 今 : シン グル クラ ス の 魔術 師 は 、 
レベ ル の 上 昇 も 早く な り ま す 。 器 用 さ の 高い エル フ 
の 魔術 師 は 、 ア ー マ ー・ ク ラス の 数 値 が 小さき く な 
り 、 こ れ に よっ て 投てき 武器 、 飛 び 道 具 の 流れ 弾 








か ら 身 を 守る こと が 容易 に な り ま す 。 エ ルフ の 体質 
の 最高 値 の 17 は ヒッ ト ・ ポ イン ト の 制限 と は な り ま せ 
ん し 、 器 用 さ の 最高 値 19 は アー マー クラ ス を 下 
げ る の に 役立ち ます 。 魔 術 師 は 、 ア ー マ ー ク ラス 
を 下げ る た め に いか な る 鎧 も 自 に つけ る こと が で き 
ませ ん か ら 、 器 用 き の 高き が 不 可 欠 な の で す 。 ま 
た 、 エ ルフ が パー ティ ー に いれ ば 、 エ ルフ 文字 を 
読む こと が で きま す 。 


人 奈 、 ハ ー フ エル フ の 倉 何 : シン グル クラ ス の 
曽 條 は 、 レ ベル の 上 昇 が 早く な り ま す 。 人 間 と ハ 
ー フ エル フ は 、 最 高 18 の 知恵 の 値 を 持つ こと が 
で きま す 。 知恵 が 18 で あれ ば 、 授 か る こと の で きる 
呪文 の 数 も 最大 値 に な り ま す 。 ま た 、 人 間 、 ハ ー フ 
エル フ の 僧 但 は 、 ゲ ー ム 中 の レベ ル の 上 限 ま 
で 、 レ ベル を 上 げ る こと が で きま す 。 


N-FZINFNIPAI— TEE TEE : 最 
も 多様 な 能力 を 持っ た キャ ラク ター が これ で す 。 
この キャ ラク ター は 、 錠 開け を 除く ほとん どの アイ 
テム を 使う こと が で き 、 限 られ て は いる も の の 戦闘 
能力 も あり 、 攻 撃 呪 文 を 使え 、 治 癒 の 能力 も あり ま 
す 。 残 念 な が らち ハー フエ ルフ の ファ イタ ー ノ 魔術 
師 僧 偶 は 、 レ ベル の 上 昇 が 非常 に 遅く 、 ヒ ッ ト ・ 
ポイ ント も 非常 に 少な (な っ て し まい ます 。 


エル フ の ファ イタ ー 麻 褒 状 盗 肢 上 に 挙げ 
た ハー フエ ルフ の 万 能 キ ャ ラク ター の 盗賊 版 が 
これ で す 。 こ の キャ ラク ター は 、 文 字 ど お り ど ん な 
アイ テム で も 使用 で き 、 鍵 開け も で きま す 。 こ の キ 
ヤラ クタ ー も 残念 な が ら レ ベル アッ プ が 非常 に 遅 
く 、 ヒ ッ ト ・ ポ イン ト も 少な く な り ま す 。 


強い パー ティ ー を 編成 する 

色々 な 障害 に 立ち 向かう た め に 、 パ ー テ ィ ー に は 
色々 な クラ ス と 種族 の キャ ラク ター を 加え る べき 
で す 。 プ レー ヤー は 、 キ ャ ラク ター を 作る 前 に 、 パ 
ー テ ィ ー の 全般 的 な 戦術 を 決め て お か な く て は な 
ら な いで し ょ う 。 

一 般 に 、 パ ー テ ィ ー に は 最低 2 人 の 戦士 系 キャ 


ラク ター と 、 魔 術 師 の 呪文 を 唱え られ る キャ ラク タ 
ー の ひとり 、 僧 僧 の 治癒 呪文 を 唱え られ る キャ ラク タ 
ー ひ と り を 加え る べき で す 。 


MLRFrFII- 

前 列 で 戦え る 2 人 の キャ ラク ター に 関し て は 、 プ 
レー ヤー に は 多く の 選択 肢 が あり ます 。 ほ と ん どの 
種族 で 、 ま ず ま ず の 戦士 系 キ ャ ラク ター を 作る こと 
が で きま す 。 フ ァ イ タ ー、 ノ パラ ディ ン 、 レ ンジ ャ ー は 、 
他 の クラ ス の キャ ラク ター に 比べ て 、 戦 闘 に 長け 
て いま す 。 シ ング ルク ラス の 僧 介 や 、 マ ル チ ク ラス 
の ファ イタ ー 僧 但 で も 、 ゲ ー ム の 最初 で は 十 
分 前 列 の キャ ラク ター と し て 役立ち ます 。 ゲ ー ム 
中 に 登場 し て くる N P C の 中 に も 、 戦 闘 に 長け て 
いて 、 前 列 の キャ ラク ター と し て 人 役立つ も の も いま 
す 。 


MREBASFFFTII- 

呪文 を 使う キャ ラク ター の 選択 も 、 パ ー テ ィ ー の 
戦術 に と っ て 重要 に な り ま す 。 ほ と ん どの 場合 、 左 
術 師 の 呪文 の 使い 手 は 、 パ ペー ティー に ひと り で 十 
分 で す 。 廃 術 師 は 、 新 た な レベ ル の 呪文 を 巻き 
物 か ら 学 ば な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 人 巻き 物 の 
数 に は 限り が あり ます か ら 、 ふ た り 以 上 の 府 術 師 
に それ を 分 配 し て し まう の は 、 能 率 的 と は いえ ませ 
ん 。 

僧 偶 の 治癒 の 呪文 を 使え る キャ ラク ター を 2 人 
パー ティ ー に 加え る と 、 し ば し ば 役 に た ち ま す 。 戦 
闘 の 後 、 意 識 の ある 僧 作 がい ない 状態 に な ちら な 
いよ うに 気 を つけ て くだ さい 。 キ ュ ア ・ ラ イト ウー ンズ 
の 呪文 を 数 回 分 持っ た 意識 の ある 僧 介 が いれ 
ば 、 そ う で な い パ ー テ ィ ー が 数 日 か け て 治癒 し な 
けれ ば な ら な い ヒ ッ ト ・ ポ イン ト を 、 わ ず か 数 時 間 で 
回 復 す る こと も で きる か ら で す 。 
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N-TI RE 

パー ティ ー を 編成 する 際 の 戦術 の ひと つと し て 、 
少な い 経 験 値 で も レベ ル が 上 が る よう に 、 専 門 職 
の キャ ラク ター で パー ティ ー を 編成 する 、 と いう も 
の が あり ます 。 こ の 戦術 は 、 前 列 の 戦士 系 キャ ラ 
クタ ー が 、 後 列 の 呪文 の 使い 手 た ち を 接近 戦 に 
巻き 込ま な いよ うに で きる 限り 、 有 効 と いえ ます 。 


専 失 臓 キャ ラク ター の ノ パーティー 
ドワーフ の ファ イタ ー、 人 間 の パラ ディ ン 、 エ ルフ 
の 魔術 師 、 ハ ー フ エル フ の 僧 偶 


も う ひ と つの 戦術 は 、 マ ル チ ク ラス の 万 能 キ ャ ラク 
ター で パー ティ ー を 編成 する も の で す 。 こ の 種 の 
パー ティ ー は 、 ど ん な シチュ エー ショ ン に お いて 
も 、 適当 な スキ ル を 持っ た キャ ラク ター が 見 つか 
る は ず で す 。 し か し 、 こ の よう な 多様 な 能力 を 持っ 
た キャ ラク ター の パー ティ ー は 、 レ ベル アッ プ の た 
め に は 英 大 な 経験 値 を 必要 と する こと に な り ま す 。 
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万 能 キ ャ ラク ター の パー ティ ー 
ドワーフ の ファ イタ ー ノ 盗賊 、 ハ ー フ エル フ の フ 
742% 一 一 僧 侣 . 工 幅 7O771% 一 一 魔术 陋 、 
ハー フエ ルフ の 僧 但 魔術 師 


きら に も う ひ と つの 戦術 は 、 両 者 の 中 間 的 な パー 
ティ ー を 編成 する こと で す 。 前 列 に は 専門 家 の 戦 
士 系 キャ ラク ター を 配 し 、 後 列 に は マル ナク ラス 
の 呪文 の 使い 手 を 配 する の で す 。 こ の 戦術 で 
は 、 戦 士 系 キャ ラク ター は 早い レベ ル ア ッ プ が で 
き 、 呪 文 の 使い 手 は より 幅広 い 呪文 を 使え る こと 
に な り ま す 。 


混 含 キャ ラク ター の パーティー 
ドワーフ の ファ イタ ー、 人 間 の パラ ディ ン 、 ハ ー フ 
エル フ の 僧 伺 魔術 師 、 人 間 の 僧 介 





AMXE 








呪文 の レン ジ 呪文 の 持続 時 間 
0 ニ パ ー テ ィ ー の メン バー を 対象 瞬間 的 = 瞬間 的 に 効果 を 表わし 、 継 
と する 呪文 続 し な い 
短 时 间 = 1 戦闘 ラウ ンド 
近 距 離 王 隣 接する スク エア 中 程度 = 効果 は し ば 継続 
中 距離 = 2 スク エア まで 長 時 間 三 効果 が か な り 長 継続 
遠 距 離 三 見 える 範囲 永久 = 効果 は ゲー ム 中 継続 
不定 また は 特殊 三 各 呪文 の 解説 を 参照 し て 下さ い 











魔術 師 の 呪文 


DENDORZILNITE 

% ARMOR (F—-7— : $#) 
レン ジ : 0 継続 時 間 : 特 殊 対象 : キャ ラク ター 1 人 
この 呪文 に よっ て 、 諾 術 師 は 目標 と な っ た キャ ラク ター を 魔法 の フィ ー ル ド で 包み 込み 、 ス ケー ル ・ メ イル 

(AC6 ) と 同様 の 防御 力 を 与え る こと が で きま す 。 す で に アー マー・ ク ラス が 6 以下 の キャ ラク ター に は 
効果 が あり ませ ん し 、 シー ル だ が の 呪文 と 併せ て 使っ て も 相乗 効果 は 得 ら れ ま せん 。 呪文 の 効果 は 、 呪文 
が 打ち けさ れる か 、 キャ ラク ター が 8 ヒッ ト ポ ボイン ト 十 呪文 を か けた 魔術 師 の レベ ル 数 以上 の ダメ ー ジ を 受 
ける まで 継続 し ます 。 


BURNING HANDS( バ ー ニ ング ・ ハ ンズ : 炎 の 手 ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 曖 間 的 対象 : 敵 の 前 列 

魔術 師 が この 呪文 を 唱え る と 、 す べ て を 焼き ま 尽く す 移 が 魔術 師 の 指先 か ら 噴出 し ます 。 魔術 師 が レベ ル 
を 上 げ て より 大 き な 魔 力 を 持つ よう に な る と 、 こ の 呪文 で 敵 に 与え る ダメ ー ジ も 大 きく な り ま す 。 ダ メー ジ は 、 
魔術 師 の レベ ル X 2 ボイン ト 十 1 3 ポイ ント と な り ま す 。 た と えば レベ ル 10 の 魔術 師 な ら 、 21~23 ポ イン ト の 
ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる わけ で す 。 


®DETECT MAGIC( デ ィ テ クト ・ マ ジッ ク : 魔力 の 検知 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : パー ティ ー の 持つ て いる アイ テム 

この 呪文 で 、 パ ー テ ィ ー の メン パー が 持つ て いる アイ テム に 魔法 が か けら れ て いる か どう か を 確か め る こと が 
で きま す 。 パー ティ ー の 持っ て いる アイ テム の うち 、 魔 法 の か けら れ て いる も の が 短 時 間 色 が 変わ り ま す 。 
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MAGIC MISSILE( マ ジッ ク ・ ミ サイ ル : 魔法 の 矢 ) 

レン ジ : 遠 距離 継続 時 間 : 瞬間 的 対象 : 敵 1 体 

謀 術 師 が 魔法 の 矢 を 作り 出し 、 ひ と つの 目標 を 的 確 に ヒッ ト し ます 。 も し 2 体 以上 の モン スタ ー が い 
れ ば 、 呪 文 を 唱え た キャ ラク ター と 同じ 側 に いる モン スタ ー に 自動 的 に 当たり ます 。 
マジ ッ ク さ サイ ル は 、 麻 術 師 の レベ ル が 上 が れ ば 上 が る ほど 、 与 える ダメ ー ジ も 大 き 〈 な り ま す 。 
マジ ッ ク さ サイ ル は 、 初 め 2 て 5 ポイ ント の ダメ ー ジ を 与え ます が 、2 レ ベル ご と に 2 一 5 ボイン ト の ダメ 
ー ジ が 加算 きれ ます 。 レ ベル 1 また は 2 の 魔術 師 な ら 、 マ ジッ ク ・ ミ サイ ル は 2-5 ボ イン ト の ダメ ー ジ を 
与え ます が 、 レ ベル 3 また は 4 の 魔術 師 で は 4 一 10 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きま す 。 


SHIELD( シ ー ル ド : 盾 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 一 中 程度 対象 : 呪文 を 唱え た 本 人 

この 呪文 は 、 魔 術 師 の 前 に 見 えな い 障 害 物 を 作り 出し ます 。 こ の 障害 物 は 、 マ ジッ クミ サイ ル を 完 
全 に 遮断 する と と も に 、 ダ ー ツ 、 ス ピア な どの 投てき 武器 に よる 攻撃 に 対し て AC2、 ス リン ググ 弓 欠 な ど 
の 飛び 道具 に よる 攻 買 に 対し て AC3 の 防御 効果 を 生み 出し ます 。 アー マー の 呪文 と 一 緒 に 使用 
し て も 、 柚 乗 効 果 は あり ませ ん 。 効 果 の 継続 時 間 は 、 魔 術 帥 の レベ ル が 上 が る ほど に 長く な り ま す 。 





&SHOCKING GRASP( シ ョ ッ キ ング ・ グ ラス プ : 電撃 の 手 ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 不定 、 ま た は 魔術 師 が モン スタ ー に 人 触れ る まで 対象 : 呪文 を 唱 
えた 本 人 

魔法 の 力 に よっ て 、 呪 文 を 唱え た 者 の 隆 に 強い 電気 を 帯び させ ます 。 淀 電 し た 隆 は 、 呪 文 を 唱え 
た 者 が 隣接 する モン スタ ー に 触れ る か 、 あ る い は 自然 に 放電 し て し まう まで その まま の 状態 に な り ま 
す 。 こ の 呪文 を 唱え る と 、 電 気 を 帯び た 手 の グ ラフ ィ ッ ク が 表示 され ます 。 前 列 に いる 左 術 師 は 、 近 
接戦 闘 用 兵器 の よう に 、 こ の 手 を 使っ て モン スタ ー を 攻撃 する こと が で きま す 。 ダ メー ジ は 1-8 ボ イ 
ント + 魔 術 師 の レベ ル X1 ボ イン ト で す 。 た と えば 10 レ ベル の 諾 術 師 な ら 、1118 ボ ポイ ント の ダメ ー ジ 
を 与え る こと が で きま す 。 呪 文 の 効果 の 継続 時 間 は 、 礎 術 師 の レベ ル に よっ て 変化 し ます 。 


BRNHORLINII SE 
*BLUR( プ ラー : か すみ ) 
レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : 呪文 を 唱え た 本 人 
この 呪文 が 効力 を 発揮 し て いる 間 、 魔 術 師 の 姿 は か すみ が か か っ た よう に 見 え に 〈 く な り 、 敵 の 攻 
買 が 当たり に びな り ま す 。 人 ッ ゥ ルー・ シ ー イ ング の 呪文 は 、 プラ ー の 効果 を 打ち 消し ます 。 


%DETECT INVISIBLE( デ ク テ ク ト ・ イ ン ビ ジ ビ リ ティ ー : 不 可 视 O 看 破 ) 
レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : パー ティ ー 前 方 の 1 スク エア 
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この 呪文 に よっ て 、 パ パー ティ ー は 不可 視 の モン スタ ー、 ア イ テ ム 、 魔 法 の 影響 な ど を 見 る こと が で き 
る よう に な り ま す 。 た だ し 、 幻 を 見 破る こと は で きま せん 。 


INVISIBILITY( イ ン ビ ジ ビ リ ティ ー : 不可 視 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 特殊 対象 : ひと り の キャ ラク ター 

この 呪文 は 、 目 標 と な っ た キャ ラク ター を 敵 の 視界 か ら 消 し て し まい ます 。 そ の キャ ラク ター は 、 モ ン 
スタ ー を 攻撃 する まで 不可 視 の 状態 に な り ま す 。 強 力 な モン スタ ー の 中 に は 、 不 可視 の 状態 の キ 
ャ ラク ター の 存在 を 感知 し た り 、 は っ きり と 姿 が 見 える も の も いま す 。 


&IMP IDENTITY( イ ンプ ルー プ ド ・ ア イデ ンティティー : 識別 ) 

レン ジ :0 継続 時 間 : 瞬间 的 ”对 象 : キャ ラク ター の 持つ て いる アイ テム 1 個 

この 呪文 で 、 魔 術 師 が 手 に し た アイ テム が 、 ど うい う ア イ テ ム な の か が 分 か り ま す 。 魔 術 師 は 、 そ の 
アイ テム の 名 前 、 ア イ テ ム の 持つ 攻撃 / 防 御 の 修正 値 を 知る こと が で きま す 。 特 殊 な 魔法 の 半 の 
よう な アイ テム は 、 こ の 呪文 で は 識別 で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 


%M'S ACID ARROW( メ ルフ ズ ・ ア シッ ド ・ ア ロー : メル フ の 酸 の 矢 ) 

レン ジ : 遠 距離 継続 時 間 : 特 殊 対象 : 敵 1 体 

魔法 の 力 で 酸 の 矢 が 作り 出 きれ 、 自 動 的 に 日 標 を 攻撃 し ます 。 こ の 矢 は 、 呪 文 を 唱え た 諾 術 師 と 
同 レベ ル の ファ イタ ー が 放っ た 矢 と 同様 の 扱い を 受け 、2 一 8 ポイ ント の ダメ ー ジ を 目標 に 与え ます 。 
訂 術 師 の レベ ル が 3 レベ ル 上 昇 する ご と に 、 攻 撃 の 回 数 が 1 回 増え ます 。 従 っ て 、3 て 5 レベ ル の 府 
術 師 は 2 回 、6 こ 8 レベ ル の 座 術 師 は 3 回 の 攻撃 が 行え ます 。 


> ANMORKALNI es 
&DISPEL MAGIC( デ ィ ス ベル ・ マ ジッ ク : 魔法 の 解除 ) 
レン ジ : 0 継続 時 間 : 瞬間 的 対象 : パー ティ ー 全 体 
この 呪文 は 、 パ ー テ ィ ー に 影響 を 与 を て いる すべ て の 呪文 の 効果 を 打ち 消し ます 。 治 療 系 の 呪文 
は 打ち 消し ませ ん が 、 が ー ル だ パー ズン. プル ズ な どの 呪文 の 効果 は な く な り ま す 。 


学 FIRE BALL( フ ァ イ ア ー・ ボ ー ル : 火球 ) 

レン ジ : 遠 距 離 継続 時 間 : 瞬間 的 対象 : 1 スク エア 

ファ アー が ー ル と は 、 目 標 の スク エア に ある 物 す べ て に ダメ ー ジ を 与え る 爆発 性 を 持っ た 秋 の 
玉 で す 。 爆 発 に よっ て 、 魔 術 師 の レベ ル 、1 レ ベル ご と に 1 一 6 ポイ ント の ダメ ー ジ を 目標 に 与え ます 。 
た だ し 、10 レ ベル が 上 限 で 、 そ れ 以 上 は ファ アア ー が ボール の 与え る ダメ ー ジ は 増え ませ ん 。 た と え 
ば 、 レ ベル 10 の 魔術 師 は 、 ファ アア ー ガ ー ル に よっ て 10 一 60 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え る こと が で き 
ます 。 
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SHASTE(NAARF: 加速 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 下 程度 対象 : 魔術 師 の レベ ル 1 に つき ひと り 

この 呪文 は 、 日 標 と な っ た キャ ラク ター の 行動 、 攻 撃 を 通常 の 2 倍 の 速度 で 行え る よう に し ます 。 
た だ し 、 呪 文 を 唱え る スピ ー ド は 、2 倍 に は な り ま せん 。 魔 術 師 の レベ ル の 上 昇 に 伴い 、 呪 文 の 効 
果 の 継続 時 間 が 伸び て 行き ます 。 


“HOLD PERSON( ホ ー ル ド ・ パ ー ス ン : 金縛り ) 

レン ジ : 遠 距 離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 4 目標 まで 

人 間 、 車 人 間 、 ヒ ュー マ ノ イ ド に 効果 が あり ます 。 こ の 呪文 の 影響 下 に ある キャ ラク ター は 硬直 し 、 
動く こと も 話す こと も で き な く な り ま 事 呪文 の 継続 時 間 は 、 魔 術 帥 の レベ ル ア ッ プ に 伴っ て 長く な り ま ず 


SINVISIBILITY 10'( イ ン ピ ビジ ビリ ティ ー10' レ イデ ィ ア ス : 3 メー トル 半径 の 不可 視 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 特殊 対象 : パー ティ ー 全 体 

この 呪文 に よっ て 、 パ ー テ ィ ー 全 体 が 敵 の 視界 か ら 消 えま す 。 パ ー テ ィ ー の メン バー は 、 敵 を 攻撃 
する まで 不可 視 の 状態 で あり 続け ます 。 強 力 な モン スタ ー に な る と 、 不 可視 の 状態 に ある キャ ラク 
ター の 人 存在 を 感じ 取っ た り 、 見 る こと の で きる も の も いま す 。 


LIGHTNING BOLT( ラ イト ニン グ ・ ボ ルト : 稲妻 ) 

レン ジ : 遠 距 離 継続 時 間 : 明 間 的 対象 : 2 スク エア 

この 呪文 は 、 強 力 な 電気 の エネ ルギー で で きた 稲妻 で 敵 を 攻 繋 する も の で す 。 稲 妻 は 最初 の 日 
標 を 攻 忠 し た 後 、 そ の すぐ 後 の ス クエ ア を も 攻 皿 し ます 。 麻 術 師 の レベ ル 、1 レ ベル ご と に 1~6 ボ イ 
ント の ダメ ー ジ を 与え ます が 、10 レ ベル 以上 の 場合 は 10 レ ベル と し て 計算 きれ ます 。10 レ ベル の 麻 
術 帥 は 、10~60 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え られ る わけ で す 。 


®VAMPIRIC TOUCH( バ ン ビ ピリ ッ ク ・ タ ッ チ : 吸血鬼 D 手 ) 

レン ジ : 0 _ 継続 時 間 : 1 回 の 攻撃 対象 : 呪文 を 唱え る 本 人 

この 呪文 を 唱え る と 、 輝 く 手 の グラ フィ ッ ク が 表示 きれ ます 。 前 列 に いる 魔術 師 は 、 こ の 手 を 接近 上 戦 
用 兵器 の 様 に 使っ て 、 敵 を 攻 上 喉 す る こと が で きま す 。 攻 買 が 成功 する と 、 魔 術 師 の レベ ル 、2 レ ベ 
ル ご と に 1-6 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きま す 。 レ ベル 10 の 魔術 師 で あれ ば 、5~30 ポ イン 
ト の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる わけ で す 。 こ うし て 敵 に 与え た ダメ ー ジ と 同じ だ け の ヒッ ト ボ ポイ ント が 
魔術 師 の ヒッ ト ・ ボ ポイ ント に 一 叶 的 に 加算 され 、 魔 術 師 が 受け た ダメ ー ジ は 、 ま ず こ の ボイン ト か ら 
差し 引か れ て いき ます 。 こ の 呪文 は 、 ス ケル トン な どの アン デッド ・ モ ンス ター に は 効果 が あり ませ ん 。 
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DAENWNDORLLNME 


&FEAR(747 : 恐怖 ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 1 スク エア 

この 呪文 は 、 円 雛 状 の "恐怖 の 場 " を 作り 出し ます 。 こ の 呪文 の 影響 を 受け た 生き 物 は 、 恐 れ を な 
し て パー ティ ー か ら 逃 げ 出 し ます 。 魔 術 師 の レベ ル に よっ て 、 敵 が 恐怖 を 感じ て いる 時 間 の 長 さ は 
変化 し ます 。 魔 術 師 の レベ ル が 上 が る ほど 、 呪 文 の 継続 時 間 は 長く な り ま す 。 





"ICE STORM( ア イス ・ ス トー ム : 氷 の 嵐 ) 

レン ジ : 中 距離 一 遠 距 離 継続 時 間 : 暗 問 的 対象 : 3X3 ス クエ ア の 地域 

この 呪文 は 、 ひ ょ う の 激 し い 作 流 を 作り 出し 、 目 標 と な る 地域 に 3 こ 30 ボ ポイ ント の ダメ ー ジ を 与え ます 。 
呪文 が 届く 距離 は 、 礎 術 師 の レベ ル に よっ て 異な り ます 。 


&IMP INVISIBILITY( イ ンプ ルー プ ド ・ イ ン ビ ジ ビ ピリ ティ ー : 不 可 视 / 上 级 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : ひと り の キャ ラク ター 

この 呪文 は 、 目 標 と な っ た キャ ラク ター を 、 敵 の 視界 か ら 消し 去り ます 。 不 可視 の 状態 と な っ た キャ 
ラク ター は 、 敵 を 攻 眉 し て も 、 呪 文 を 唱え て も 、 不 可 祝 の まま で 留まり ます 。 不 可視 の 状態 に ある キャ 
ラク ター は 、 敵 の 攻撃 を 受け に くく な り ま す 。 人 み ル ー・ シ ー イ ング "の 呪文 は 、 こ の 呪文 の 効果 を 打ち 
消し ます 。 強 力 な モン スタ ー の 中 に は 、 不 可視 の キャ ラク ター を 感じ 取っ た り 、 見 る こと の で きる も の 
も いま す 。 


“REMOVE CURSE( リ ムー プ ・ カ ー ス : 呪い の 解除 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : ひと り の キャ ラク ター 

この 呪文 に よっ て 、 呪 い の か か っ た アイ テム を 手 に し て いる キャ ラク ター は 、 そ の アイ テム を 捨て る こ 
と が で きる よう に な り ま す 。 し か し 、 ア イ テ ム その も の に か けら れ た 呪い は その まま 残り ます 。 


DAENMAORLLNDGSE 
%CONE OF COLD( コ ー ン ・ オ プ ・ コ ー ル ド : 冷気 の 場 ) 
レン ジ : 近 和 距離 継続 時 間 : 蜂 間 的 対象 : 3 スク エア 
魔術 世 は 、 こ の 呪文 で 円 雛 状 冷気 の 場 を 作り 出し ます 。 こ の し びれ る よう な 冷気 は 、 魔 術 師 の レ 
ベル 、1 レ ベル ご と に 、2-5 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え ます 。 つ まり レベ ル 10 の 魔術 師 な ら 、20ー50 ポ 
イン ト の ダメ ー ジ を 与え られ る わけ で す 。 
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&HOLD MONSTER( ホ ー ル ド ・ モ ンス ター : モン スタ ー の 金縛り ) 

レン ジ : 遠 距 離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 1 スク エア 

この 呪文 は 、 六 一 ん だ ンマ ャ ー ズ ン の 呪文 に 似 て いま す が 、 も っ と 色々 な 種類 の モン スタ ー に 効果 が 
あり ます 。 と は いっ て も 、 こ の 呪文 も アン デッド ・ モ ンス ター に は 影響 を 与え る こと は で きま せん 。 呪 文 
の 継続 時 間 は 、 魔 術 師 の レベ ル が 上 が る に つれ て 長く な り ま す 。 


WALL OF FORCE( ウ ォ ー ル ・ オ プ ・ フ ォ ー ス : 力 の 壁 ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : 1 スク エア 

この 呪文 は 、 モ ンス ター や 呪文 を 遮る 障害 物 を 作り 出し ます 。 こ の 壁 は 、 デイズ イン テク ルム の 呪 
文 が 当たる か 、 パ パーテ ィ ー が 自ら 眉 の ある スク エア に 進入 す る と 効果 を な くし ます 。 


BÄAENDAORLZLNG 性 
性 DISINTEGRATE( デ ィ ス イン テグ レイ ト : 分 解 ) 
レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 風間 的 対象 : 1 目標 
この 呪文 が 当たっ た 生き 物 を 、 消 滅 さ せま す 。 デア スプ ン デ グレ シム の 効果 は 瞬時 に 発揮 きれ 、 ま た 
一 度 消え た も の は 2 度 と ゲー ム に 登場 し ませ ん 。 


や FLESH TO STONE( フ レッ シュ トゥ ー・ ス トー ン : 石化 ) 

レン ジ : 中 距離 継続 時 間 : 永久 (解除 され る まで ) 対象 : 1 日 标 

この 呪文 は 、 ひ と つの 日 標 を 石 に 変え て し まい ます 。 呪 文 の 効果 は 、 ス バーン ウー・ フ レッ シラ で 
打ち 消す こと が で きま す 。 


%STONE TO FLESH( ス トー ン ・ ト ゥ ー・ フ レッ シュ : 石化 の 解除 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 (再び 石化 され る まで ) 対象 : キャ ラク ター ひと り 

石化 し て し まっ た キャ ラク ター を 元 の 姿 に 戻す 呪文 で す 。 キ ャ ラク ター は 、 プレ ッシュ ウー・ 
スム ー ン の 呪文 か 、 メ ドゥ ウー サ や バシ リス ク な どの モン スタ ー の せい で 石化 する こと が あり ます 。 


&TRUE SEEING( ト ゥ ルー・ シ ー イ ング : 真実 の 目 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : 特殊 

この 呪文 で 、 パ ー テ ィ ー は 物体 の 真実 の 姿 を 見 る こと が で きま す 。 パ ー テ ィ ー は る 3J の 壁 に 惑わ き 
れる こと は な く な り 、 今 まで 見 えな か っ た 怪物 、 ア イ テ ム 、 魔 法 の 効果 も 見 る こと が で きる よう に な り ま す 。 
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僧 介 の 呪文 


DRBDORLLNM ws 
を BLESS( プ レス : 祝福 ) 
レン ジ : 0 継続 時 間 : 中 程度 対象 : パー ティ ー 全 体 
この 呪文 を 唱え る と 、 パ ー テ ィ ー 全 体 の 士気 が 高まり ます 。 パ ー テ ィ ー の メン バー は 、 攻 撃 に 際 し て 
有利 な 修正 を 受け る こと が で きる よう に な り ま す 。 プル ズ を 複数 回 唱え て も 、 効 果 が 重複 する こと は 
あり ませ ん 。 高 い レ ベル の パラ ディ ン も 、 プル ズ を 唱え る こと が で きま す 。 





CAUSE LIGHT WNDS( コ ー ズ ・ ラ イト ・ ウ ー ン ズ : 軽傷 を 負わ せる ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 水 久 対象 : 1 目標 

この 呪文 を 唱え る こと で 、 僧 偶 は 敵 に 1 一 8 ポイ ント の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きま す 。 僧 介 が この 
呪文 で 攻 忠 する た め に は 、 前 列 に 位置 し て いな けれ ば な り ま せん 。 


学 CURE LIGHT WNDS( キ ュ ア ・ ラ イト ・ ウ ー ン ズ : 軽傷 の 治癒) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 

この 呪文 を 負傷 し た キャ ラク ター に 唱え る こと で 、1~ 8 ポイ ント の ヒッ ト ・ ポ イン ト を 回 復 す る こと が で き 
ます 。 高 レベ ル の パラ ディ ン も 、 こ の 呪文 を 唱え る こと が で きま す 。 


&DETECT MAGIC( デ ィ テ クト ・ マ ジッ ク : 魔力 の 検知 ) 

レン ジ : 0 RR BEE : パー ティ ー の 持つ て いる アイ テム 

パー ティ ー の 持つ て いる アイ テム に 魔法 が か けら れ て いる か どう か を 見 分 け ます 。 有 左 法 の アイ テム 
が あれ ば 、 し ば ら 〈 の 間 、 魔 法 が か けら れ て いる こと が 示さ れ ま す 。 高 レベ ル の パラ ディ ン も 、 こ の 呪 
文 を 唱え る こと が で きま す 。 


*PROTECT-EVIL( プ ロ テ ク ショ ン ・ フ ロム ・ イ ビル : 悪 か ら の 防御 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 中 程度 対象 : キャ ラク ター ひと り 

この 呪文 は 、 対 象 と な っ た キャ ラク ター を 麻 法 の か ら で 包み 込み ます 。 そ の か ら は 、 悪 の 屈 性 を 持 
つ 生 物 か ら の 攻 買 を 防ぎ ます 。 呪 文 の 継続 時 間 は 、 倍 介 の レベ ル が 上 が る に つれ て 長く な り ます 。 
高 レ ベル の パラ ディ ン も 、 こ の 呪文 を 唱え る こと が で きま す 。 
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SIBBEDRRLLNI? 发 


%AID( エ イド : 援助 ) 

レン ジ : 0 KERNE NE 対象 : キャ ラク ター ひと り 

この 呪文 は 、 プ シズ と 同様 の 効果 を 持ち 、 さ ら に 対象 と な っ た キャ ラク ター は 、1~-8 ボ ポイ ント の 追加 
ヒッ ト ・ ポ イン ト を 一 時 的 に 得る こと が で きま す 。 そ の キャ ラク ター が 攻撃 を 受け る と 、 ま ず こ の 追加 ボ 
イン ト か ら ダ メー ジ を 受け て いき 、 そ れ が な く な っ て 初め て 、 自 分 の 本 当 の ヒッ ト ・ ボ イン ト が 減っ て い 
く こと に な り ます 。 僧 但 の レベ ル が 上 が る と 、 呪 文 の 継続 時 間 も 長 く な り ま す 。 


を FLAME BLADE( フ レー ム ・ プ レー ド : 炎 の 刃 ) 

レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 1 日 標 

この 呪文 を 唱え る と 、 秋 の よう な 丸 が 僧 偶 の 下 か ら 飛 び 出 し ます 。 飛 び 出し た 妨 は 普通 の 剣 と 同 
様 に 敵 を 攻撃 し 、 通 常 7cー10 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 与え ます 。 フ レー ム ・ プ レー ド を 唱え る と 、 爽 の 剣 
の グラ フィ ッ ク が 僧 伺 の 手 に 表 わ れ ます 。 こ れ を 通常 の 接近 戦 用 武器 の よう に 使っ て 敵 を 攻 撃 し 
て くだ さい 。 こ の 呪文 は 、 火 に 耐性 を 持つ 敵 に 対し て は 、 与 える ダメ ー ジ が 少し だ け 少 な く な り ま す 。 
呪文 の 継続 時 間 は 、 僧 但 の レベ ル が 上 が る に つれ て 長く 〈 く なり ま す 。 






※HOLD PERSON( ホ ー ル ド ・ パ ー ス ン : 金縛り ) 

レン ジ : 遠 距離 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 1-4 人 の 目標 

この 呪文 は 、 人 間 、 還 人 間 、 ヒ ュー マ ノ イ ド に 対し て 効力 を 持っ て いま す 。 こ の 呪文 の 影響 下 に ある 
生物 は 硬直 し 、 動 く こ と も 話す こと も で き な く な り ま す 。 継 続 時 間 は 僧 介 の レベ ル が 上 が る と 長く 《 な り ま 
Fa 


%SLOW POISON( ス ロー・ ポ イズ ン : 毒 の 不 活性 化 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 長 時 間 対象 : キャ ラク ター ひと り 

この 呪文 は 、 限 られ た 時 間 の 間 、 あ ら ゆ る 毒 の 効果 を 鈍ら せま す 。 こ の 呪文 の 効力 が 切れ る と 、 
ニュ ー ル ララ アズ ・ ガ が プ ズン の 呪文 が か けら れ な い 限 り 、 毒 を 受け て いる キャ ラク ター は 通常 に 戻 
っ た 毒 の 効果 に 茸 し め ら れる こと に な り ま す 。 呪 文 の 継続 時 間 は 、 僧 但 の レベ ル ア ッ プ と 共に 長く 
な り ま す 。 こ の 呪文 は 、 高 レベ ル の パラ ディ ン も 唱え る こと が * で きま す 。 
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DBEBDRLLNNI 发 - 
你 CREATE FOOD( ク リエ イト ・ フ ー ド ・ ア ンド ・ ウ ォ ー タ ー : 食料 と 水 の 合 成 ) 
レン ジ : 0 継続 時 間 : 永 久 対象 : 特 殊 











この 呪文 は 、 魔 法 の カカ で パー ティ ー 用 の 食物 を 造り 出す も の で す 。 キ ャ ラク ター の 空腹 ゲー ジ が 
空白 で 、 そ の まま 何 も 食 べ な いで いる と 、24 時 間 ご と に 1 ヒッ ト ・ ボ ポイ ント の ダメ ー ジ を 受け る こと に な り 
ます 。 負 えて いる 魔術 師 や 僧 介 は 、 呪 文 を 記憶 し た り 授かっ た りす る こと が で きま せん 。 








&DISPEL MAGIC( デ ィ ス ペル ・ マ ジッ ク : 魔法 の 解除 ) 

レン ジ : 0 BR EN 対象 : パー ティ ー 全 体 

この 呪文 は 、 パ ー テ ィ ー に 影響 を 与 を て いる すべ て の 呪文 の 効果 を 打ち 消し ます 。 治 療 系 の 呪文 
は 打ち 消し ませ ん が 、 が ー ル が ンー ズン 、 プシ ス な どの 呪文 の 効果 は な く な り ます 。 


%MAGICAL VESTMENT( マ ジ カ ル ・ ベ スト メン ト : 魔法 の 衣 ) 

レン ジ :0 継続 時 間 : 中 程度 対象 : 呪文 を 中 える 本 人 

この 呪文 は 僧 信 自身 の ロー ブ に 魔法 の 涼 響 を 与え 、 最 低 で も チェ ー ン ・ メ イル と 同様 (AC5) の 
防御 力 を 与え ます 。 僧 人 の レベ ル が 5 以上 に 上 が る と 、3 レ ベル ご と に アー マー クラ ス の 上 が りか 
た が 1 だ け 増 えて いき ます 。 つ まり レベ ル 11 の 僧 介 な ら 、 ア ー マ ー ク ラス 3 の 防御 力 を 得る こと が で き 
る わけ で す 。 こ の 呪文 は 、 複 数 回 唱え て も 効果 は 重複 し ませ ん し 、 他 の 防御 系 の 呪文 や 鎧 と 効果 
が 重複 する こと も あり ませ ん 。 倍 信 の レベ ル が 上 が る と 、 継 続 時 間 も 長 く < なり ます 。 





%PRAYER( プ レー ヤー : 祈り ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 短 時 間 ~ 中 程度 対象 : パー ティ ー 全 体 

この 呪文 は 、 レ ベル 1 の FIR を 強力 に し た 呪文 で す 。 パ ー テ ィ ー の 戦闘 能力 を 上 げ 、 敵 の 戦闘 
能力 を 下げ ます 。 こ の 呪文 を 複数 回 唱え て も 、 効 果 が 重 徴 する こと は あり ませ ん 。 僧 伯 の レベ ル が 
上 が る に つれ て 、 継 続 時 間 も 長 く な り ま す 。 


%REMOVE PARALYSIS( リ ムー プ ・ パ ララ シス : 麻痺 の 回 復 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : 1-ー4 人 の キャ ラク ター 

魔法 に よる 麻痺 、 ま た 麻痺 に 似 た 状態 の キャ ラク ター を 回 復 さ せま す 。 か ー ル が や スワ ー の 呪文 
の 効力 も 打ち 消す こと が で きま す 。 
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I BBRDRRLLNM ee 
®CAUSE SERIOUS( コ ー ズ ・ シ リア ス ・ ウ ー ン ズ : 重傷 を 負わ せる ) 
レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 永久 対象 : 1 目標 
この 呪文 は 、 レ ベル 1 の マー ズ ・ テ ィ バ ・ ウ クー ンズ て と 同様 の も の で す が 、 た だ び ひと つ 、 与 える ダメ ー ジ 
が 3~17 ポ イン ト と 大 きい の が 違い で す 。 こ の 呪文 で 敵 を 攻撃 する た め に は 、 僧 伺 が 前 列 に いな け 
れ ば いけ ませ ん 。 


学 CURE SERIOUS( キ ュ ア ・ シ リア ス ・ ウ ー ン ズ : 重傷 の 治癒 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 

レベ ル 1 の 呪文 、 キィ ア ・ ラ ・ ウ ー ン ズ と 同じ よう な 呪文 で す が 、3ー17 ボ イン ト の ヒッ ト ・ ポ イン ト を 
回 復 で きる 点 が 異な り ま す 。 


NEUTRAL-POISON( ニ ュー トラ ライ ズ ・ ボ イズ ン : 毒 の 中 和 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 

あら ゆる 毒 に 対す る 解毒 効果 が あり ます 。 す で に キャ ラク ター が 毒 の 影響 で 死亡 し て し まっ た 場合 
に は 、 こ の 呪文 で 生き 返ら せる こと は で きま せん 。 


*PROTECT-EVIL 10'( プ ロ テ ク ショ ン ・ フ ロム ・ イ ビル 10' レ イデ ィ ア ス : 3 メー トル 範囲 の 悪 か ら の 防御 ) 

レン ジ :0 継続 時 間 : 中 程度 - 長 時 間 対象 : パー ティ ー 全 体 

この 呪文 は 、 レ ベル 1 の プロ テク シ ョ ン ・ フ ワ ス ・ プ と と 同様 の 呪文 で す が 、 パ ー テ ィ ー 全 体 に 影 
響 す る と ころ が 違い ます 。 呪 文 の 継続 時 間 は 、 僧 但 の レベ ル が 上 が る に つれ て 長く な っ て いき ます 。 


I MBEDRRLNDSE 
&CAUSE CRITICAL( コ ー ズ ・ ク リティ カル ・ ウ ー ン ズ : 致命 傷 を 負わ せる ) 
レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 水 久 対象 :1 目 標 
レベ ル 1 の フー ズ ・ ラ ・ ウ ー ン ズ と 同様 の 呪文 で す が 、 与 える ダメ ー ジ が 6 一 27 ポ イン ト と 大 きい 
こと が 違い で す 。 こ の 呪文 で 敵 を 攻撃 する に は 、 僧 介 は 前 列 に いな けれ ば な り ま せん 。 


&CURE CRITICAL WNDS( キ ュ ア ・ ク リティ カル ・ ウ ー ン ズ : 致命 傷 の 治癒 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 

レベ ル 1 の キュ ア ・ テ 人 ・ ウ ー ン ズ に 似 た 呪文 で す が 、6ー27 ポ イン ト の ヒッ ト ・ ポ イン ト を 回 復 で きる 
の が 違い で す 。 
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%FLAME STRIKE( フ レー ム ・ ス トラ イク : 炎 の 攻撃 ) 

レン ジ : 遠 距離 継続 時 間 : 瞬間 的 対象 : 1 スク エア 

僧 信 は この 呪文 を 使っ て 、 空 か ら 笑 の 柱 を 呼び 寄せ ます 。 こ の 呪文 の 影響 を 受け た キャ ラク ター 
は 、6~48 の ダメ ー ジ を 受け る こと に な り ま す 。 


$RAISE DEAD( レ イズ ・ デ ッ ド : 死者 の 復活 ) 

レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 

倍 介 は この 呪文 で 、 エ ルフ 以外 の キャ ラク ター の 蘇生 を 試み る こと が で きま す 。 成 功 の 可能 性 は 、 
死ん だ キャ ラク ター の 体質 値 に よっ て 変わ り ます 。 


&SRAY LIVING( ス レイ ・ リ ビン グ : RE) 

レン ジ : 近 距 見 継続 時 間 : 永 久 対象 :1 目 標 

この 呪文 の 日 棲 と な っ た 英 は 、 ダ メー ジ を 被る か 、 瞬 時 に 死ん で し まう か の どちら か で す 。 高 い レ ベ 
ル の 敵 は 、 ダ メー ジ を 被る だ け の 可能 性 が 高く な り ま す 。 


$TRUE SEEING( ト ゥ ルー・ シ ー イ ング : 真実 の 目 ) 

レン ジ :0 継続 時 間 : 短 時 間 対象 : 特 殊 

この 呪文 で 、 パ ー テ ィ ー は 物体 の 真実 の 姿 を 見 る こと が で きま す 。 パ ー テ ィ ー は 幻 の 左 に 惑わ き 
れる こと は な く な り 、 今 まで 見 えな か っ た 怪物 、 ア イ テ ム 、 魔 法 の 効果 も 見 る こと が で きる よう に な り ま す 。 


> 人 店 の レベル 6 ww 
*HARM( ハ ー ム : HABE) 
レン ジ : 近 距 離 継続 時 間 : 永久 対象 :1 目 標 
この 呪文 は 、 目 標 と な っ た 敵 を 死 の 1 歩 手 前 に まで 追い 込み ます 。 こ の 呪文 を か ける 前 の ヒッ ト ・ ボ 
イン ト に 関係 な く 、 敵 は わずか 数 ポイ ント の ヒッ ト ・ ポ イン ト が 残っ た 状態 に な っ て し まい ます 。 こ の 呪文 
で 攻撃 する に は 、 僧 偶 は 前 列 に いな けれ ば な り ま せん 。 


HEAL( ヒ ー ル : 完全 治癒) 


レン ジ : 0 継続 時 間 : 永久 対象 : キャ ラク ター ひと り 
この 呪文 は 、 負 傷 、 天 、 前 是 状 態 、 麻 痺 と いっ た 状態 を すべ て 治癒 し ます 。 
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呪文 の 使用 に お ける 戦術 

呪文 は 、 パ ペー ティ ー の 能力 の 重要 な 一 部 で す 。 
パー ティ ー の 呪文 の 使い 手 が 持 っ て いる 呪文 
は 、 パ ー テ ィ ー 全 体 の 戦術 に 重要 な 影響 を 与え 
ます 。 





この セク ショ ン で は 、 呪 文 を 攻撃 呪文 と 防御 呪 
文 、 治 療 呪 文 、 そ の 他 の 呪文 に 分 け て 説明 し ま 
す 。 ど うい っ た 場面 で どの タイ プ の 呪文 が 最も 効 
果 的 か 、 と いっ た ヒン ト を ここ に 書き 出し て み ま し た 。 


この セク ショ ン で は 、 僧 人 の み 唱 えら れる 呪文 に 
は 、* マ ー ク を つけ て 示し て いま す 。 


4.797 
フー ニン グ * ハ ンズ * フ ー ズ * ラ アム ・ ウ ー ン ズ 、^ 
ショ ッ チ ンク グ * ク ラス フ 、* フ レー スム ・ フ レー バ 
パン と パック ・ タ ッ テ 、* フ コーズ * シ グ クア ス ・ ウ ー ン 
ズ 、* フ ー ズ * ク クティ ァ カ ル ・ ウ ー ン ズ ` * ハ ー ム スム 
これ ら の 呪文 は 、 パ ー ニ ング ・ ハ ンズ を 除い て 、 
すべ て 接近 し て 効果 を 発揮 する 魔法 で す 。 バ パー 
ニン グ ・ ハ ンズ を 除け ば 、 呪 文 を 唱え る 者 は パー 
ティ ー の 前 列 に 位置 し て いな けれ ば な ら な い の 
で す 。 こ れ ら の 呪文 を 唱え る に は 時 間 が か か る こ 
と と 、 呪 文 の 唱え 手 の 脆 さき を 考え れ ば 、 こ れ ら の 
攻撃 呪文 を 使用 する の は 、 ま さ に 最後 の 手段 だ 
言え ます 。 


マジ ッ ク ミダ アル ん 、 アル フス * ア シッ が ・ ア ワー 
この ふた つの 呪文 は 、 一 度 に 1 体 の モン スタ ー に 
し か 効果 が あり ませ ん 。 ま た 、 こ れ ら の 呪文 で は 、 
呪文 の 唱え 手 は 安全 な 後列 か ら 攻 繋が で きま 
す 。 こ の ふた つの 呪文 は 、 レ ベル の 低い 魔術 師 
が 好 ん で 使う 攻撃 魔法 で す 。 


デ ァ スズ アン テク シア 人 フレ ッシュ ・/ ウ ー・ ズ ムー 
この ふた つの 攻 國 呪文 は 、 一 回 の 攻撃 で ひと つ 
の 日 標 を 抹殺 で きる 、 遠 距離 庄 法 攻撃 で す 。 こ 
の ふた つ は 、 レ ベル の 高い 魔術 師 が ヒッ ト ・ ボ ポイ 
ント の 多い 英 に 対し て 好 ん で 使う 攻撃 魔法 で す 。 
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な 一 ん パー ズン ファ アア ー が ー ル ん 、 ライ 7 トニ 
ング" が ん 人 ファ アア スズ ・ ス ムー スム 、 フー ン ・ 

ブ プ *・ コ ー ル バ * フ レー ム ・ ズ スラ イク 、 カー ルム * 
ぞ ン ズ タ ー 

これ ら の 呪文 は 、 ひ と つの エリ ア 内 に いる 複数 の 
モン スタ ー に 対し て 、 遠 距離 か ら 攻撃 で きる 攻 
没 魔 法 で す 。 与 えら れる ダメ ー ジ が 増え る た め 、 
レベ ル の 高い キャ ラク ター に よっ て 好 ん で 唱え ら 
れる 呪文 で す 。 


こう し た ひと つの エリ ア 内 に いる 複数 の モン スタ 
ー に 影響 を 与え る 呪文 は 、 多 く の モ ンス ター を 相 
手 に 戦闘 する 場合 に 特に 有効 で す 。 様 々 な 呪 
文 の "対象 "を よく 調べ て みて 下さ い 。 複 数 の スク 
エア に 効果 を 与え る 呪文 は 、 一 団 と な っ て 攻 買 
の で き な い モン スタ ー に 対し て より 有効 で 、 ひ と つ 
の スク エア に し か 攻撃 で き な い 呪文 は 、 一 団 と 
な っ て 攻撃 し て くる モン スタ ー に 対し て 有効 に な り 
ます 。 


アイ スズ ・ ス バース や カー ル が ンー ズン を 使用 す 
る 場合 に は 、 特 に 注意 が 必要 で す 。 

アイ ズ ・ ズ ムー ム の 目標 と な る 敵 が 接近 戦闘 の 
範 胃 に いる よう な ら 、 そ の 呪文 に よっ て 味方 も ダメ 
ー ジ を 受け て し まい ます 。 メー ル だ が ンー ズン は 、 
人 間 か ヒュ ー マ ノ 條 に の み 効 果 が あり ます 。 


BERIREE 

アー マー、 フラ ー、* フ プロテクション ・ フ ワ ス ・ 
TEIL シール kK * マ ジ み カル ・ ベ スル メン 人 

* ン ワ テ クシ ョ ン ・ フ ワム ス ・ ア と 7 の レア テア アズ 
これ ら の 呪文 は 、 主 に 物理 的 攻撃 に 対す る 防 
御 魔法 で す 。 物 理 的 な 攻撃 を し て 〈 る 敵 と の 危 
険 な 戦闘 に 入る 前 に 、 パ ー テ ィ ー の 前 列 に いる 
キャ ラク ター に 、 こ れ ら の 呪文 を か け て や る と いい 
で し ょ う 。 


* フ レス 、+ フ レー アー 

これ ら の 呪文 は 、 主 に 魔法 攻撃 に 対す る 防御 
呪文 で す 。 魔 法 攻撃 を し て くる 敵 と の 危険 な 戦 
闘 に 入る 前 に 、 パ パー ティ ー の 前 列 に いる キャ ラク 
ター に 、 こ れ ら の 呪文 を か け て や る と いい で し ょ う 。 











VEBRREE 

* チ ャ ア ・ ラ プア ん ・ ウ ー ン ズ 、* テ アバ た 

* チ ュ プ ・ シ クア ス ・ ウ ー ン ズバ 

* チ ュ ア ・ ク グ テ ァ み カル ・ ウ ー ン ズバ * と 一 ん 

これ ら の 呪文 は 、 キ ャ ラク ター が 戦闘 な ど で 失 っ 
た ヒッ ト ・ ポ イン ト を 回 復 し て くれ ます 。 エイ が の 呪 
文 は 、 キ ャ ラク ター の 普段 の 上 限 以 上 の ヒッ ト ・ 
ポイ ント を 与え て くれ ます が 、 こ れ は 一 時 的 な も の 
に すぎ ませ ん 。 僧 伺 に は 、 パ ー テ ィ ー の メン パー 
の 負傷 の 応急 処置 が で きる よう 、 常 に キュ z ア ・ ラ テイ 
人 ん ・ ウ ー ン を いく つか 用 意 さ せ て お くべ き で し ょ 
Io 


* ズ ワー・ が プス ズン * リ ムー プン "ララ シス 、 

* ニ ュー 人 ララ イズ * ポ イズ スン 、 ソリ ムー プ ・ カ ー ス 、 
スズ ムーン ・ ム ゥ ー・ フ レッ シュ 

これ ら の 呪文 は 、 知 や 麻痺 、 フレ ッシュ ウー 

・ ズ ムー ン 、 呪 いと いっ た 障害 を 、 解 除 、 あ る い は 
効果 の 表 わ れ を 遅く する も の で す 。 巻 や 麻 間 、 石 
化 の 能力 を も っ た モン スタ ー の そば に 行く 場合 に 
は 、 常 に こう し た 呪文 を いく つか 用 意 し て お く と い 
いで し ょ う 。 





* レ アズ ・ デ ッ パ 

この 呪文 は 、 エ ルフ 以外 の 死ん だ キャ ラク ター 
を 蘇生 し て くれ る も の で す 。 僧 伺 が この 呪文 を 使 
える レベ ル に 達し た ら 、 こ の 呪文 を 常に ひと つ は 
用 意 し て お く と いい で し ょ う 。 





TOMAORL 

デア テク ん ・ マ ジッ ク 

この 呪文 は 、 パ ー テ ィ ー が ゲー ム の 途中 で 拾っ 
た アイ テム を 識別 する 際 に 非常 に 役立ち ます 。 
パー ティ ー が 持っ て いる すべ て の 魔法 の アイ テ 
ム は 、 こ の 呪文 に よっ て 色 が 変わ り ます 。 


プン と ジ と ツテ デ ァ ー、 プ アン と ジ と ツテ ァ ー ツ の 

テア アズ 

イン と ンジ と リティ ー は 、 後 列 の キャ ラク ター に と っ 

て は 役に立つ 防御 方 法 で す 。 

プン と ツジ と ツテ デ ァ ー 7 の レプ ディ アス は 、 パ ー テ ィ ー 

全体 を 魔法 の セン サー や 、“ 覗 き 目 "か ら 隠 す の 
に 役に立ち ます 。 








パー ティ ー が 不可 視 の 状態 に あっ て も 、 ほ と ん ど 
の モン スタ ー は パーティー の 大 体 の 位置 を 感じ 
取る こと は で きま す 。 た だ し 、 こ うし た 不可 視 の 状 
態 の パー ティ ー を 攻 貞 する モン スタ ー は 、 か な り 
の 不利 な 修正 を 受け る こと に な り ま す 。 


* ク ク テ ア /・ フ ー/* アン が *・ ウォ ー タ ー 

この 呪文 は 、 食 料 が ほとん ど 手 に 入ら な 〈《 な る ゲ 
ー ム 後半 で 非常 に 役立ち ます 。 パ ー テ ィ ー が 角 
え 始 め る 前 に 、 こ の 呪文 を 用 癌 し て お く こ と を 忘 
れ な いで くだ さい 。 負 え 始 め て か ら で は 詳 過 ぎ ま 
す 。 





ヘイ ズル 

この 呪文 は 、 い モ ンス ター と 戦う 時 に 特に 役 
立ち ます 。 こ の 呪文 は 、 パ ー テ ィ ー の 攻撃 間隔 を 
で っ と 縮め ます 。 危 険 な 戦闘 の 前 に は 、 こ の 呪文 
を パー ティ イー にかけて お く と いい で し ょ う 。 





ルゥ ルー・ シ ー プ ング " 

この 呪文 は 、 パ ー テ ィ ー が 多く の 幻影 に 悩ま され 
て いる 場合 や 、 見 えな い モ ンス ター に 遭遇 し た 時 
な ど に 役立ち ます 。 


デス プン テク レシ アバ 
この 呪文 は 、 行 く ee 
ZÄNROBREIT, LIKLIEBENL BET. 新 





AERCEHSERE 


敵 を 攻撃 する 

キャ ラク ター た ち は 、 通 常 、 敵 と 面 と 向かっ て 剣 
や メイ ス と いっ た 武器 で 戦闘 する 接近 戦闘 に 人 巻 
き 込 まれ る こと に な り ま す 。 ま た 、 キ ャ ラク ター た ち に 
は 魔法 で 攻 上 英 し た り 、 弓 や スリ ング で 遠 距 離 攻 
撃 を か ける と いう も う ひ と つの 選択 肢 も あり ます 。 


一 般 に 、 パ ー テ ィ ー の キャ ラク ター た ち は 、 最 前 
列 の 自分 と 同じ 側 に いる 敵 を 攻撃 し ます 。 戦 闘 
で 敵 が 1 体 だ け 残っ た 場合 、 そ の 敵 は スク エア 
の 中 央 に 移動 し 、 両 サイ 條 に いる 味方 が 攻撃 で 
きる よう に な り ま す 。 





HMZRFA 

RENT AFFE TDILT N FIIR 
な っ た 状況 で 最も 効果 的 な 武器 と 戦術 を 使う こと 
が で きる よう に な り ます 。 個 々 の キャ ラク ター の 戦 
闘 能 力 は 、 ア ー マ ー・ ク ラス と THAC0、 ダ メー 
ジ に よっ て 決ま り ます 。 


THAC0 

THAC0 は 、 敵 に 攻撃 を 当て る 能力 の こと で 、To 
Hit Armor Class 0( ア ー マ ー・ ク ラス 0 の 敵 に 
攻撃 を 当て る に は ) の 略 で す 。 ア ー マ ー・ ク ラス 0 
の 目標 に ダメ ー ジ を 与え る に は 、THAC0 の 数 値 
以上 を "振る "必要 が あり ます 。 キ ャ ラク ター の 
THAC0 が 低けれ ば 低い ほど 、 そ の キャ ラク ター 
の 攻撃 が 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 可能 性 は 高く な 
る わけ で す 。 キ ャ ラク ター の THAC0 は 、 ク ラス と 
レベ ル に 基づい て いま す 。 


注 …… 乱 数 を 生み 出す 過程 は 、 し ば し ば 

"振る "と いう 3 言葉 で 表わし ます 。 戦 闘 で 攻 

繋が 当たる か どう か を 決め る た め の 乱 数 は 、 
1 か ら 20 ま で の 数 字 で す 。 振 られ た 数 字 に 

は 、 キ ャ ラク ター の 能力 値 や 魔法 の 武器 に 

よる 修正 が 加え られ ます 。 








攻撃 は 、 振 られ た 数 (乱数 ) が 、 攻 撃 側 の THA 
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C0 か ら 目 標 の アー マー・ ク ラス を 引い た 数 より 
大 きけ れ ば 成功 し ます 。 


例 ) 

THAC0 が 15 の ファ イタ ー が 、 ア ー マ ー・ ク 
ラス 3 の モン スタ ー を 攻撃 し よう と し た と する と 、 
(THACO : 15) 一 (AC : 3)=12 

と な り 、12 以 上 の 乱数 が 必要 と な り ま す 。 し 
か し 、 も し モン スタ ー の アー マー・ ク ラス 
が 一 2 な ら 、 

(THACO : 15) 一 (AC : —2)=17 

と な り 17 以上 の 乱数 が 必要 に な る わけ で す 。 


ダメ ー ジ 

ダメ ー ジ は 、 攻 撃 が 成功 し た 際 に 、 目 標 の ヒッ ト ・ 
ボイン ト を いく 〈 つ 減ら すこ と が で きる か を 表す も の 
で す 。 敵 に 与え を る ダメ ー ジ は 、 キ ャ ラク ター の 体 
力 と 、 使 用 し て いる 武器 に よっ て 決ま り ま す 。 そ れ 
ぞ れ の 武器 が 、 ど の 程度 の ダメ ー ジ を も た ら す 
か に つい て は 、58 ペ ー ジ の "武器 ダメ ー ジ 表 " を 
参照 し て くだ さい 。 


モン スタ ー の 中 に は 、 あ る 種 の 武器 に よる 攻撃 で 
は ダメ ー ジ が 減っ て し まし た り 、 ま っ た く ダ メー ジ を 
与え られ な いも の も いま す 。 た と えば スケ ルト ン を 
鋭い 武器 、 妨 つき の 武器 を 使っ て 攻 買 す る と 、 ダ 
メー ジ が 半減 し て し まい ます 。 


BRN-BUISEN 

戦闘 で 成功 を 収め る に は 、 パ ー テ ィ ー を うま く 配 

置 し 、 効 果 的 な 呪文 を 戦闘 の 前 、 そ し て 戦闘 中 

に 唱え 、 キ ャ ラク ター を 有利 な 場所 へ と 移動 させ 、 
最も パワ ー の ある キャ ラク ター と 武器 を 使用 し て 

攻撃 する こと で す 。 


N-F4-DEE 

重 装備 の 戦士 系 キャ ラク ター を 前 列 に 置き 、 敵 
の 攻撃 に も ろ い 魔術 師 や 盗賊 は 後列 に 配 す と 
いい で し ょ う 。 





N-FI-DEM 
前 列 の キャ ラク ター に は 、 考 に は いる 最も 強力 な 






接近 戦 用 兵器 を 持た せま し ょ う 。58 ペ ー ジ の " 武 
器 ダ メー ジ 表 " を 見 て 、 ど の タイ プ の 武器 が どれ 


だ け の ダメ ー ジ を 与え られ る か を 調べ て 下さ い 。 
上 分 な 武器 が 王 に 入っ た ら 、 憶 士 系 の キャ ラク 
ター に は 、 利 き 手 に 片手 武器 利き手 で な い 考 
に ショ ー ト ・ ソ ツー ド を 持た せる の が いい で し ょ う 。 両 
手 武器 を 使っ て いる 場合 、 も う - - 方 の 手 に は 物 を 
持て な いこ と を 忘れ な いで くだ さい 。 





後列 の キャ ラク ター に は 、 握 に 入る 最も 強力 な 
飛び 道具 を 装備 し て や り ま し ょ う 。58 ペ ー ジ の 
"武器 ダメ ー ジ 表 " を 見 て 、 ど の 武器 が どれ だ け 
の ダメ ー ジ を 与え られ る か を 調べ て 下さ い 。 呪 文 
の 使い 手 は 、 彼 ら の ホー リー シン ボル や スペ ル 
プ ブッ ク を 手 に 持た せ 、 呪 文 を 唱え る 準備 を 整え さ 
せま し ょ う 。 


投てき 武器 を 使う キャ ラク ター は 、 迅 速 に 次 の 投 
て き の 人 準備 が で きる よう に 、 そ の 武器 を 手 と ベル ト 
ポー チ の 両方 に 持た せ て お きま し ょ う 。 投 て き 武 
器 を 使用 する キャ ラク ター が 前 列 に いる 場合 に 
は 、 盾 か ショ ー ト ・ ソ ツー ド を ベル ト ポ ボー チ の 一 番 上 
-21 ペ ー ジ の 画面 写真 の #3 の ボッ クス - に いれ 
て お 《 も いい 考え で し ょ う 。 こ うし て お け ば 、 投 て き 
武器 を 使い 尽く し た キャ ラク ター は 、 自 動 的 に シ 
ョ ー ト ・ ソ ー ド また は 圧 を 手 に する こと に な は す 。 


戦闘 の 後 、 使 用 し た 飛び 道具 の 矢 や 投てき 武 
器 を 拾う こと を 忘れ な いで 下さ い 。 戦 闘 に お いて 、 
飛び 道具 や 投てき 武器 は 、 す ぐに 使い 切っ て し 
まう も の で す 。 


廊 施 し た チャ ラク ター 

重傷 を 負っ た キャ ラク ター は 、 可 能 な ら ば 前 列 か 
ら 外 し て や る べき で す 。 負 働 し た キャ ラク ター を 
治療 する ほう が 、 死 ん で し まっ た キャ ラク ター を 生 
き 返 ら せ る より も ずっ と 簡単 な の で す 。 


BMEHM 
ある エリ ア を 擦 索 中 に は 、 コ ン パ ス を 画面 に 表示 


し て 、 マ ッ ピ ング を 楽に し まし ょ う 。 す で 
た 場所 を 移動 し て いる と き に は 、 呪 文 メ 
ニュ ー を 画面 に 表示 し 、 攻 撃 魔 法 を 用 意 し て 歩 
きま し ょ う 。 常 に メイ ン 画 面 を 表示 し て 歩き 回 る よう 
に し て くだ さい 。 キ ャ ラク ター 画面 や 装備 画面 か 
ら で は 戦闘 する こと が で き な い か ら で す 。 





メイ ン 画 面 と 呪文 メニ ュー の 両方 を 画面 に 表示 
し て お け ば 、 あ な た の パー ティ ー は 戦闘 准 備 が 
整っ て いま す 。 ド ア を 開け る 、 階 彼 の 上 り 下 り を す 
る ドア や 秘 富 の 璧 を 開く 可能 性 の ある ボタ ン を 
押す 、 と いっ た 場合 に は 、 常 に 戦闘 準備 の 整っ 
た 状態 に し て お く こ と で す 。 モ ンス ター は 、 し ば し 
ば ドア や 秘 宙 の 英 の 後に 潜ん で いて 、 し か も 役 
ら は 和 常に 職 開 進 備 を 蜂 え て 待っ て いま す 。 








戦闘 の 最 中 で も 、 移 動 で きる こと を 忘れ な いで 下 
さい 。 敵 の 近接 攻 黄 を 庄 け る た め に 、 後 に が る 
こと も で きる の で す 。 敵 が 飛び 道具 で 攻 繋 し て き 
た ら 、 械 に 移動 し て それ を 遅 け る こと も で きま す 。 
特に 茂 し い 戦闘 の 場合 に は 、 敵 か ら 鞍 げ て ドア 
を 閉め て し まえ ば 、 戦 いか ら 逃 れる こと も で きま す 。 
し か し 、 モ ンス ター の 中 に は ドア を 開け る こと の で 
きる も の も いま す の で 注意 し て 下さ い 。 


ヒン ト 
ここ で は 、 あ な た の 販 険 の 助け と な る - 般 的 な 戦 
術 の ヒン ト を 紹介 し まし ょ う 。 


アイ テム な は 療 っ て し ヾ こと 

あな た が 発見 し た も の は 、 い つ 必 要 に な る か 分 か 
り ま せん 。 ア イ テ ム を 持っ て いく に は 、 そ の アイ テム 
を 拾い 、 パ ッ ク パ バッ ク の 中 に し まっ て くだ さい 。 


N-FI-RMEIDER 


自分 の パー ティ ー に 、 最 低 2 人 の 戦士 系 キャ ラ 
クタ ー と 、 魔 術 師 呪 文 の 使い 手 、 僧 偶 呪 文 の 使 
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い 手 が ひと り ず まつ いる よう に し て くだ さい 。 モ ンス タ 
ーー が 接近 し て きた ら 、 前 列 に いる 戦士 系 キャ ラク 
ター た ちの 利き 手 に 、 武 器 を 持た せ て ある こと を 
確認 し て くだ さい 。 前 列 の キャ ラク ター で 戦う こと 
に 慣れ て きた ら 、 後 列 の キャ ラク ター に 飛び 道 
具 や 呪文 で 攻撃 させ る こと も 覚え まし ょ う 。 キ ャ ラテ 
クタ ー に 、 様 々 な 武器 、 盾 、 ホ ー リ ー シ ン ボル 、 ス 
ペル プ ブッ ク の 組合 わせ を 装備 させ て みて 、 彼 ら の 
戦闘 能力 が 最も 発揮 で きる 組合 わせ を 探し て 下 
さい 。 





FL ンー の DERE RNR 

ダン ジョ ン 内 の ある 場所 で 活性 化 さ れ 、 も っ と 奥 
の 別 の 場所 に 影響 を 与え る よう な 謎 も あり ます 。 も 
し も 用 途 の 明らか で な い レ バー や ボタ ン を 見 つ 
けた ら 、 そ の 位 前 を 書き 留め て お きま し ょ う 。 ど こ か 
で これ 以上 進め な く な っ た ら 、 こ うし た ボタ ン や レ 


パー の ある 場所 に 戻り 、 ひ と つ ず つ 操作 し て みて 、 


な に か 変化 が な いか どう か を 確か め て みる と いい 
で し ょ う 。 


EDEREERU 

も し も ある エリ ア で 行き 詰っ て し まっ た ら 、 そ の 付近 
の 圧 に 落書 き が な いか 、 探 し て み ま し ょ う 。 概 方 
向 に ある 壁 の 落 革 き は 、 し ば し ば 見 落と すこ と が 
あり ます 。 落 書き の 中 に は 、 パ バー ティー 内 に 一 定 
の 種族 が いな いと 読め な いも の も あり ます 。 


BORLKSEHRE 

BEISBNEOBELRIT DI NTREHEITE 
か 探し て み ま し ょ う 。 壁 に そっ て 横 方 向 に 移動 す 
れ ば 、 隠 し ボタ ン を 見 つけ や すく な り ま す 。 
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ZENZVSBEETE 

パー ティ ー を 移動 きせ る 際 に は 、 コ ン パ ス を 注意 
し て 見 て いて 下さ きい 。 パ パー ティ ー の 向き を 変え て 
し まう ワナ が 、 た くさ ん ある か ら で す 。 テ レポ ー タ ー 
の ワナ は 、 し ば し ば パー ティ ー の 向き が 変っ て い 
る こと で 気づき ます 。 





デ テレ ポー ター た 浮間 

ある 地域 を 探索 中 に 、 テ レポ ー ト され た の で は 、 と 
疑念 を 抱い た ら 、 ア イ テ ム を テレ ポー ター と お ぽ し 
き 場所 に 向け て 投げ て み ま し ょ う 。 も し それ が テレ 
ボー ター な ら 、 ア イ テ ム は 消え 去る は ず で す 。 


FAA ED に セー ププ 

な に か パー ティ ー を 痛め つけ る よう な 出来 事 が 
起き そう だ な と 思っ た ら 、 す ぐ ゲ ー ム を セー プ し ま 
し ょ う 。 新 し い 階 に 入っ た ら 、 ま ず セ ー プ し まし ょ う 。 
謎 解き が 難し い 場合 に は 、 ま ず ゲ ー ム を セー ブ 
し て 、 そ れ か ら 人 違う や り 方 を いろ いろ と 試し て み ま 
し ょ う 。 モ ンス ター の 攻撃 が 激しく 素 速 け れ ば 、 ゲ 
ー ム を セー プ ブ し て か ら 、 ほ か の 戦術 を 試し まし ょ う 。 
困難 な 状況 に な っ て きた な と 思っ た ら 、 ド ア を 開け 
る 前 に ゲー ム を セー プ し まし ょ う 。 


EUBAFKIEL 

どう し て も 解け な い 謎 が ある と き に は 、 と りあ え ず 先 
に 進ん で し まい まし ょ う 。 ゲ ー ム を 終え る た め に は 、 
すべ て の ドア を 開け る 必要 は あり ませ ん し 、 す べ 
て の アイ テム を 手 に 入れ る 必要 も あり ませ ん 。 謎 
を 解け な か っ た 地域 は 、 マ ッ プ に 記し て お きま し ょ 
う 。 パ ー テ ィ ー が その 後 行き 詰っ た り 、 先 に 進む た 
め に アイ テム が 必要 に な っ た ら 、 解 け な か っ た 謎 
の 場所 に も う 一 度 戻り 、 再 び 謎 解き に 挑戦 し まし 
よう 。 





4:777-BäH 





ょ 、 ダ ー ク ムー ン 寺 院 の 中 、 そ し て その 周辺 に 住む モン スタ ー の ほとん ど を 紹介 し て いま す 。 


ここ に 説明 の な い モ ンス ター に も 遭遇 する こと が ある か も 知れ ませ ん ……*s 


エア グル ・ ゲ ー ノ リン 

この 半 知 性 生命 体 は 、 エ ア ・ 
_ エレ メン タル の 一 形態 で す 。 
馬 エア リア ル ・ サ ー バ ント は 高い 
レベ ル の 僧 介 に よっ て 何 か の 
仕事 を する た め に 人造 
・ た も の で 、 空 中 で : 
が 多い の で す 。 彼 ら の 姿 は 通常 目 に 見 えま せん 
が 、 見 えた と き に は キラ キラ と 光る 青い 煙 で で き 
た 、 足 の な い ヒ ュー マ ノ イ に 似 て いま す 。 彼 ら は 
非常 に 強く 、 掴 みか か っ た り 締 め つ けた りす る こと 
で 、 目 標 に 大 き な ダ メー ジ を 与え ます 。 











ジイ プン ・ ブ ウム 
(AKFVUMEFV) 


兵隊 アリ と 働き アリ が 
ー いま す 。 彼 ら は よろ い の 

よう な 厚い 外 殻 で 包ま 
れ て いま す 。6 本 の 毛むくじゃら の 足 を も っ て お り 、 
これ に よっ て 地面 を 非常 に 早い スピ ー ド で 移動 
する こと が で きま す 。 ジ ャ イア ント ・ ア ント は 、 す べ て 
強力 な 大 顎 を 持っ て お り 、 こ れ に よっ て 目標 を 引 
き 裂 < こと が で きま す 。 兵 隊 ア リ は 、 尾 部 の 毒 針 に 
よる 攻撃 も で きま す 。 





ジャ イア ント ・ ア ント に は 、 





レッ ダー ンク スク 





この 珍し い 遍 貝類 の モ 
ンス ター は 、 監 い 皮 膚 


と 8 本 の 足 を 持っ て いま 
す 。 レ ッ サ ー・ バ シリ ス 
ク は 、 力 強く 噛み つい 
た り 、 敵 を 見 つめ て 石 
に 変え て し まう こと で 身 を 守り ます 。8 本 も 足 が ある 
に も 関わ ら ず 、 代 謝 機 能 が 遅い た め 、 ゆ っ くり と し 
か 動け ませ ん 。1 了 匹 か 少数 の ゲ グルー プ で 行動 し 
ます 。 





と ホル ター 
アイ タイ ラン ト ( 目 玉 
の 凌 君 )、 あ る い は ス フ 
ェ ア ・ オ ブ ・ メ ニー・ ア イ 
ズ ( 多 〈 の 日 も 持つ 球 
体 ) と いう 名 で も 知ら れ 
る この 鞍 ろ し い モ ンス タ 
ー は 、 地 下 で 最も 頻繁 に 見 か けら れ ま す 。 ビ ホル 
ダー は 球形 の 体 を 持ち 、 生 まれ 持っ た 浮遊 能力 
で 空中 を 移動 し ます 。 ビ ホル ダー の 丸い 体 の 上 
部 か ら は 、 先 端 に 目 の つ いた 10 本 の 了 肉 茎 が 生 
えて お り 、 体 の 中 心 部 に は ひと つの 大 き な 目 と 、 
か みそ り の よう に 鋭い 歯 の 生え た 大 きく 裂け た 口 
が あり ます 。 目 の つい た 10 本 の 肉 革 の それ ぞ れ 
が 異な っ た 魔法 の 力 を も っ て お り 、 ビ ホル ダー は 
これ を 使っ て いろ いろ な 呪文 を 唱え る こと が で きま 
す 。 幸 いな こと に 、 全 て の 目 を 目標 に 向け る こと は 
で きま せん 。 ビ ホル ダー は 堅い キチ ン 質 の 鎧 で 
器 わ れ て いて 、 戦 闘 で ダメ ー ジ を あたえ る の は か 
な り 難 し いよ う で す 。 
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FL 
ラン ド ・ シ ャ ー ク ( 陸 の 
般 ) と いう あだ名 が ぴっ 


まさ に 食う た め だ け に 
生ま れ て きた 、 巨 大 で 
恐ろし い 捕 食 者 で す 。 
プ ブレット は クズ リ ( イ タチ 
科 の 肉食 獣 ) に 似 た 気質 を 持っ て いま す 。 つ まり 、 
直 か で 、 あ さま し く 、 恐 れ を 知ら な い の で す 。 ま た 、 
この 肉食 獣 は 、 骨 の よう な 堅い こう ら を 
攻 買 に よっ て ダメ ー ジ を 与え る の が 、 間 












EL 


く 《 な っ て いま す 。 彼 ら は 巨大 で よろ い を 持っ て は い 
ます が 、 素 速く 、 危 険 な 身 で す 。 プ レッ ト は 強力 な 
爪 と 、 か みそ り の よう に 鋭い 歯 の 生え た 日 を 持っ 
て いま す 。 


カス ズ スズ スポ ボア 

ガス ・ ス ポア は 球形 の 
多 細胞 の 菌類 で 、 し 
ば し ば 封印 され た 通 
路 な ど で 空 中 を 浮遊 
し て いる の を 見 られ ま 
す 。 が ガス ・ ス ポア の 前 
面 の 模様 は 、 ち ょ うど 大 き な 日 の よう に 見 えま す 。 
また 、 こ の モン スタ ー は 空洞 の 胴体 の 上 に 根茎 
を も っ て お り 、 こ れ が ちょ うど 先端 に 日 の ある 内 著 
に 非常 に 似 て いま す 。 結 果 と し て 、 こ の 球形 の 生 
物 は ば ホル ダー に よく 似 て いま す が 、 ビ ホル ダー 
の 恐る べき 力 と は 、 比 べ る べく も な い モ ンス ター で 
す 。 








51 


た り の この モン スタ ー は 、 


『 っ て お り 、 





ジェ ラテ デ ティナ ズ ・ 
#ı-7 
INELAEENZ 
立方 体 の 生物 は 、 
ダン ジョ ン の 授 路 を 
移動 し な が ら 、 落 ち 
て いる 死 肉 や ゴミ を 
あさ り ま す 。 ジ ェ ラ ティ 
ナス ・ キ ュー ブ の 個 
面 は キラ キラ と 光っ て いて 、 移 動 し た あと に は ヌメ 
ヌメ し た 物質 を 残し ます 。 大 型 の ジェ ラテ ィ ナ ス ・ 
キュ ー ブ は 、 天 井 に 育つ コケ や その 同類 を 捕食 
する た め 、 非 常に 大 きく 育ち ます 。 





FOR Sr Te Fr 
すべ て の 邪悪 な ジャ イ 
アン ト と 同様 、 フ ロス ト ・ 
ジャ イア ント は 粗雑 で 
愚か な こと で 知ら れ て 
いま す 。 こ の 評判 は あ 
た っ て いま す が 、 フ ロス 
ト ・ ジ ャ イア ント は また 、 
巧み な 戦士 で も ある の 
R く 、 そ し て 頑強 で す 。 彼 ら 
は 大 きめ の 鎧 で 守ら れ て お り 、 巨 大 な 接近 戦 用 
兵器 と 大 き な 石 を 投げ つけ る こと で 、 恐 ろ し い ほ 
どの ダメ ー ジ を 敵 に 与え ます 。 フ ロス ト ・ ジ ャ イア 
ント は 、 単 独 、 あ る い は 小 き な グル ー プ で 行動 し ま 
す 。 





で す 。 彼 ら は 非 ? 








ヘル フュ ウン 

ヘル ・ ハ ウン ド は 、 燃 える よう な 

赤い 目 も 持っ た 、 巨 大 で 茶色 

の 獣 で す 。 ヘ ル ・ ハ ウン ド の 鳴 

き 声 は 、" 不 気味 "、" 空 虎 "、 
"不安 を 誘う と いう よう に 形容 され て きま し た 。 炎 
を 吐き 、 鋭 い 牙 で 攻撃 し ます 。 








マン ティ ァ ズ ・ グ ァ ー グ アー 

スリ ・ ク リー ン と も 呼ば 
れる 、 肉 食 の 昆虫 人 
問 で す 。 マ ン テ ィ ス ・ ウ 
ォ ー リ アー は 、 人 間 ほ ど 
の 大 きき さ の カマ キリ 、 と 
いっ た 外観 を し て いま 
す 。 彼 ら は 独特 な 鋭い 
妨 を 持つ 棒状 の 武器 
で 武装 し て いる こと が よく あり ます 。 死 を も た ら す そ 
の 武器 と 、 そ の 武器 を 使い こなす 戦士 の 残忍 な 
評判 は 、 遠 まで 知れ 渡っ て いま す 。 





マー ププ アプ と 

この モン スタ ー は 、 魔 
法 で 生み 出さ れ た 残 
忍 な 捕食 者 で す 。 マ 
ー ゴ イル は 廃虚 の 具 
中 や 、 地 下 の 洞 癒 の 
住み 家 で し ば し ば 見 ら 
れ ま す 。 彼 ら は 、 独 自 
の 喉 音 性 の 言語 を 持 
つて いる よう に 見 受け られ ます 。 こ の 怪物 は 、 見 つ 
けた 物 を な ん で も 攻撃 し 、 ま た 無力 な 獲物 を いた 
ぶる の が 大 好き な の で す 。 彼 ら は 爪 や 角 を 使い 、 
きら に 噛み つい て 攻撃 を し ます 。 











マイ プン" フレ プア ー 

イリ シッ ド と も 呼ば れ 、 最 も 座れ られ 
て いる 冷酷 な 生き 物 で す 。 マ イン ド ・ 
フレ イヤ ー は 、 繊 細 な 感情 を 持つ 生 
き 物 の 心 そ の も の を 食べ る の で す 。 
マイ ンド ・ フ レイ ヤー は ヌメ ヌメ し た 藤 
色 を し て お り 、 背 未 は 約 6 フィ ー ト ( 約 
1 メー トル 80 セ ンチ )、" 苦 し み "、" 死 "、 そ し て " 絶 
望 " と いっ た イメ ー ジ で 装飾 され た 流れ る よう な ロ 
ー ブ で 身 を 飾っ て ます 。 顔 立ち は 、 大 きく 碧 い 、 暗 
北 の な いふ た つの 目 を 持つ タコ の よう で す 。 





約 















ダラ マン ダー 

この 巨大 な 移 を 吐く 生 
き 物 は 、 秋 の 元素 界 の 
住人 で す 。 サ ラマ ンダ 
ー は 、 非 常に 熱い 場 
所 で 成長 し ます 。 彼 ら 
は 高い 知性 を 持っ た 、 
残酷 な 生物 で す 。 役 ら 
は 力 の み を 信奉 し 、 そ 
の 力 と は 、 彼 ら の 秋 に 耐え る 能力 か 、 大 き な ダ メ 
ー ジ を 与え る こと の で きる 能力 の どちら か な の で 
す 。 こ うし た 能力 を 持た な いも の は 、 爽 に 焼 か れ 、 
苦し みな が ら 死 を 迎え る の で す 。 





ズ ク ノ ルン ・ ウ ォ ー ク アー 
この モン スタ ー は 、 強 力 で 
邪悪 な 僧 信 か 魔術 師 の 
魔法 に よっ て 生命 を 吹き 込 
まれ た 死体 で す 。 ス ケル ト 
ン ・ ウ ォ ー リ アー は 、 強 い 戦 
士 の 死体 か ら 造 り 出 され て 
いま す 。 彼 ら は 知性 も 意 
も 持た な いた め 、 ま っ た く 恐 
れ を 知り ませ ん 。 僧 人 か パラ ディ ン に よっ て 退散 
きせ られ た 場合 を 除い て 、 戦 闘 か ら 撤退 する こと 
は あり ませ ん 。 
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別名 を フラ イン グ ・ フ 
ァ ン ガス ( 空 飛 ぶ 毒 
牙 ) と も いう 、 こ の 珍し 
い 腸 虫 類 は 、 と て も 
危険 な た め 、 知 性 を 
持つ 全て の 種族 が 
容 赤 な く 和 狩り ます 。 ア 
クロ バッ ト の よう な 明 艇 さ で 飛び 、 空 中 に 浮い た ま 
まで 体 と し っ ぽ を 使っ て 獲物 に 巻き つい て 、 行 動 
の 自由 を 奪い ます 。 こ の モン スタ ー は 、 常 に 敵 の 
顔 を めがけ て 攻撃 し よう と し ます 。 彼 ら は 、 自 分 た 

ち が 殺 し て 餌 に で きる と 感じ た すべ て の 生き 物 を 
攻撃 し ます 。 





ジャ イア テト ・ 

ズ ノ リプ ター 

この 捕食 者 は 、 多 く 
の 地域 で 狩り を し 、 
冒険 者 の よう な 有害 
な 生物 の 数 を 押さ え 
て る の で す 。 ジ ャ イア 
ント ・ ス パイ ダー は 巣 
を 張り 、 何 も 気づい て いな い 獲 物 を 捕え 、 毒 を 持 
つ 牙 で 攻撃 する の で す 。 





ジ ァ ブフ ン ム ・ ク スプ 

この 珍し い 巨 大 な 昆虫 は 、 
本 能 的 な 残虐 さき で 恐れ ら 
れ て いま す 。 強 力 な 頭 と 、 
尾部 に ある 針 で 攻撃 する こ 
と が で きま す 。 う な り を 上 げ る 





羽根 は 、 役 ら の 存在 を 知ら せる 警告 と な り ま す が 、 


動き が 早い た め 、 即 座 に 反応 する 必要 が あり ま 
す 。 


フラ ィング スネ イク 





彼ら の 周囲 に 偶然 迷い 込 
ん だ 何 も 気 づい て いな い 
本 
生き て いま す 。 役 ら は 、 獲 物 
の 死 の 苦し みか ら 放出 され る エネ ルギー を 食べ 
る の で す 。 彼 ら は 、 獲 物 が ゆっ くり と 死ぬ こと を 選 
み ま す 。 ゆ っ <⑩0 と し た 死 は 、 よ り 多 く の エ ネル ギー 
を 放出 する か ら で す 。 ウ ィ ル ・ オ ・ ウ ィ ス プス は 、 革 
MLTZINFEISELT MERELET, 





ダイ プア ー・ み ルフ 
ダイ アー・ ウ ルフ は 現在 の 狼 
の 、 遠 い 祖 先 に あたる 大 型 の 
獣 で す 。 彼 ら は 行動 的 で ずる 
覧 い 肉 食 獣 で す 。 単 独 で 行 
動 す る こと も あり ます が 、 種 れ 
を な し て 移動 する 傾向 が あり 
ます 。 ダ イア ー・ ウ ルフ は 大 抵 
の 人 間 よ り 大 きく 、 強 い 社 と 牙 を 持っ て いま す 。 素 
速く 、 確 実 な ハン ター で す 。 





At: SAENRIIDHAF 








レベ ル ア ッ プ 表 
FFÄS-IU RNIT BÄDER ER FAZ 
レベ ペル 必要 な 経験 値 ニー 知 惠 O 值 end 
1 0 1-10 13 让 
2 2,000 +(1-10) ja ea 
3 4,000 +(1-10) 
4 8,000 +(1-10) 15 区 
16,000 十 (1-10) 16 NS OS ES 
6 32,000 +(1-10) 
7 64,000 +(1-10) L ae hi 
8 125,000 +(1-10) 18 PR 3 
9 250,000 +(1-10) 19 3 2 | 2 -- 
10 500,000 +3 ( 注 ) : 呪文 の ボー ナス は 、 僧 但 が その レベ ル 
750,000 +3 の 呪文 を 唱え る こと が で きる よう に な っ た 時 点 で 
12 000,000 +3 効力 を 持ち ます 。 
13 1,250,000 +3 
NÜHDOLRN FIT REDEN] THERRK 
レベ ル 必要 な 経験 値 ii WAREN, eo. 5 6 
| 0 1-8 | lese 
2 1,500 +(1-8) 2 en 
3 3,000 +(1-8) 3 2 | ーーーー 
4 6,000 +(1-8) 4 2 mann 
5 13,000 +(1-8) 5 a8 »-»- >= 
6 27,500 +(1-8) 6 3 3 2 --- 
7 55,000 +(1-8) 7 Sl a 
8 110,000 +(1-8) 8 3 3 3 2 -- 
9 225,000 +(1-8) 9 4 4 3 2 1 一 
10 450,000 +2 10 4 4 3 3 2 — 
11 675,000 +2 I 5 4 4 3 2 1 
12 900,000 +2 12 53 37235 
13 し 125,000 +2 13 6 6 6 4 2 2 
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BENEBDL AI TFITEE 








on 


レベ ル 必要 な 経験 値 エッ ur 

| 0 1-4 

2 2,500 +(1-4) 
3 5,000 +(1-4) 
4 10,000 +(1-4) 
5 20,000 +(1-4) 
6 40,000 +(1-4) 
7 60,000 +(1-4) 
8 90,000 +(1-4) 
9 135,000 +(1-4) 

10 250,000 +(1-4) 

11 375,000 + 

12 750,000 + 

13 125,000 Fi 

NFFLOUNWFITE 
レベ ル 必要 な 経験 仁 エバ un 

| 0 1-10 

2 2,250 +(1-10) 
3 4,500 +(1-10) 
4 9,000 +(1-10) 
5 18,000 +(1-10) 
6 36,000 +(1-10) 
7 75,000 +(1-10) 
8 150,000 +(1-10) 
9 300,000 +(1-10) 
10 600,000 +3 

I 900,000 +3 

12 1,200,000 +3 

13 1 ,500,000 +3 


on 





BMW ON BER ZE 
呪文 の レベ ル 


魔術 師 の レベ ル 


3 


4 





nr iB OO SS 


nr rR の の の mM mM mM 


PI OM TREE 


Rw oO Oo 


zum 





パラ ディ ン の 呪文 の レベ ル 
レベ ル | 2 き 
9 | ーー 
10 2 - ー 
ll 2 1 - 
12 2 2 - 
13 2 2 ı 





LrEr-DIRNTYTE 能力 値 























、 ヒッ ト ・ #7 
レベ ル MEERE en 体 カ ポー ナス 表 は . き ャ ラク ター の 体 カ の 値 と 
; 5 zn 接近 戦 で の 攻撃 命中 率 、 ダ メー ジ の 修正 の 関 
5 80 +(|-10) 係 を 表す も の で す 。 
3 4,500 +(1-10) 体力 ボー ナス 表 
4 9,000 +(1-10) 接近 戦 に お ける ダメ ー ジ の 
5 18,000 +(1-10) hie 攻撃 命中 率 修正 
6 36,000 +(1-10) 3 _3 = 
7 75,000 +(1-10) 4-5 ー2 ー! 
8 150,000 +(1-10) 6-7 = none 
9 300,000 +(1-10) 8-15 normal none 
10 600,000 +3 16 normal + 
11 900,000 +3 17 + + 
12 1,200,000 +3 18 十 | 十 2 
13 1,500,000 +3 18/01-50 注 | 4 +3 
ERSTE 18/51-75 注 | +2 +3 
区 二 18/76-90 注 | +2 +4 
レベ ル 必要 な 経験 値 ント の 増加 18/91-99 注 | +2 +5 
5 te 18/00 注 ! +3 +6 
2 1,250 +(1-6) Si = = 
3 2,500 +(1-6) = = = 
4 5,000 +(1=6) A = a 
5 10,000 +(1-6) a = = 
. 000 SIE6) ( 注 1) : この 修正 は 、 フ ァ イ タ ー、 レ ンジ ャ ー、 パ パ 
= AN lee) ラディ ン に の み 与 えら れる も の で す 。 
( 注 2) : この 能力 値 は 、 魔 法 の 武器 を 使用 し て 
8 70,000 +(1-6) 要 2 
いる 時 に の み 可 能 と な り ます 。 
9 110,000 +(1-6) 
10 160,000 +(1-6) 
11 220,000 十 2 
12 440,000 +2 
13 660,000 +2 
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器用 さ 体質 











器用 き ボ ー ナ ス 表 は 、 キ ャ ラク ター の 器用 さ の 体質 ボー ナス 表 は 、 キ ャ ラク ター の 体質 値 が 、 ヒ 
値 と 、 飛 び 道 具 の 命中 率 へ の 修正 、 ア ー マ ー・ ッ ト ・ ボ イン ト に 与え る 修正 を 表す も の で す 。 
クラ ス へ の 修正 を 表す も の で す 。 

飛び 道具 アー マー・ 体質 値 ヒッ ト ・ ポ イン ト 修 正 
MRS ee 。 クラ ス 修正 っ = ーー 
3 3 +4 4-6 -1 

4 72 +3 7-14 0 

5 ー! +2 15 +1 

6 0 十 | 16 +2 

7-14 0 0 17 +2(+3) 注 

15 0 | 18 十 2(+4) 注 


16 + -2 19 +2(+5) 注 





17 +2 = ( 注 ): この 修正 は 、 フ ァ イ タ ー、 パ ラディ ン 、 レ ンジ 

18 +2 一 4 ャ ー に の み 適 用 され ます 。 他 の クラ ス の キャ ラク 

19 +3 ー4 ター に 加え られ る 修正 は 、 十 2 が 最大 と な り ま す 。 
THACO 


THACO は 能力 値 で は あり ませ ん が 、 重 要 な パラ メー ター の ひと つ で す 。THAC0 表 は 、 キ ャ ラク ター の クラ 
ス と レベ ル に よっ て 決っ て いる THAC0 の 値 を 示し た も の で す 。 








レベ ル 
222 1 2 3 4 5 6 7 8 9 II iz 3 
1: 20 20 20 IT ı2 
ファ ルター 。 20 1 18 7 le 5 (228 2 | 0 っ 2 。 


魔術 師 20 20 20 19 19 19 18 18 18 17 17 17 16 


0 ララ 6 ンジ 20 0 19 18 7 16 55 12 Bl 2 ul 10 9 8 
レン ジャ ー 20 19 18 17 I6 15 14 13 12 Il 10 9 8 
盗賊 22 202 19 9 1B 18. 7 I lp 15 u 4 





武器 

武器 住 3 种 类 民 大 别 吉 机 未 地 。 接 近 屋 用 武器 、 
投てき 武器 、 飛 び 道 具 で す 。 接 近 帳 用 武 立 は 
接近 戦 の み に 使用 され 、 投 て き 武 器 、 飛 び 道具 
は 離れ た 敵 を 攻撃 する の に 使わ れ ます 。 前 列 の 
キャ ラク ター は 、 接 近 旨 用 武器 、 投 て き 武 頃 、 飛 
び 道 具 の いずれ も 使用 で きま す 。 後 列 の キャ ラ 
クタ ー は 投てき 武器 、 飛 び 道具 の み を 使用 で き 
ます 。 

27 ペ ー ジ か ら の "クラ ス ”" の 項 に ある よう に 、 ク ラ 
ス に よっ て は 使用 で き な い 武器 も ある こと に 注意 
し て くだ さい 。 


KREIDE NND RT, 
小 の サイ ズ の 敵 に 対し て どの 程度 の ダメ ー ジ を 
与え られ る か を 示し て いま す 。 接 近 戦 用 武器 に よ 
る ダメ ー ジ は 、 キ ャ ラク ター の 体力 値 と 魔法 の 武 
器 の 使用 に よる 修正 を 受け ます 。 








武器 グ メ ー ジ 表 
小 、 中 目標 に 大 目標 に 
対す る ダメ ー ジ 対す る ダメ ー ジ 
接近 戦 用 武器 
スタ ッ フ ( 注 ) 1-6 |-6 
メイ ス 2-7 に 6 
ショ ー ト ソー ド 1-6 1-8 
フレ イル 2-7 2-8 
アッ クス 1-8 1-8 
ロン グ ・ ツ ー ド 1-8 |-12 
ハル バー ド ( 注 ) 1-10 2-12 
投てき 武器 
石 1-2 1-2 
DD. 1=8 |-2 
ダガー |-4 1-3 
スピ ア 1-6 1-8 
飛び 道具 
スリ ンク と 石 ( 注 ) 1-4 1-4 
弓矢 ( 注 ) 1-6 |-6 


( 注 ) : これ ら の 両手 武器 は 、 利 き 手 に 持た せ て 
お か な 〈 て は な り ま せん 。 も う 一 方 の 手 に 持た せ た 
アイ テム は 使え ませ ん 。 


= 

BE Er FI I -DEAMET TFA 
を 決定 する 要素 の ひと つ で す 。 ア ー マ ー・ ク ラス 
が 低けれ ば 低い ほど 、 敵 の 攻撃 が あぁ た り に な 
り ま す 。 ア ー マ ー・ ク ラス は 、 キ ャ ラク ター の 問 用 
き と 身 に つけ て いる 鎧 に よっ て 決定 され ます 。 魔 
法 の アイ テム や 呪文 に よっ て 、 ア ー マ ー・ ク ラス 
を 下げ る こと も で きま す 。 

27 ペ ー ジ か ら 始 まる “クラス” の 項 に も ある よう に 、 
クラ ス に よっ て は 身 に つけ る こと の で き な い 鎧 も あ 
り ま す 。 鎧 / ア ー マ ー・ ク ラス 表 は 、 鎧 の 種類 と 、 そ 
れ ぞ れ の 鎧 が キャ ラク ター に 与え る アー マー・ 
クラ ス の 値 を 表し て いま す 。 





鎧 / ア ー マ ー・ ク ラス 表 





鎧 の 種類 基本 アー マー・ ク ラス 
ロー プ 10 
シー ルド ( 注 ) 9 
レー ザー・ ア ー マ ー 8 
スケ イル ・ メ イル 6 
チェ イン ・ メ イル 5 
7 4 
プレ イト ・ メ イル 3 


( 注 ) : シー ルド を 使用 する と 、 着 て いる 鎧 の アー 
マー・ ク ラス か ら さ ら に 一 1 され ます 。 

ブーツ 、 ヘ ル メ バト 、 魔 法 の か か っ て いな いこ て は 、 
鎖 の よう に 見 え を ます が 、 キ ャ ラク ター の アー マー・ 
クラ ス に 叉 疑 を 与え る こと は あり ませ ん 。 プ レッ シ 
ャ ー・ プ レー ト の 上 に 、 お も り と し て 残し て も 支障 は 
あり ませ ん 。 た だ し 、 麻 法 の 効力 を も つこ て は 、 ア 
ー マ ー・ ク ラス を 修正 する こと も あり ます 。 
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トラ ブル に つい て 


ソフ ト が 動作 し な か っ た り 、 ロ ー ド で き な か っ た 場合 に は 、 本 体 及 び 周 辺 機器 の セッ ティ 
ング を お 確か め の 上 で も ラー 度 動作 の 確認 を し て くだ さい 。 そ れ で も プロ グラ ム が 正常 に 
動か な い 場 合 は 、 保 証書 に 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、 下 記 サ ービス セン ター まで 商品 を ご 
送付 くだ さい 。 

な お 、 お 客 様 の 操作 ミス 等 で 、 デ ィ ス ク が 壊れ て し まっ た 場合 は 、 実 費 で 交換 致し ます 。 
ゲー ム 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ は 一 切 受付 け こ お り ま せん 。 

















使用 上 の 注意 及び お 願い 
ディ スク の 取扱 い は 十分 注意 し 、 以 下 の 事 を 守る よう お 願い し ます 。 

* デ ィ ス ク の アク セス 中 は 、 絶 対 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出さ な いで くだ さい 。 

* ディスク を ほこ りや 湿気 の 多い 所 、 磁 気 の あ る 所 に 置か な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 





改良 の 為 、 ソ フト ウェ ア 及 び マ ニュ アル は 予告 な し に 変更 する 場合 が あり ます 。 
ご 了承 くだ さい 。 





* 落 丁 、 乱丁 を 除き 、 こ の 取扱 い 説明 書 は 再発 行い た し ませ ん 。 

* 本 商品 を 当社 の 許可 な く 複 写 、 複 製 し た り 、 賃 貸 業 も し く は それ に 類似 す 
る 行為 に 使用 する 事 を 禁じ ます 。 

* 商品 に は 万 全 を 期し て 出荷 し て いま す が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし 
た ら 、 保証 書 に 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、 商 品 を 下記 サー ビス セン ター ま 
で ご 送付 くだ さい 。 
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it 新宿 住友 ビル 43 階 
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